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１ 第６次総合計画の概要 

（１）計画の構成 

  第６次総合計画は、基本構想、基本計画及び実施計画の３層で構成されています。 

  基本構想は、将来像をはじめ箱根町が進むべき方向性を明らかにしたまちづくりの全

分野の目標と施策の指針となるもので、計画期間は、10 年間（平成 29〔2017〕～令和８

〔2026〕年度）です。 

  基本計画は、基本構想を実現するため、まちづくりの目標に対する現状と課題、課題

解決に向けた施策の体系や方針などを示すもので、時代の変化が速い中で、中間年で施

策の見直しなどの的確な対応を図れるよう、前期５年間（平成 29〔2017〕～令和３〔2021〕

年度）、後期５年間（令和４〔2022〕～令和８〔2026〕年度）をそれぞれ計画期間としま

す。 

  また、実施計画は、基本計画で定めた施策を実施するための３年間の具体的計画であ

り、社会経済状況の変化や町民生活を取り巻く環境の変化に柔軟に対応できるよう、毎

年度見直します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの全分野の目標と施策の指針とな
るもので計画期間は10年間

基本構想を実現するため、まちづくりの目標
や施策の体系、主要な施策などを示すもので、
前期基本計画５年間、後期基本計画５年間の
計画期間

施策を実施するための３年間の計画。社会情
勢や財政状況を考慮して、毎年度見直す

【計画の体系】 

基本構想 

基本計画 
（前期・後期） 

 
第 2 期まち・ひと・しごと創生総合戦略 

実施計画 

【基本計画】 

【実施計画】 

【基本構想】 

【計 画 期 間】 

 

 

  

     

基本構想（10 年間） 

３年度計画の見直しを毎年度実施 

前期基本計画（５年間） 後期基本計画（５年間） 

実施計画（３年間） 

令和８(2026)年令和３(2021)年平成 29(2017)年

実施計画（３年間） 
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（２）総合計画で目指す将来像 

  

 

 

「やすらぎ」とは、箱根の誇る美しい自然環境の保全を図っていき、住む人、訪れ

る人すべてが癒しを感じられる町を目指していくとともに、火山対策をはじめ防災対

策の強化を図って、安全・安心が確保される町を目指すことを意味します。 

  「おもてなし」とは、町民同士が相手を思いやる気持ちを持って日々ふれあうこと

のできる町を目指すことで、地域コミュニティの維持向上につなげるとともに、国内

外から訪れるすべての人々に対してもおもてなしの心が伝わる町になることを意味し

ます。 

 

 

（３）基本目標と施策 

将来像の実現に向けて、６つの基本目標（保健・医療・福祉、教育・文化、生活環境、

自然環境・安全、観光産業、行財政・協働の各分野）を定めるとともに、その目的を達

成するために具体的に取り組むべき 36 の施策を設定しています。 

 

基本目標 施  策 

基本目標 １ 

皆が支えあう、誰もが元

気なまちづくり 

施策１  健康づくりの推進 

施策２  子育て支援の充実 

施策３  地域福祉の充実 

施策４  高齢者福祉の充実 

施策５  障がい者福祉の充実 

施策６  社会保障の充実 

施策７  ワーク・ライフ・バランスの実現 

基本目標 ２ 

未来を拓く人材が育ち、

町民相互に高めあうま

ちづくり 

施策８  学校教育の充実 

施策９  生涯学習の推進 

施策 10 文化・芸術活動の推進 

施策 11 家庭教育の充実 

施策 12 青少年の健全育成 

施策 13 文化財の保護と活用 

施策 14 スポーツ活動の推進 

施策 15 男女共同参画・人権尊重の推進 

施策 16 多文化交流の実現 

やすらぎとおもてなしのあふれる町－箱根 



 

- 3 - 

 

基本目標 施  策 

基本目標 ３ 

誰もが住みたくなる、よ

り良い生活環境のまち

づくり 

施策 17 道路・交通網の充実 

施策 18 住環境の整備 

施策 19 生活環境の整備 

施策 20 上下水道の整備 

施策 21 地域交通の利便性の確保 

基本目標 ４ 

環境にやさしく、安全・

安心なまちづくり 

施策 22 循環型社会の形成 

施策 23 自然環境の保全 

施策 24 景観の保全・形成 

施策 25 防災対策の推進 

施策 26 消防・救急対策の充実 

施策 27 交通安全・防犯の充実 

基本目標 ５ 

癒しと文化を提供する

観光産業づくり 

施策 28 観光資源の開発と活用 

施策 29 観光拠点整備と魅力向上 

施策 30 多様な観光資源と活用した誘客と受入態勢の整備 

施策 31 箱根ジオパークの推進 

施策 32 伝統産業や観光行事の振興 

基本目標 ６ 

行政の効率的経営と官

民協働体制の強化 

施策 33 協働のまちづくりの推進 

施策 34 計画的な行財政運営 

施策 35 ＳＤＧｓの推進 

施策 36 コロナ対策の推進 
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２ 総合計画の進行管理・評価 

（１）進行管理の考え方 

 施策ごとに設定した目標となる指標の毎年度の達成状況の把握とともに、施策の定

性的なデータも含めた総合的な検証を行い、その結果を箱根町総合計画審議会に報告

し、その意見を聞いて翌年度からの施策の推進に活かします。 

  また、この総合的な検証結果と審議会からの意見、町の対応方策等はわかりやすく町

民等へ公表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価の方法 

実施計画の進捗状況を把握するために、毎年度、各課等に対し事業の成果と進捗状況

を調査します。その後、施策ごとに設定した目標指標の実績と施策の展開の定性的な

データをもとに、部長級職員により施策を評価します。 

この結果は、総合計画策定本部会議で評価結果の確認後、総合計画審議会に報告し意

見を伺ったうえで公表し、次年度の予算、実施計画のローリングに活用します。 

 

 

 

 

 

•施策の成果の客観
的な検証

•施策の見直しや
事務事業の改善

•具体的な施策の
実施

•総合計画後期基本
計画の策定

Plan

（計画）

Do

（実施）

Check

（評価）

Action

（改善）
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〔令和４年度施策別評価者一覧〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 施      策 担当課（R4実施計画事業） 施策評価者

１
皆が支えあう、
誰もが元気な
まちづくり

１ 健康づくりの推進 保険健康課、生涯学習課 福祉部長

２ 子育て支援の充実
子育て支援課、都市整備課、
学校教育課、生涯学習課

福祉部長

３ 地域福祉の充実 福祉課 福祉部長

６ 社会保障の充実 福祉課、保険健康課 福祉部長

７ ワーク・ライフ・バランスの実現
町民課、総務防災課、子育て支
援課、保険健康課、生涯学習課

福祉部長

４ 高齢者福祉の充実 福祉課、保険健康課 福祉部長

５ 障がい者福祉の充実 福祉課 福祉部長

10 文化・芸術活動の推進 生涯学習課 教育次長

11 家庭教育の充実 生涯学習課 教育次長

２

未来を拓く
人材が育ち、
町民相互に
高めあう
まちづくり

８ 学校教育の充実 学校教育課 教育次長

９ 生涯学習の推進 生涯学習課 教育次長

14 スポーツ活動の推進 生涯学習課 教育次長

15 男女共同参画・人権尊重の推進 町民課、福祉課 総務部長

12 青少年の健全育成 生涯学習課 教育次長

13 文化財の保護と活用 生涯学習課 教育次長

16 多文化交流の実現 企画課、観光課、学校教育課 企画観光部長

３

誰もが
住みたくなる、
より良い
生活環境の
まちづくり

17 道路・交通網の充実 都市整備課、観光課 環境整備部長

20 上下水道の整備 上下水道温泉課 環境整備部長

21 地域交通の利便性の確保 都市整備課 環境整備部長

18 住環境の整備
企画課、観光課、町民課、
福祉課、都市整備課

企画観光部長

19 生活環境の整備 環境課、上下水道温泉課 環境整備部長

４
環境にやさしく
安全・安心な
まちづくり

22 循環型社会の形成 環境課、財務課 環境整備部長

23 自然環境の保全
企画課、観光課、財務課、
環境課

企画観光部長

26 消防・救急対策の充実 消防本部 消防長

27 交通安全・防犯の充実 町民課 総務部長

24 景観の保全・形成 都市整備課 環境整備部長

35 ＳＤＧｓの推進 企画課、観光課、環境課 企画観光部長

34 計画的な行財政運営
企画課、総務防災課、町民課、
財務課、税務課、環境課

総務部長

25 防災対策の推進
総務防災課、都市整備課、
上下水道温泉課

総務部長

30
多様な観光資源を活用した誘
客と受入態勢の整備

観光課、財務課、学校教育課 企画観光部長

31 箱根ジオパークの推進 企画課、観光課 企画観光部長

36 コロナ対策の推進
保険健康課、観光課、総務防災課、子
育て支援課、学校教育課、消防本部 福祉部長

32 伝統産業や観光行事の振興 観光課 企画観光部長

６
行政の効率的
経営と官民協働
体制の強化

33 協働のまちづくりの推進
町民課、企画課、観光課、都市
整備課

総務部長

５

癒しと文化を
提供する
観光産業
づくり

28 観光資源の開発と活用
観光課、企画課、総務防災課、
上下水道温泉課

企画観光部長

29 観光拠点整備と魅力向上 観光課 企画観光部長
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３ 施策別の評価結果（まとめ） 

（１）施策の進捗状況 

  ・36 施策の令和４年度における進捗状況を評価した結果、「Ａ：順調に推移した施策」

は８件（22％）、「Ｂ：一定の進捗があった施策」が 28 件（78％）となりました。 

 

  ・令和４年度は後期基本計画のスタートの年として、定めた目標に向かって一定の進

捗が図れましたが、新型コロナウイルス感染症などの影響もあり、「Ａ：順調に推移

した施策」の割合が約２割となり、「Ｂ：一定の進捗があった施策」が約８割となり

ました。今後は、計画終了年度である令和８年度には、すべての施策が目標に達せ

られるよう「Ａ：順調に推移した施策」の割合を増やしていく必要があります。 

 

 

  （図表１）基本目標別の施策の進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （図表２）施策の進捗区分別の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 割合

Ａ 順調に推移
(目標達成又は進捗している)

0 4 3 0 0 1 8 22%

Ｂ 一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

7 5 2 6 5 3 28 78%

Ｃ 進捗が遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

0 0 0 0 0 0 0 0%

Ｄ 進捗が大幅に遅れている
（目標達成が難しい可能性がある）

0 0 0 0 0 0 0 0%

7 9 5 6 5 4 36 100%合　　　　計

区分
合計

基本目標
施策の進捗区分
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（２）成果指標の達成状況 

 

  ・36 の施策に位置付けた成果指標は、94 項目あり、そのうち令和４年度で「a目標値

に達している指標」は、24 項目（25％）、「b 目標値に達していないものの計画策定

時の実績値から一定の進捗が図れた指標」は、28 項目（30％）、「c 計画策定時の実

績値を下回った指標」は、42 項目（45％）となりました。 

 

  ・目標達成している件数と、一定の進捗が図れていた指標を合わせて 50％を超えまし

たが、計画策定時の実績値を下回った指標が 45％もありました。令和４年度は、新

型コロナウイルス感染症による影響がみられた項目もありますが、引き続き、目標

達成に向け新たな事態に対応しながら、改善に取り組んで行きます。 

 

 

  （図表３）基本目標別の施策の成果指標の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （図表４）成果指標の達成区分別の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 割合

a
目標達成
（目標値に達している指標）

8 6 3 6 0 1 24 25%

b

一定の進捗
(目標値に達していないものの
計画策定時の実績値から一定
程度進捗が図れている指標)

5 4 6 3 7 3 28 30%

c
実績以下
（計画策定時の実績値を下
回った指標）

9 14 4 5 5 5 42 45%

22 24 13 14 12 9 94 100%合　　　　計

成果指標の達成状況
基本目標 区分

合計
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●成果指標の進捗状況一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R1
（実績）

R2
（実績）

R3
（実績）

R4
（実績）

R8
（目標）

1
特定健康診査の受診率
（受診者数÷対象者数）

31.3 30.7 35.7 34.0 34.0 ％ a:目標達成

1 がん検診の受診率 25.0 23.5 25.1 24.9 33.0 ％ c:実績以下

1 温水プールの年間利用者数 13,032 9,525 14,834 14,817 27,000 人 b:一定進捗

2
認定こども園・保育所
待機児童数

0 0 0 0 0 人 a:目標達成

2 放課後児童クラブ待機児童数 0 0 0 0 0 人 a:目標達成

2 乳幼児健康診査受診率 94.4 87.9 92.2 101.6 100 ％ a:目標達成

2 子育て支援講座参加者数 6 0 23 27 30 人 b:一定進捗

2 放課後子ども教室参加児童数 28 22 28 27 30 人 c:実績以下

3 ボランティア団体数 10 10 10 10 12 団体 b:一定進捗

5 5 5 5 5 地域

11 11 11 11 12 団体

4
ひとり暮らし老人等緊急通報
システム事業の設置世帯数

35 35 33 31 50 世帯 c:実績以下

4
長寿健康診査の受診率
（受診者数÷対象者数）

36.6 38.1 32.7 36.0 40.0 ％ c:実績以下

4
配食サービス事業の年間の延べ配
食数

5,996 5,393 4,903 4,875 6,300 食 c:実績以下

4 老人クラブの会員数 593 493 436 395 565 人 c:実績以下

5
在宅障がい児の機能訓練会等への
参加者数（年間延べ人数）

218 132 178 205 230 人 c:実績以下

5
訪問系サービス利用者数
（人／月）

10 13 13 8 13 人 c:実績以下

5 施設入所者数 17 16 15 13 15 人 a:目標達成

6 国民健康保険料の収納率 80.9 81.5 85.2 86.9 83.0 ％ a:目標達成

6 高齢者の健康相談件数 166 505 781 71 309 件 c:実績以下

7
認定こども園・保育所待機児童数
（再掲）

0 0 0 0 0 人 a:目標達成

7
子育て支援講座参加者数
（再掲)

6 0 21 27 30 人 b:一定進捗

7
男女共同参画講演会満足度（アン
ケート）

- - - 100 80.0 ％ a:目標達成

8
町内小・中学校児童・生徒の地域
行事への参加率

75.8
コロナによ

り未実施
65.0 65.5 80.0 ％ c:実績以下

8
町内小・中学校児童・生徒の読書
量が1日30分以上の割合

62.6
コロナによ

り未実施
32.5 35.3 70.0 ％ c:実績以下

8
それぞれの子どもが持っている自
尊感情の度合い

65.0 67.0 68.3 68.4 70.0 ％ b:一定進捗

9 全公民館の年間利用者数 25,120 14,469 20,029 24,649 15,000 人 a:目標達成

9 町民一人当たりの図書貸出冊数 1.89 1.62 2.04 1.94 1.97 冊 b:一定進捗

9 自治学習出張講座の利用件数 3 2 2 3 5 件 b:一定進捗

9
生涯学習フェスティバル登録行事
数（文化系行事）

3 5 1 2 5 回 c:実績以下

10 町民文化祭の参加人数 527 428 471 475 550 人 c:実績以下

11 家庭教育講座参加者数 77 0 0 57 80 人 c:実績以下

施策
番号

目標とする指標
目標値

単位
R4指標の
達成状況

3
住民交流会（サロン）設置
地域数及び団体数

b:一定進捗
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R1
（実績）

R2
（実績）

R3
（実績）

R4
（実績）

R8
（目標）

11
幼保小中学校での家庭教育に関す
る取組数

34 0 0 0 12 件 c:実績以下

11 広報等での家庭教育啓発記事数 6 6 6 6 6 件 a:目標達成

12
青少年関係事業への児童・生徒の
参加率

20.0 0.0 0.0 23.3 20.0 ％ a:目標達成

13 箱根関所入館者数 280,017 116,900 127,024 198,174 400,000 人 c:実績以下

13 郷土資料館利用者数 6,992 3,193 4,359 4,276 10,000 人 c:実績以下

13
文化財ボランティア数
（延人数）

54 0 0 8 100 人 c:実績以下

13 郷土資料館所蔵資料の利用点数 48 27 50 139 100 点 a:目標達成

13
箱根関所学校利用プログラム利用
件数

96 43 51 67 150 件 c:実績以下

14
箱根路森林浴ウォーク町民参加者
数

63 0 0 24 150 人 c:実績以下

14 箱根町総合体育館の稼働率 40.5 37.1 26.3 34.0 50.0 ％ c:実績以下

14 スポーツ教室・大会等開催回数 3 0 0 1 5 回 c:実績以下

15
男女共同参画講演会満足度（アン
ケート）（再掲）

- - - 100 80.0 ％ a:目標達成

15 審議会等における女性委員の割合 20.5 22.9 20.5 23.9 30.0 ％ b:一定進捗

16 ホストタウン相手国との交流回数 1 0 2 1 1 回 a:目標達成

16
姉妹都市・友好都市との訪問団派
遣・受入回数

0 0 0 0 1 回 c:実績以下

3,106 3,380 3,764 4,448 6,400 ｍ

48.5 52.8 58.8 69.5 100 ％

5 6 6 6 9 橋

55.6 66.7 66.7 66.7 100 ％

18 空き家バンク登録件数（累計） 54 58 61 73.0 100 件 b:一定進捗

18 お試し移住・体験者数（年間） 3 4 5 5 20 件 b:一定進捗

19 花いっぱい運動参加団体数 23 23 26 28 25 団体 a:目標達成

19 美化清掃参加団体数 30 29 32 28 35 団体 c:実績以下

19 不法投棄パトロール回数 25 23 31 33 30 回 a:目標達成

19
有害野生鳥獣（猪）捕獲数
（３か年平均）

73 71 73 59 70 頭 c:実績以下

20 水道事業における有収水量率 84.9 84.1 83.9 84.1 85.9 ％ c:実績以下

20 第１号公共下水道整備率 89.8 90.4 90.5 90.5 98.6 ％ b:一定進捗

20 第２号公共下水道整備率 78.7 78.9 78.9 78.9 88.6 ％ b:一定進捗

21
パークアンドサイクルの年間利用
件数

4,466 3,708 3,237 4,874 4,500 件 a:目標達成

22 ごみの資源化率 5.8 6.7 5.9 5.4 12.0 ％ c:実績以下

22 ごみの焼却処理量 13,956 10,828 11,118 12,199 13,100 トン a:目標達成

23 資源保全基金の年間寄付金額 4,799 2,683 2,062 4,150 6,000 千円 c:実績以下

23
豊かな森林づくり（水源かん養）
の実施面積（実施町有地の延面
積）

145 176 212 249 499 ha b:一定進捗

23
間伐材搬出促進事業に係る搬出実
施面積（累計）

86 93 99 106 104 ha a:目標達成

目標値
単位

R4指標の
達成状況

17 町道16路線の整備エリアの整備率 b:一定進捗

施策
番号

目標とする指標

17 橋りょう保全改修数 b:一定進捗
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R1
（実績）

R2
（実績）

R3
（実績）

R4
（実績）

R8
（目標）

24
景観まちづくり協力店の認定件数
（累計）

15 15 15 15 30 件 b:一定進捗

25
神奈川県西部地震の被害想定に基
づく、避難者及び帰宅困難者のた
めの食料備蓄率

100 100 100 100 100 ％ a:目標達成

25
防災講演、出前出張講座等の依頼
数に対する講演会等の実施回数

2 0 20 22 5 回 a:目標達成

25
木造住宅耐震診断費に対する年間
助成件数

2 0 1 2 5 件 b:一定進捗

26 応急手当の普及啓発受講者数 602 7 121 408 750 人 c:実績以下

26 消防団員数 327 325 309 306 370 人 c:実績以下

27
町立小学校及び認定こども園・幼
稚園・保育所での交通安全教室開
催回数

7 7 7 7 7 回 a:目標達成

27
町内高齢者（65歳以上）へのドラ
イビングスクールの参加者数

15 0 0 0 15 人 c:実績以下

27 消費生活に関する相談件数 44 53 31 41 50 件 c:実績以下

27 交通安全施設の重点点検 0 1 2 2 2 回 a:目標達成

28
観光協会ホームページのアクセス
数

296 219 265 297 300 万回 b:一定進捗

29 森のふれあい館の入館者数 14,208 11,428 14,014 15,178 18,000 人 b:一定進捗

29 箱根ジオミュージアムの入館者数 56,780 68,735 81,724 123,648 153,000 人 b:一定進捗

29 箱根湿生花園の入館者数 78,369 52,823 59,751 65,925 92,000 人 c:実績以下

30 年間入込客数 1,896 1,257 1,350 1,736 2,000 万人 c:実績以下

30
観光産業融資利子補給事業の利用
件数

4 0 0 0 10 件 c:実績以下

30 外国人宿泊観光客数 576,183 40,038 4,028 41,564 400,000 人 c:実績以下

30 箱根DMO公認観光ガイド - 0 0 48 60 人 b:一定進捗

31
箱根ジオパークサポーター登録者
数

36 40 48 58 100 人 b:一定進捗

31
箱根ジオミュージアム入館者アン
ケートにおける箱根ジオパークの
認知度

22.5
コロナによ

り未実施

コロナによ

り未実施

コロナによ

り未実施
80.0 ％ c:実績以下

32 畑宿寄木会館来館者数 9,947 4,549 7,422 9,695 13,000 人 b:一定進捗

32
寄木細工専用ホームページアクセ
ス数

- 0 0 93,166 100,000 回 b:一定進捗

33 活力あるまちづくり新規補助件数 1 1 0 4 3 団体 a:目標達成

33 町政モニター延べ回答者数 31 127 164 110 240 人 b:一定進捗

34
行財政改革アクションプランの進
捗率

33.0 29.0 37.0 37.0 100 ％ b:一定進捗

34 町税徴収率（３か年平均） 94.9 93.9 93.8 93.8 95.2 ％ c:実績以下

35 町民のSDGs認知度の向上 40.0 未実施 未実施 未実施 80.0 ％ c:実績以下

35
箱根町SDGs推進計画（仮称）の策
定

- - - 策定中 策定済 - b:一定進捗

36 新型コロナウイルス感染者数 - 24 315 1,493 0 人 c:実績以下

施策
番号

目標とする指標
目標値

単位
R4指標の
達成状況



 

- 11 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R1
（実績）

R2
（実績）

R3
（実績）

R4
（実績）

R8
（目標）

36 クラスター発生数 - - - - 0 件 c:実績以下

36
避難所における新型コロナウイル
ス感染症新規感染者数

- - - - 0 人 c:実績以下

　a:目標達成（目標値に達している指標）

  b:一定の進捗（目標値に達していないものの計画策定時の実績値から一定程度進捗が図れている指標）

   c:実績以下（計画策定時の実績値を下回った指標）

　※

目標とする指標
目標値

単位
R4指標の
達成状況

（凡例）

評価は、R4年度実績とR1実績・R8目標を比較して評価したものであり、R2及びR3は、経年の状況
を見るために記載しているもの。

施策
番号
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（３）事業の進捗状況 

 

  ・36 の施策の展開に資する事業として令和４年度に位置付けた 247 事業のうち、「計

画通り実施できた」ものが 59 事業（24％）、「概ね計画通り実施できた」ものが 173

事業（70％）となりました。一方、「計画の半分程度実施できた」ものは４事業（２％）

あり、「計画通り実施できなかった」ものは１１事業（４％）となりました。 

 

  ・令和４年度は、新型コロナウイルス感染症などの影響もあり、一部の事業に影響が

見られましたが、今後は、それらを踏まえ必要な見直しを行いつつ、計画通りの進

捗が図れるように進めていく必要があります。 

 

 

  （図表５）基本目標別の事業の進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （図表６）施策の進捗区分別の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ ２ ３ ４ ５ ６ 割合

29 5 7 12 1 5 59 24%

35 35 30 23 34 16 173 70%

2 0 1 0 1 0 4 2%

0 2 3 5 1 0 11 4%

66 42 41 40 37 21 247 100%

事業の進捗区分
基本目標 区分

合計

合　　　　計

計画通り実施できた

概ね計画通り実施できた

計画の半分程度実施できた

計画通り実施できなかった

計画通り実施できた, 

59事業, 24%

概ね計画通り実施できた, 

173事業, 70%

計画の半分程度実施

できた, 4事業, 2%

計画通り実施できなかった, 

11事業, 4%

247事業
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１　施策の概要

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと

で発現した効果などに

ついて記載）

1-3-6 地域交流・異世代交流の推進

5.0

団体

団体

住民交流会（サロン）

設置地域数

設置団体数
11.0 11.0

97.7 97.7 97.7

11.0 11.0

12

2

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

1-3-10 社会福祉協議会への支援

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-37～ 実施計画 P-25～ ロジック・モデル P-167

福祉部長
施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

1-3-1

健康づくり・介護予防の充実

1-3-7 ボランティア活動の推進

1-3-8 情報提供・相談体制の充実

1-3-9 各種サービスの充実

福祉意識の向上

福　祉　課

1-3-2 地域で取り組む認知症対策の推進

1-3-3 見守り活動・福祉活動への理解促進

1-3-4 安全対策の充実

1-3-5

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策３

基本目標  １ 皆が支えあう、誰もが元気なまちづくり

施　　策  ３ 地域福祉の充実

 分野１ 防災力の強化〔施策の展開 1-3-4が該当〕
総合計画上
の位置付け

今 後 の
取組方針

◇ 町民自らが福祉に取組む地域福祉のまちづくりを目指し、地域による見守り
体制の構築に努めます。

◇ 住み慣れた地域で安全・安心な生活が持続できるよう、ともに生きる地域福
祉体制の構築を図り、共生社会を目指します。

重点施策

 分野５ 持続可能なまちづくり〔施策の展開 1-3-3が該当〕

◇ 複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築し、重層
的支援を行えるよう努めます。

 分野３ 健康生活の推進〔施策の展開 1-3-3,1-3-6,1-3-7が該当〕

そ

の
他
指

標

1
民生委員・児童委員の充足率

％
（年度末現員数／定員数*100）

2

100.0

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び

　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）
単位

５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

10.0 10.0 10.0 10.0
団体

12
目
標
指
標

1
ボランティア団体数

住民交流会（サロン）
5.0 5.0 5.0

5

・ボランティア団体等における地域での積極的な活動により、地域福祉体制におけるボラン
ティアやサロンの必要性について、理解が広がりつつあります。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成を

阻む外的要因等を含

めて記載）

・民生委員・児童委員の充足率については、昨年12月の一斉改選時には定員割れをしてい
ましたが、3月に補充することができ現在の充足率は100％となっています。高齢化等に伴い、
各地域において後任の推薦が難しくなっていることが今後の課題です。

４ 施策別の評価シート 

（１）施策別の評価シートの見かた 

施策別評価シートは、施策評価のツールとして、36 の施策ごとに、施策の取組方針や

成果指標に対して、施策の展開に資する事務事業の実施により、どのような成果が得ら

れたか等について施策担当課が作成し、その結果をもとに施策責任者が施策の達成状況

について評価したものです。 

施策別評価シートと記載内容の見かたは、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

総合計画上の 

基本目標、施策、重点 

ます。 

施策の有無を示してい 

位置付け 

 
今後の取組方針 

施策の取組方針を示し 

ています。 

前期基本計画で定めた 

 
施策の展開 

担当課、施策責任者を 

示しています。 

施策の展開項目と施策 

 

目標指標 

数値化と達成度を測る 

手段として設定した指 

施策の具体的な目標の 

標を示しています。 

 
各計画の掲載箇所 

画、実施計画等の掲載 

箇所を示しています。 

対象施策の前期基本計 

 
その他指標 

定量的な成果(実績)を 

示しています。 

目標とする指標以外の 

 
その他定性的な成果 

定性的な成果を示して 
います。 

数値では把握できない 

 
指標等の成果分析 

果を示しています。 

指標等の成果の分析結 
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

緊急支援給付金給付事業

認知症の方を介護する家族の心理的・経済的負担を軽減す

るため、徘徊高齢者を地域で見守る仕組みを構築する

介護予防・日常生活支援総合事業の充実を図る

高齢者の自立を促し、介護予防の推進を図る

コロナウイルス感染症影響による困窮世帯支援措置強化の

ため

国の住民税非課税世帯給付金対象外の世帯を町独自の施

策で救済するため

電力・ガス・食料品等の価格高騰の影響が大きい世帯への救

済のため

計画通り実

施できた

計画通り実

施できた

計画通り実

施できた

認知症見守り支援事業

生活支援体制整備事業（介
護保険特別会計）

介護予防普及啓発事業（介
護保険特別会計）

臨時特別給付金給付事業

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

事務事業名 事務事業の目的

区　　　分

特別支援給付金給付事業

あり

あり

あり

なし

なし

なし

計画通り実

施（予定）

計画通り実

施（予定）

計画通り実

施（予定）

廃止

廃止

廃止

事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

（事業構成に問題がある）

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・住民交流会（サロン）は、団体の維持や新規加入者の増加が難し
い状況にあり、今後、活動を維持させていくためには新たな担い手
の確保やリーダーの育成などが課題となりますので、箱根町社会
福祉協議会とさらなる連携を図っていきます。
・民生委員・児童委員は、高齢化等に伴い、各地域で後任の推薦
が難しくなっています。自治会と連携し、民生委員・児童委員の確
保向けた対策の取組みに繋げていきます。

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある

④ : 抜本的見直し等が必要

保健福祉サービス調整機構
運営事業

高齢者で保健福祉サービスを必要とする人々に対して最も適

したサービスの種類、方法の検討及び調整を行う

概ね計画通

り実施でき
た

あり
計画通り実

施（予定）

・ボランティア団体数、及び、サロン団体数ともに現状維持の状況と
なっていますが、サロンは全地域に設置できているなど、地域福祉
を充実していくためのボランティアや住民交流会（サロン）の必要性
について、理解が広がりつつあります。
・民生委員・児童委員については、令和４年12月の一斉改選時に
は欠員もありましたが、年度末には欠員を全て補充することができ
ました。

(目標達成又は進捗している)

B :
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

A : 順調に推移

B

概ね計画通

り実施でき

た

概ね計画通

り実施でき

た

概ね計画通

り実施でき

た

進捗状況区分を選択した理由選択区分

４　施策の進捗状況

地域支え合い推進事業
「箱根町地域福祉計画」及び「箱根町災害時要援護者避難

支援計画」の推進を図る

概ね計画通

り実施でき

た

あり
計画通り実

施（予定）

箱根町社会福祉協議会運営
補助事業

地域社会の福祉の向上と増進を図る

概ね計画通

り実施でき
た

あり
計画通り実

施（予定）

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」107ページのとおり。

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の達成状況 
指標等の成果を中心に 

業の評価等から総合的 
施策を構成する事務事 

に評価した、施策の達 

成状況結果を示してい 

ます。 

 

今後の方向性 
施策の成果等とともに 

え、実施計画のローリ 

上記の構成事業を踏ま 

ングに向けて、事業の 

見直し等を行う必要が 
るか等を検討した結果 
をもとに今後の方向性 
を示しています。 

 
事務事業名、目的  
事務事業の名称と目的 

を示しています。 

 

事業の進捗度 

事業の進捗度や課題の 

方向性を示しています。 

課題の有無 

※事業の進捗度 

・計画通り実施できた 

・概ね計画通り実施で 

きた 

・計画の半分程度実施 
できた 

・計画通り実施できな 
かった 

※今後の方向性 

・計画通り実施(予定) 

・計画を変更し実施 
(予定) 

・廃止 

・休止 

今後の方向性 

有無、今後の方向性を 

※課題の有無 

具体の内容は、別添 
実施計画事業一覧に 

記載しています 
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〔施策の進捗状況区分〕 

記号 区  分 内  容 

Ａ 
順調に推移した 

（目標達成又は進捗している） 

施策に設定した成果指標が目標値に達して

いる又は目標値に向かって進捗しており、施

策の展開に資する事務事業が順調に推移し

た施策 

Ｂ 
一定の進捗がある 

（目標達成に向け一定の進捗がある） 

施策に設定した成果指標の多くが計画策定

時の実績値から目標値に向かって一定の進

捗があり、施策の展開に資する事務事業が概

ね順調に推移した施策 

Ｃ 
進捗が遅れている 

（目標達成が遅れる可能性がある） 

施策に設定した成果指標のうち、計画策定時

の実績値を下回る指標が多い施策や、施策の

展開に資する事務事業のうち複数の事業が

遅れた施策 

Ｄ 
進捗が大幅に遅れている 

（目標達成が難しい可能性がある） 

施策に設定した成果指標のうち、計画策定時

の実績値を大幅に下回る指標が多い施策や、

施策の展開に資する事務事業のうち複数の

事業が大幅に遅れた施策 

 

〔今後の方向性の区分〕 

記号 区  分 内  容 

① 
現状のまま継続する 

(効果的な事業構成である) 

効果的な事業構成であり、現状のまま継続す

れば目標年次（R8）に成果指標や定性的な成

果が見込まれる施策 

② 
一部見直し等の余地がある 

(概ね効果的な事業構成である) 

概ね効果的な事業構成であるものの、目標年

次（R8）に成果指標や定性的な成果を得るた

めには、事業の一部で見直しが必要な施策 

③ 
見直し等の余地は大きい 

(あまり効果的な事業構成ではない) 

あまり効果的な事業構成ではないため、目標

年次（R8）に成果指標や定性的な成果を得る

ためには、事業の多くで見直しが必要な施策 

④ 
抜本的見直し等が必要 

（事業構成に問題がある） 

事業構成に問題があるため、目標年次（R8）

に成果指標や定性的な成果を得ることが困

難であり、構成事業の抜本的な見直しが必要

な施策 
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（２）施策評価結果一覧・施策別評価シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の
進捗状況

今後の
方向性

1 健康づくりの推進 B ② 18

2 子育て支援の充実 B ② 22

3 地域福祉の充実 B ② 26

4 高齢者福祉の充実 B ② 28

5 障がい者福祉の充実 B ② 32

6 社会保障の充実 B ② 34

7 ワーク・ライフ・バランスの実現 B ② 36

8 学校教育の充実 A ① 38

9 生涯学習の推進 A ② 42

10 文化・芸術活動の推進 A ① 44

11 家庭教育の充実 B ② 46

12 青少年の健全育成 A ① 48

13 文化財の保護と活用 B ① 50

14 スポーツ活動の推進 B ① 52

15 男女共同参画・人権尊重の推進 B ① 54

16 多文化交流の実現 B ② 56

17 道路・交通網の充実 A ① 58

18 住環境の整備 B ② 62

19 生活環境の整備 A ① 64

20 上下水道の整備 B ② 66

21 地域交通の利便性の確保 A ① 68

22 循環型社会の形成 B ② 70

23 自然環境の保全 B ② 72

24 景観の保全・形成 B ② 74

25 防災対策の推進 B ① 76

26 消防・救急対策の充実 B ① 78

27 交通安全・防犯の充実 B ① 80

28 観光資源の開発と活用 B ② 82

29 観光拠点整備と魅力向上 B ② 84

30 多様な観光資源を活用した誘客と受入態勢の整備 B ① 86

31 箱根ジオパークの推進 B ② 90

32 伝統産業や観光行事の振興 B ② 92

33 協働のまちづくりの推進 B ① 94

34 計画的な行財政運営 B ① 96

35 ＳＤＧｓの推進 B ① 98

36 コロナ対策の推進 A ② 100

施　　　　策

評価結果 施策別
評価ｼｰﾄ
のﾍﾟｰｼﾞ



１　施策の概要

総合計画上
の位置付け

基本目標  １ 皆が支えあう、誰もが元気なまちづくり

施　　策  １ 健康づくりの推進

重点施策  分野３ 健康生活の推進〔施策の展開 1-1-1,1-1-2,1-1-7が該当〕

今 後 の
取組方針

◇

◇ 町内における一次医療機関※の充実とかかりつけ医の推進を図るとともに、
救急医療や災害時医療体制の整備・充実を推進します。

町民一人ひとりの健康づくりを支援するため、健康診査の受診勧奨及び周知
徹底を図り、特定保健指導についても積極的な支援を図っていきます。ま
た、人間ドックの補助金制度についても実施できるよう努めます。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

後期基本計画 P-30～ ロジック・モデル P-164

1-1-6 健康づくり・食育関係団体との協働

1-1-7 未病センターの充実

1-1-8 地域医療の充実

健康づくり・食育の推進

1-1-9 救急医療・災害時医療体制の整備・充実

福祉部長
保険健康課

生涯学習課

1-1-2 健康づくり・食育の支援

1-1-3 がん検診・成人歯科検診の受診促進

1-1-4 感染症対策の推進

1-1-5

1-1-1

特定健康診査、特定保健指導の促進

2
食育サポートメイト養成数

3
温水プールの年間利用者数

49 8

実施計画 P-13～

特定健康診査の受診率
（受診者数÷対象者数）

元年度(基準) ２年度(実績)

各計画の掲載箇所

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析

人

29 31

目
標
指
標

そ
の
他
指
標

1
健康づくり関係団体との共催イベント数

（食育サポートメイト養成講座の修了者数）

件

％
（受診者数÷対象者数）

1
34.0

25.0 23.5 25.1 24.9

33.0

％

2
がん検診の受診率

13,032 9,525 14,834 14,817

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策１

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

31.3 30.7 35.7 34.0

３年度(実績)   ４年度(実績)

27,000

2 コロナで事業中止 1 1
人

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・さくら館温水プールの活用や各種健康づくり団体の活動により健康づくりの場を提供す
ることができています。
・年１回の受診により、自身の健康状態を把握してもらうことができていますが、受診率の
向上対策として、不定期受診者や未受診者を対象に勧奨通知等による受診勧奨を実施
しました。また、受診機会を年間を通して確保するため、総合健（検）診（全がん検診と特
定健診を同時受診）の日程を年度末にも設けるとともに、若年層を対象に、健康福祉
フェスティバルにおいて超音波検査による乳がん検診に加え、子宮頸がん検診を実施
し、検診に関する意識向上を図りました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・特定健診は目標を達成し、がん検診に関しては県内でも比較的高い受診率を達成し
ているものの依然として目標値との乖離が大きい状況です。
・検診項目によっては取扱医療機関が限られることに加え、令和4年末で町内医療機関
が1減となったことから、令和4年度においては受診率が低下しており、受診機会の拡充
および効果的な受診勧奨が課題です。
・さくら館温水プールの利用状況に関しては、新型コロナウイルス感染症の影響により利
用者数が減少しましたが、今後利用者の呼び戻しや新たな利用者の掘り起しが課題で
す。

－18－



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

風しん対策事業

地域医療体制推進事業

医療機関燃料価格高騰対
策支援事業

先天性風しん症候群の発症を防止する
概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

地域住民及び観光客の安心と安全を守るために、医療
体制を確保する

計画通り実
施できた

なし
計画通り実
施（予定）

町民の医療の確保及び健康の管理を図る。
計画通り実
施できた

なし 廃止

あり
計画通り実
施（予定）

総合保健福祉センター利
用促進事業

地震等災害医療対策事業 発災時に必要な医療資機材の備蓄および管理を行う
計画通り実
施できた

なし
計画通り実
施（予定）

休日急患救急医療推進事
業

特定健康診査等事業（国
民健康保険特別会計）

生活習慣病の早期発見、早期治療により医療費の抑制
を図る

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

総合保健福祉センター整
備事業

さくら館を適切に管理・運営するために必要な整備を行
う

概ね計画
通り実施で

きた

生活習慣病予防推進事業
生活習慣病のうち特にがんの早期発見を図ることにより
早期治療につなげ、これらに起因する死亡を減少させる

概ね計画
通り実施で

きた
あり

番
号

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

３　施策を構成する実施計画事業の評価

計画通り実
施（予定）

健康づくり推進事業 町民の健康保持・増進を図る
計画通り実
施できた

なし
計画通り実
施（予定）

総合保健福祉センターの利用を促進することで町民の
健康づくりを増進する

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

女性特有のがん検診推進
事業

女性特有のがんの早期発見、早期治療を図る
概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

子宮頸がんワクチン接種
事業

予防接種の積極的勧奨の差し控えにより、公的な接種
機会を逃したものに対して公平性を確保する観点から接
種費用の助成を行う

概ね計画
通り実施で

きた
あり

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」103ページのとおり。

医療機関光熱水費高騰対
策支援事業

町民の医療の確保及び健康の管理を図る。
計画通り実
施できた

なし 廃止

休日に安心して必要な医療を受けられるよう急病患者の
一次救急医療を確保する

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

－19－



※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

D : 進捗は大幅に遅れている

（目標達成が難しい可能性がある）

（事業構成に問題がある）

① : 現状のまま継続する

②

・特定健康診査及びがん検診の受診率については、未受診者
などを対象に勧奨通知等による受診勧奨を実施しました。ま
た、総合健（検）診の日程を年度末にも設けるとともに、若年層
を対象に健康福祉フェスティバルにおいて超音波検査による
乳がん検診に加え、子宮頸がん検診を実施してきております
が、今後も、受診しやすい日程等の工夫を引き続き進めていき
ます。
・医療体制（休日急患診療含む）の確保については、医師の高
齢化等の問題を考慮し、将来を見据えた効果的な施策につい
て町内の医師と共に、調査研究をしていきます。
・さくら館温水プールは、新たな利用者の掘り起こし策として、
水泳教室の充実等、利用しやすい環境を創出できるよう、プー
ルの管理運営を委託する業者と相談しながら調査研究をして
いきます。

(効果的な事業構成である)

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

④ : 抜本的見直し等が必要

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

B : 一定の進捗がある

(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている

(目標達成が遅れる可能性がある)

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・特定健康診査及びがん検診については、県内では比較的高
い受診率を達成しておりますが、がん検診については目標値
との乖離が大きい状況であるとともに、検診項目によっては取
扱医療機関が限られることに加え、町内医療機関の閉院など
から受診率が低下しており、受診機会の拡充および効果的な
受診勧奨が課題です。
・さくら館温水プールの活用や各種健康づくり団体の活動によ
り、健康づくりの場を提供することができています。プールにつ
いては、コロナ禍以前と比べると減少傾向にあり、利用者の呼
び戻しや新たな利用者の掘り起しが課題です。

(目標達成又は進捗している)
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１　施策の概要

27.0
％

30.0
4

子育て支援講座参加者数 6.0 0.0 23.0

認定こども園・保育所待機児童数

目
標
指
標

5
放課後子ども教室参加児童数

1
シェアコンシェルジュ登録人数

人

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・認定こども園、保育所へ保育を必要とする児を待機なく受入れできたことで、男女ともに仕事と家庭等バラ
ンスを取りながら働くことができる環境の整備ができました。
・ 放課後児童クラブの運営により、働きながら子育てができる環境を提供し、小学生の健全な育成に繋げる
ことができています。
・令和4年度から「子育てシェアタウン推進事業」を開始し、子育て世帯の交流と相互の助け合いの機会を創
出することで安心して子育てができる環境づくりを進めることができました。
・令和5年2月から、すべての妊婦、子育て世帯が安心して出産・子育てができるよう出産・子育て応援交付
金の給付と伴走型支援を開始し一体的な支援を行うことができました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・保育を希望し始める年齢が低年齢化しているため、0～2歳児の待機を出さないように保育士の確保等に努
め待機児童ゼロを継続している。
・放課後児童クラブは、令和２年10月から公設民営とし、運営を外部委託したことから、質の向上と安定的な
運営を図ることができた。令和４年4月からは運営内容を拡充し、子どもの健全育成と子育て家庭の更なる支
援を図ることができました。
・乳幼児健康診査の受診率は、対象者の一時帰国や転出等で受診率の変動があるが、引き続き、集団健診
を毎月行い受診しやすい体制を継続しながら、未受診者へは受診勧奨を行い受診率の向上につなげてい
く。
・令和5年4月から小児医療費の助成対象を中学生から高校生までに拡大し、子育て世帯の更なる負担軽減
を図ることができました。
・子育てシェアタウンの担い手となるシェアコンシェルジュの発掘・育成やイベントの開催、アプリの普及を継
続して行い、町全体で子育てをする意識醸成を図りながら、安心して子育てを続けられる環境構築につなげ
ていきます。

人
0 0 0

30
そ

の

他

指

標

0

94.4 87.9 92.2 101.6

100

28 22 28 27

9

人

2
放課後児童クラブ待機児童数

人

1

3
乳幼児健康診査受診率

0 0 0 0

0

0 0 0 0

％

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

1-2-10 子育て世代への負担軽減

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-33～ 実施計画 P-18～ ロジック・モデル P-165

福祉部長

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

質の高い教育・保育の推進

1-2-6 子どもの人権擁護の推進

1-2-7 ひとり親家庭等への支援

1-2-8

1-2-2 母子等の健康の確保及び増進

1-2-3 地域における子育ての支援

1-2-4 保育サービスと放課後児童対策の充実

1-2-5

1-2-9 子育てしやすい住環境づくり

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策２

総合計画上
の位置付け

基本目標  １ 皆が支えあう、誰もが元気なまちづくり

施　　策  ２ 子育て支援の充実

重点施策  分野２ 若者定住の促進〔施策の展開 1-2-3,1-2-9が該当〕

今 後 の
取組方針

◇ 「箱根町第２次子ども・子育て支援事業計画」に基づき、総合的に各種施策
を推進し、子育て支援制度の周知と利用促進を図ります。

◇ 子育ての課題に応じた施策に総合的に取組むことで、子どもの最善の利益※
の確保や少子化対策を推進していきます。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

1-2-1

子どもの貧困対策の推進

子育て相談・支援体制の充実

子育て支援課

都市整備課

学校教育課

生涯学習課
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

あり

計画通り実
施できた

産婦健康診査費助成事業

小児医療費助成事業

計画通り実
施（予定）

計画変更
し実施（予

定）

あり

なし

あり

あり

なし

あり

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施できた

計画通り実
施できた

計画通り実
施できた

計画通り実
施できた

概ね計画
通り実施で

きた

低所得の子育て世帯に対し特別給付金（児童1人当たり
50,000円）を支給する

母子保健活動推進事業

計画通り実
施できた

こども宅食サービス事業
児童の生活の安定、見守りを含む子育て機能の向上・
充実を図る

計画通り実
施できた

放課後児童健全育成事業

計画通り実
施できた

法規定に基づき、支援を要するすべての子を視野に入
れた総合的支援体制を整備し、児童福祉の向上を図る

乳幼児保育等利用費補助
事業

自立心や思いやりを育むなど、子どもたちの健全育成を
図る

妊娠を望んだときから子育て期まですべての子どもが健
やかに育つよう切れ目のない支援を行う

国の無償化の対象外の費用について、保育料等の補助
を行い、幼児教育・保育に関する経済的負担を軽減し子
育て支援の充実を図る

地域における育児の相互援助活動を推進するとともに、
早朝・夜間等の緊急時の預かりや、ひとり親家庭等の支
援をはじめ、モノ・コトの共有など多様なニーズへの対応
を図る

小児保健の受診の向上と小児家庭の生活の安定を支援
する

放課後子ども教室運営事
業

認定こども園整備事業

箱根保育教育推進事業

子育て家庭応援事業

産後間もない産婦の身体と心の回復状態を確認するた
めの健診費用を助成することにより、産後うつ等の予防
や子育て支援の充実を図る

保護者が就労等により昼間家庭にいない児童の健全育
成を図る

18歳以下の児童を養育する者に対し、臨時特別給付金
（児童1人当たり100,000円）を支給する

子育てシェアタウン推進事
業

あり
計画変更
し実施（予

定）

廃止なし

課題の
有無

今後の
方向性

子育て支援センター等運
営事業

計画通り実
施できた

少子化・核家族化に伴う育児不安解消、育児支援及び
親子での遊びの場の提供

箱根っこわくわくふれあい
事業

子育て世代包括支援事業

計画通り実
施（予定）

あり
概ね計画
通り実施で

きた

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施できた

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

あり

なし
計画通り実
施（予定）

計画通り実
施できた

計画通り実
施できた

あり

あり

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施できた

計画通り実
施（予定）

あり

あり

なし

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

廃止

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」105ページのとおり。

新生児の聴覚検査費用を助成することで、その経済的
負担を軽減し、音声言語発達等への影響を最小限に抑
える

妊娠期から幼児期までの母親と子どもの健康の保持と増
進を図る

児童が放課後を安全・安心に過ごす居場所を提供する

認定こども園の安全で快適な保育環境等を確保する

のびのびと心温かい箱根の子どもを育成する
　（人間関係づくりや人間性、社会性の育成）

子育て世帯生活支援特別
給付金給付事業

新生児聴覚検査費助成事
業

子育て世帯臨時特別給付
金給付事業
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※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい

一定の進捗がある

(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

B :

C :

(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・保育希望開始が低年齢化の傾向にあるため、0～2歳児の待
機を出さないように保育士の確保等に努め待機児童ゼロを継
続していきます。
・放課後児童クラブは、令和４年4月から運営内容を拡充し、子
どもの健全育成と子育て家庭の更なる支援を図ることができい
ますので、今後もニーズの把握に努め、充実した支援を行って
いきます。
・乳幼児健康診査の受診率は、引き続き、集団健診を毎月行
い受診しやすい体制を継続しながら、未受診者へは受診勧奨
を行い受診率の向上につなげていきます。
・子育てシェアタウン推進事業により、子育ての担い手となる
シェアコンシェルジュの発掘や育成やイベントの開催、アプリの
普及を継続して行い、町全体で子育てをする意識醸成を図り
ながら、安心して子育てを続けられる環境構築につなげていき
ます。

(効果的な事業構成である)

（事業構成に問題がある）
④ : 抜本的見直し等が必要

進捗は遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・認定こども園、保育所へ保育を必要とする児を待機なく受入
れできたことで、男女ともに仕事と家庭等バランスを取りながら
働くことができる環境の整備ができています。また、 放課後児
童クラブの運営により、働きながら子育てができる環境を提供
し、小学生の健全な育成に繋げることができました。
・令和４年度から開始した「子育てシェアタウン推進事業」によ
り、子育て世帯の交流と相互の助け合いの機会を創出すること
で安心して子育てができる環境づくりを進めることができまし
た。
・令和5年2月から、すべての妊婦、子育て世帯が安心して出
産・子育てができるよう出産・子育て応援交付金の給付と伴走
型支援を開始したことにより、一体的な支援を行うことができま
した。

(目標達成又は進捗している)

(目標達成に向け一定の進捗がある)
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１　施策の概要

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

1-3-6 地域交流・異世代交流の推進

5.0

団体

団体

住民交流会（サロン）

設置地域数

設置団体数
11.0 11.0

97.7 97.7 97.7

11.0 11.0

12

2

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

1-3-10 社会福祉協議会への支援

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-37～ 実施計画 P-25～ ロジック・モデル P-167

福祉部長
施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

1-3-1

健康づくり・介護予防の充実

1-3-7 ボランティア活動の推進

1-3-8 情報提供・相談体制の充実

1-3-9 各種サービスの充実

福祉意識の向上

福　祉　課

1-3-2 地域で取り組む認知症対策の推進

1-3-3 見守り活動・福祉活動への理解促進

1-3-4 安全対策の充実

1-3-5

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策３

基本目標  １ 皆が支えあう、誰もが元気なまちづくり

施　　策  ３ 地域福祉の充実

 分野１ 防災力の強化〔施策の展開 1-3-4が該当〕
総合計画上
の位置付け

今 後 の
取組方針

◇ 町民自らが福祉に取組む地域福祉のまちづくりを目指し、地域による見守り
体制の構築に努めます。

◇ 住み慣れた地域で安全・安心な生活が持続できるよう、ともに生きる地域福
祉体制の構築を図り、共生社会を目指します。

重点施策

 分野５ 持続可能なまちづくり〔施策の展開 1-3-3が該当〕

◇ 複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築し、重層
的支援を行えるよう努めます。

 分野３ 健康生活の推進〔施策の展開 1-3-3,1-3-6,1-3-7が該当〕

そ
の
他
指
標

1
民生委員・児童委員の充足率

％
（年度末現員数／定員数*100）

2

100

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

10.0 10.0 10.0 10.0
団体

12
目
標
指
標

1
ボランティア団体数

住民交流会（サロン）
5.0 5.0 5.0

5

・ボランティア団体等における地域での積極的な活動により、地域福祉体制におけるボラ
ンティアやサロンの必要性について、理解が広がりつつあります。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・民生委員・児童委員の充足率については、昨年12月の一斉改選時には定員割れをし
ていましたが、3月に補充することができ現在の充足率は100％となっています。高齢化
等に伴い、各地域において後任の推薦が難しくなっていることが今後の課題です。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

選択区分

４　施策の進捗状況

地域支え合い推進事業
「箱根町地域福祉計画」及び「箱根町災害時要援護者
避難支援計画」の推進を図る

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

箱根町社会福祉協議会運
営補助事業

地域社会の福祉の向上と増進を図る
概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」107ページのとおり。

一定の進捗がある

④ : 抜本的見直し等が必要

保健福祉サービス調整機
構運営事業

高齢者で保健福祉サービスを必要とする人々に対して
最も適したサービスの種類、方法の検討及び調整を行う

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

・ボランティア団体数、及び、サロン団体数ともに現状維持の状
況となっていますが、サロンは全地域に設置できているなど、
地域福祉を充実していくためのボランティアや住民交流会（サ
ロン）の必要性について、理解が広がりつつあります。
・民生委員・児童委員については、令和４年12月の一斉改選
時には欠員もありましたが、年度末には欠員を全て補充するこ
とができました。

(目標達成又は進捗している)

B :
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

A : 順調に推移

B

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

進捗状況区分を選択した理由

課題の
有無

今後の
方向性

（事業構成に問題がある）

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・住民交流会（サロン）は、団体の維持や新規加入者の増加が
難しい状況にあり、今後、活動を維持させていくためには新た
な担い手の確保やリーダーの育成などが課題となりますので、
箱根町社会福祉協議会とさらなる連携を図っていきます。
・民生委員・児童委員は、高齢化等に伴い、各地域で後任の
推薦が難しくなっています。自治会と連携し、民生委員・児童
委員の確保向けた対策の取組みに繋げていきます。

(効果的な事業構成である)

事務事業名 事務事業の目的

区　　　分

特別支援給付金給付事業

あり

あり

あり

なし

なし

なし

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

廃止

廃止

廃止

事業の
進捗度

緊急支援給付金給付事業

認知症の方を介護する家族の心理的・経済的負担を軽
減するため、徘徊高齢者を地域で見守る仕組みを構築
する

介護予防・日常生活支援総合事業の充実を図る

高齢者の自立を促し、介護予防の推進を図る

コロナウイルス感染症影響による困窮世帯支援措置強
化のため

国の住民税非課税世帯給付金対象外の世帯を町独自
の施策で救済するため

電力・ガス・食料品等の価格高騰の影響が大きい世帯へ
の救済のため

計画通り実
施できた

計画通り実
施できた

計画通り実
施できた

認知症見守り支援事業

生活支援体制整備事業
（介護保険特別会計）

介護予防普及啓発事業
（介護保険特別会計）

臨時特別給付金給付事業

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号
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１　施策の概要

老人クラブでの活動、外出支援策、介護予防体操などを通じて、高齢者の
社会参加などの取組みを促進します。

◇

令和３（2021）年３月に更新した「第８期箱根町高齢者保健福祉計画・介
護保険事業計画」に基づき、保健・医療・福祉の連携を図りながら、健康
づくりや介護サービスの円滑な実施に努めます。

◇

ひとり暮らし老人緊急通報システム
事業の設置世帯数

2

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・年１回の受診により、自身の健康状態を把握してもらうことができています。
・高齢者の安心・安全な暮らしを支える見守りや高齢者の生きがいややりがいにつながる
活動を推進することができました。また、介護保険制度のサービスや認知症について理
解を深め、実際に介護をする立場になった際の介護技術を学ぶ教室をコロナ禍で中止
になったものもあったが、年7回開催することができました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・長寿健診に関しては県内でも比較的高い受診率を達成しているものの、依然として目
標値との乖離が大きい状況です。
・高齢者は増加していますが、老人クラブの会員数は依然として減少傾向にあります。理
由としては、ある程度の年齢になっても、就業を希望する高齢者が多いことから、余暇活
動となる老人クラブの活動まで時間が取れないことが考えられます。今後は、ウィズコロ
ナの観点で着実に事業を実施し、高齢者の生きがい・やりがいづくりを行うなど、加入促
進に向けて積極的に周知していく必要があります。

そ
の
他
指
標

1

4
老人クラブの会員数

人

5,996 5,393 4,903 4,875
6,300

593 493 436 395
565

施策の展開

目
標
指
標

1

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

世帯

3
配食サービス事業の年間延べ配食数

食

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位

2
長寿健康診査の受診率

％
（受診者数÷対象者数）

36.6 38.1 32.7 36.0

  ７年度(実績)

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-41～ 実施計画 P-28～ ロジック・モデル P-168

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策４

総合計画上
の位置付け

基本目標  １ 皆が支えあう、誰もが元気なまちづくり

施　　策  ４ 高齢者福祉の充実

重点施策  該当なし

高齢者の生きがい・やりがいづくりの推進
1-4-6 長寿健康診査受診率の向上
1-4-7 高齢者の健康増進対策

1-4-10 保険と介護予防の一体化事業の推進

今 後 の
取組方針

◇ 高齢者が住み慣れた地域で尊厳を保持し、自立生活の支援の目的のもと
で、いつまでも暮らし続けられるよう、地域共生社会の実現と地域包括ケ
アシステムの深化を目指します。

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者
1-4-1 地域包括ケアシステムの構築

福　祉　課

保険健康課
福祉部長

1-4-2 地域支援事業の充実
1-4-3 在宅福祉サービスの充実
1-4-4 地域包括支援センターの機能強化
1-4-5

８年度(目標)

35 35 33 31
50

40.0

５年度(実績)   ６年度(実績)

継続的に長寿健康診査を受診してもらえるよう効果的な受診勧奨の実施に
努めます。

◇

1-4-8 権利擁護の推進
1-4-9 高齢者サポート施策の実施
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20 敬老祝金支給事業
多年にわたり、社会の進展に寄与してきた老人に敬愛の
意を表し、その長寿を祝う

計画通り実
施できた

あり

町民が介護保険制度や認知症について理解を深め、実
際介護する立場になった際の介護技術について学ぶ

家庭内の事故等への対応の体制整備に資する事業とし
て、ひとり暮らし老人等の緊急時に対する不安を解消し、
日常生活の安全確保を図る

高齢者の就労の場の確保のためシルバー人材センター
の円滑な運営と事業の拡大を図る

認知症の人が住み慣れた地域で安心して暮らし続ける
ために、必要な医療、介護及び生活支援サービスを効
果的に行える体制を構築するとともに、認知症ケアの普
及啓発を図る

高齢者が、医療と介護を必要な状態になっても住み慣れ
た地域で暮らすことができるように在宅医療と介護の連
携強化を図る

概ね計画
通り実施で

きた

後期高齢者保健事業 健康診査を実施し、後期高齢者の健康保持・増進を図る
概ね計画
通り実施で

きた
あり

はり・きゅう・マッサージ
サービス事業

老人福祉の増進を図る
概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

廃止

あり

あり

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

在宅重度要介護高齢者を介護している家族の経済的負
担を軽減する

あり

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

あり

あり

計画通り実
施（予定）

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

高齢者サポート事業

今後の
方向性

あり

なし

計画通り実
施（予定）

あり

なし

休止

廃止

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

概ね計画
通り実施で

きた

なし

あり

廃止

計画通り実
施（予定）

地域住民移動支援促進事
業

ねんりんピック開催事業

箱根町シルバー人材セン
ター運営補助事業

ねんりんピックを通して高齢者の生きがいや健康増進を
図る

地域包括支援センター運
営事業（介護保険特別会
計）

介護保険事業所燃料価格
高騰対策支援事業

介護保険事業所光熱水費
等高騰対策支援事業

成年後見制度利用支援事
業（介護保険特別会計）

老人生きがい対策事業

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」110ページのとおり。

計画通り実
施（予定）

認知症施策推進事業（介
護保険特別会計）

在宅医療介護連携推進事
業（介護保険特別会計）

介護サービス利用者支援
事業

家族介護教室開催事業

地域自立生活支援事業
（介護保険特別会計）

地域包括支援センターの円滑な運営を図る

介護保険事業所の安定的な介護サービスの維持を図る

介護保険事業所の光熱水費高騰分の負担軽減を図る

認知症等の高齢者の財産管理と施設入所の手続き等を
実施する成年後見人等の申し立てを行い本人の権利を
擁護し生活を支援する

高齢者の生きがいややりがいの高揚と相互交流を図る

高齢者の多様な暮らし方の実現や自立の支援を図るとと
もに、町民による相互の支えあいである地域包括ケアシ
ステムの構築を推進する

事業を通じて高齢者等の外出活動の維持増進を行い、
個人の健康増進と QOL（生活の質） の向上および地域
コミュニティの強化を図る。

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施できた

計画通り実
施できた

概ね計画
通り実施で

きた

計画の半
分程度実
施できた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

あり

なし

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

配食サービス事業
食事の調理が困難なひとり暮らし老人等の自宅に食事を
提供することにより、健康の保持と食の自立を促し併せ
て、孤独感の解消及び健康状態の確認を図る

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

保健と介護予防の一体化
事業

虚弱状態（フレイル）の方に対する健康づくりと介護予防
を一体的に実施することで高齢者の健康増進を図る

計画の半
分程度実
施できた

あり
計画通り実
施（予定）

老人福祉センターやまな
み荘整備事業

利用者の利便の確保、安全対策、施設の維持管理を図
る

計画通り実
施できた

あり
計画通り実
施（予定）
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※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・ひとり暮らし老人や高齢者世帯に対する緊急通報システム事
業は、高齢者の緊急事態の不安を解消するために、今後も引
き続き実施していきます。
・長寿健康診査は、引き続き受診率向上の取組みを図ってい
きます。
・老人クラブについては、高齢者が増加傾向にあるにも関わら
ず、老人クラブの新規加入者より退会者の方が多く、全体の人
数が減少しています。生きがい対策事業を有効に活用し、引き
続き加入促進に向けて積極的に周知を行いながら、今後のあ
り方を検討していきます。

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある

(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・ひとり暮らし老人や高齢者世帯の緊急事態に対する不安を解
消するため、緊急通報システムを設置し日常生活の安全確保
を図れれています。
・長寿健康診査の受診率は、コロナ禍前の状況への回復傾向
にあり、年１回の受診により自身の健康状態を把握する良い機
会としてもらうことができました。
・配食サービス事業は、高齢者の見守りも兼ねており、その役
目を果たしています。配食数は、デイサービスと併用される方
の増加や、利用者の施設入所などの影響などから、減少傾向
にあります。
・老人クラブについては、クラブ数及び会員数ともに、減少傾向
にあります。要因としては、ある程度の年齢になっても就業を希
望する高齢者が多いことから、余暇活動となる老人クラブの活
動まで時間が取れないことなどが考えられます。

(目標達成又は進捗している)

B :
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
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１　施策の概要

4

目
標
指
標

1
在宅障がい児の機能訓練会等への

17 16 15 13

15

230

10 13 13 8

13

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

人

3
施設入所者数

人

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

218 132 178 205
参加者数（年間延べ人数）

2
訪問系サービス利用者数

人
（人／月）

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-43～ 実施計画 P-35～ ロジック・モデル P-170

発達障がい者等に対する支援

サービスの充実

1-5-2 権利擁護のための施策の充実

1-5-3 差別の解消

1-5-4 地域生活支援の促進

1-5-5

今 後 の
取組方針

◇ 障がいのある方もない方も住み慣れた地域でその人らしく自立し、安心して
暮らしいきいきと社会参加できるまちを目指します。

◇ 障がいのある方の地域生活への支援、社会参加の促進、人にやさしいまちづ
くりの推進を図り、ライフステージに応じた切れ目のない包括的な支援の充
実を図ります。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

1-5-1

福　祉　課 福祉部長

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策５

総合計画上
の位置付け

基本目標  １ 皆が支えあう、誰もが元気なまちづくり

施　　策  ５ 障がい者福祉の充実

重点施策  該当なし

2

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・関係機関と連携を図りながら機能訓練会への参加を呼びかけ、参加していただくことに
より、専門的な支援が必要なお子さんには障がい福祉サービスにつなげることができま
した。
・機能訓練会は、小学校入学とともに終了となりますが、理学療法士の訓練を希望される
方には、学校の理解と協力を得ながら訓練を継続することができました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・機能訓練会への参加人数は、年々増加傾向にあります。訓練会への参加をきっかけに
障がい福祉サービスの利用にもつながっています。
・訪問系のサービスに関しては、新規に利用する方もいますが年齢により介護保険サー
ビスに移行する方や転出等から減少傾向にあります。
・施設入所者の地域生活への移行に向けた支援の充実を図ることとしていますが、他の
施設へ入所等で減少傾向にあります。

そ
の
他
指
標

1
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1

2

3

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施できた

あり

あり

あり

身体障がい者等の社会活動への参加を促進するととも
に、通院及び日常生活の利便を図る

在宅の身体・知的・精神障がい児・者の機能回復や社会
参加等を促し、障がい福祉の充実を図る

地域活動支援センターを開設し、障がい者等の地域生
活支援の促進を図る

B

・関係機関と連携を図りながら機能訓練会への参加を呼びか
け、専門的な支援が必要なお子さんには障がい福祉サービス
につなげることができました。機能訓練会は、小学校入学ととも
に終了となりますが、理学療法士の訓練を希望される方には、
学校の理解と協力を得ながら訓練を継続することができていま
す。

(目標達成又は進捗している)

B :

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある

C : 進捗は遅れている

在宅重度障がい者等支援
事業

心身障がい者福祉等推進
事業

地域活動支援センター事
業

(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」114ページのとおり。

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

概ね計画
通り実施で

きた
概ね計画
通り実施で

きた

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

② : 一部見直し等の余地がある

４　施策の進捗状況

(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・在宅重度障がい者等支援事業は、重度障がい者の社会参加
や通院などの日常生活の利便性に寄与しているため、引き続
き事業の推進を図ります。
・心身障がい者福祉等推進事業は、児童に対しての早期療育
が提供できる体制を維持し、療育の必要な児童が適切な訓練
等を受けられるように関係機関と連携を図り参加を促していき
ます。

(目標達成に向け一定の進捗がある)

区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

－33－



１　施策の概要

◇

福　祉　課

保険健康課
福祉部長

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・国民健康保険料、後期高齢者医療保険料および介護保険料の収納率について、口
座振替の勧奨、コンビニエンスストア収納の周知および夜間催告により対前年で収納率
は増加しています。しかし、低所得者や転出後連絡が取れない方等の滞納整理が進ま
ない事案の解決が今後の収納率向上に向けた課題です。
・高齢者の健康相談の件数は、令和2、3年度については新型コロナウイルスワクチン接
種の際にアンケート調査を実施している関係で大きく増となっており、各年度の相談件
数に差が生じています。今後は、相談会の開催日数や開催時間の変更など、相談会の
効率的な開催を検討していく考えです。

そ
の
他
指
標

1

2

2
高齢者の健康相談件数

件

1
国民健康保険料の収納率

83.0

166 505 781 71

86.9

309

医療費の適正化

1-6-2 保険料率の見直し

1-6-3 収納率の向上

1-6-4 介護保険の適正運営

1-6-5

５年度(実績)   ６年度(実績)

後期基本計画 P-46～ 実施計画 P-37～

介護従事者の確保と資質の向上

単位
２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

  ７年度(実績) ８年度(目標)

ロジック・モデル P-171

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策６

総合計画上
の位置付け

基本目標  １ 皆が支えあう、誰もが元気なまちづくり

施　　策  ６ 社会保障の充実

重点施策  該当なし

今 後 の
取組方針

◇ 適正な保険料の決定と収納率の向上、保険給付の適正化に努め、国民健康保
険・介護財政の安定化を図ります。

施策の展開

施　策　の　展　開

各計画の掲載箇所

3

施策担当課 施策責任者

1-6-1

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準)

％

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

目
標
指
標

80.9 81.5 85.2

一層の高齢社会に備えるため、安定した基盤の構築を進めます。

・介護保険サービスの必要量の確保が図られ、高齢者が住み慣れた地域で安心して介
護保険サービス等を利用する環境を整えることができました。
・高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画を推進し、高齢者のニーズにあった福祉施
策や介護保険サービスを取入れ、高齢者が暮らしやすい地域包括ケアシステムの構築
を目指していきます。
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1

2

3

4

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

（事業構成に問題がある）

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計及び介
護保険特別会計は、引き続き適正な保険料の算定及び収納
率の向上を図る取組みなどにより、安定的な運営を行っていき
ます。
・収納率向上のため、３保険料ともコンビニエンス収納や夜間
催告などを継続して実施していきます。
・高齢者の健康相談は、内容が介護サービスのことから権利擁
護、生活相談など多岐にわたってきており、今後ますます様々
な対応についての検討が必要になると考えます。
・高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画を推進し、高齢者
のニーズにあった福祉施策や介護保険サービスを取入れ、高
齢者が暮らしやすい地域包括ケアシステムの構築を目指して
いきます。

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施できた

計画通り実
施できた

計画通り実
施できた

④ : 抜本的見直し等が必要

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・国民健康保険料、後期高齢者医療保険料及び介護保険料
の収納対策は、口座振替の勧奨、コンビニエンスストアの収納
の周知、夜間催告により徴収率は増加傾向にありますが、低所
得者や転出後連絡がとれない方等の滞納整理に課題がありま
す。
・国民健康保険、後期高齢者医療及び介護保険特別会計は、
適正な保険料の算定及び収納率の向上を図る取組みなどに
より、制度の安定的運営が図れています。
・介護保険サービスの必要量の確保が図られ、高齢者が住み
慣れた地域で安心して介護保険サービス等を利用する環境を
整えることができています。

(目標達成又は進捗している)

B :
(目標達成に向け一定の進捗がある)

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

後期高齢者医療特別会計
繰出金

介護保険特別会計繰出金

介護従事者等支援事業

あり

なし

なし

あり

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」115ページのとおり。

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

制度の継続的安定的運営を図る

制度の継続的安定的運営を図る

制度の継続的安定的運営を図る

町内の介護事業所における介護人材の確保及び充実
等を図る

国民健康保険特別会計繰
出金
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１　施策の概要

ワーク・ライフ・バランスの実現に向け、男女ともに家庭や地域活動に参画
し、生きがいをもって生活していくために、長時間労働の是正や多様な働き
方のできる就業環境づくりを推進していきます。

◇

福祉部長

2

そ
の
他
指
標

1

（アンケート）

4

- - - 100

80.0

（再掲）

2
子育て支援講座参加者数

人
（再掲）

0

6 0 21 27

30
目
標
指
標

1
認定こども園・保育所待機児童数

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

人

3
男女共同参画講演会満足度

％

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

0.0 0.0 0.0 0.0

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-48～ 実施計画 P-40～ ロジック・モデル P-172

家族等で共に子育てする意識の醸成

1-7-6 保育サービス等の充実

施策担当課 施策責任者

1-7-1

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策７

総合計画上
の位置付け

基本目標  １ 皆が支えあう、誰もが元気なまちづくり

施　　策  ７ ワーク・ライフ・バランスの充実

重点施策  該当なし

情報提供及び普及啓発
町　民　課

総務防災課

子育て支援課

保険健康課

生涯学習課

1-7-2 育児休暇取得の推進

1-7-3 健診受診率の向上

1-7-4 スポーツイベント、教室の開催

1-7-5

今 後 の
取組方針

施策の展開

施　策　の　展　開

・講演会とミニコンサートを合わせて実施することで、普段講演会に出向かない層を取り込むととも
に、参加者満足度が高い結果となりました。
・保育を必要とし始める児の年齢が低年齢化してきているため、0～2歳児の待機を出さないよう今
後対応が必要になる可能性があります。
・子育て支援講座については、気軽に参加できる場を提供していくため、開催場所や開催方法を
検討し、参加者数の増を図ります。
・託児付の集団健（検）診については、現在は「若い世代のがん検診」として実施している半日の
みであり、対象者は20～30歳代に限定していることから、より幅広い子育て世代が受診しやすい
体制を今後検討していきたい。

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・男女共同参画講演会を通じて、多世代の町民に向けて、ワークライフバランスの大切さを啓発す
ることができました。
・認定こども園、保育所へ保育を必要とする児を待機なく受入れできたことで、男女ともに仕事と家
庭等バランスを取りながら働くことができる環境の整備ができました。
・子育て支援講座では、受講していただくことで子育てについての手法などを周知することによっ
て育児力の向上を図ることができました。
・20～30歳代の若年および子育て世代の女性が受診しやすいよう、「若い世代のがん検診」として
乳がん検診（超音波検査）・子宮頸がん検診を託児付で実施した。
・就労している方がより受診しやすいよう、平日に加え休日にも集団健（検）診を実施した。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）
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1

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

（事業構成に問題がある）

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・講演会とミニコンサートを合わせて実施することで、普段講演
会に出向かない層を取り込むことができましたので、今後も参
加者の満足度が高い結果とるように努めていきます。
・子育て支援講座については、気軽に参加できる場を提供して
いくため、開催場所や開催方法を検討し、参加者数の増を図り
ます。
・託児付の集団健（検）診については、現在は「若い世代のが
ん検診」として実施している半日のみであり、対象者は20～30
歳代に限定していることから、より幅広い子育て世代が受診し
やすい体制を今後検討していきます。抜本的見直し等が必要

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・男女共同参画講演会を通じて、多世代の町民に向けて、ワー
クライフバランスの大切さを啓発することができました。
・子育て支援講座は、受講していただくことで、子育て中の父
母が力を合わせて育てていく育児力の向上を図ることができま
した。また、子育てイベントを開催することにより、親子の交流
機会を創出することができています。
・20～30歳代の若年および子育て世代の女性が受診しやすい
よう、「若い世代のがん検診」として乳がん検診・子宮頸がん検
診を託児付で実施しています。。
・就労している方がより受診しやすいよう、平日に加え休日にも
集団健（検）診を実施しています。

(目標達成又は進捗している)

B :

④ :
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１　施策の概要

町内小・中学校児童・生徒の地域行事
への参加率

町内小・中学校児童・生徒の読書量が
1日30分以上の割合 70.0

65.0 67.0

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・各園・小・中学校の校長等で組織する「箱根一貫教育推進運営委員会」を始めとした
各種プロジェクトで研究・協議しながら、園・小・中一貫教育（分離型）に取り組んだこと
で、各学校・園の教職員が一貫教育に対する共通理解を深めることができました。
・令和元年度から箱根町教育振興基本計画の第３期基盤整備として、「コミュニケーショ
ン能力向上を柱とした基盤整備」に取り組み、小学校における教科担任制の実践研究
や、各小学校への通信指導教室「スマイル」の開設など、学校教育の充実を図ることが
できました。

そ
の
他
指
標

1

2

英語検定受験料の補助人数 人

68.3 68.4

％

2

目
標
指
標

1
75.8 コロナにより未実施 65.0 65.5

80.0

62.6 コロナにより未実施 32.5

（自分が大切な存在であると感じること）の度合い

％

3
それぞれの子どもが持っている自尊感情

％

35.3

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

2-8-11 学習機会の提供

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-51～ 実施計画 P-42～ ロジック・モデル P-173

教育次長

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

2-8-6 地域の特色を活かした学校づくり

2-8-7 特別支援教育の充実

2-8-8 教育環境の整備

園・小・中学校一貫教育（分離型）の推進

学校教育課

2-8-2 箱根を知り、箱根を語れる子どもの育成～箱育～

2-8-3 確かな学力を身に付けた子どもの育成～知育～

2-8-4 心豊かでより良い人間関係を築ける子どもの育成～徳育～

2-8-5

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策８

総合計画上
の位置付け

基本目標  ２ 未来を拓く人材が育ち、町民相互に高めあうまちづくり

施　　策  ８ 学校教育の充実

重点施策  分野２ 若者定住の促進〔施策の展開 2-8-1が該当〕

今 後 の
取組方針

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

2-8-1

健康で意欲的に挑戦できる子どもの育成～体育～

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・児童生徒の地域行事への参加率は、コロナ禍でほとんどの地域行事が中止となったこ
とが影響し、目標を達成できませんでした。
・児童生徒の読書量は、各学校で読書週間、朝読書、図書ボランティアによる読み聞か
せなどに取り組んできましたが、目標値との乖離が大きい状況であり、児童生徒が読書
週間を身に付けるためには、学校だけではなく、家庭の協力も必要です。
・子どもの自尊感情は、心の教育である「箱根ハートフルプログラム」に幼児期から中学
校卒業までの12年間の発達段階に応じて取り組んできたことで、目標値に近づくことが
できました。

70.0

9679 101 109

先人から文化・伝統・歴史を受け継ぎ、未来に大きな理想と明るい希望を
持って、健康で豊かな生活を目指し、箱根を愛し、貢献できる人を育む「箱
根教育」をさらに深化・推進し、各園・学校が共通して「箱根教育」に取組
むとともに、各園・学校の特色を活かした教育にも取組み、「園・小・中一
貫教育（分離型）」を推進します。

◇

2-8-9 通学支援制度等の維持

2-8-10 学校給食費の一律無償化
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

あり

あり

校舎等施設の補修工事を行い、施設の維持管理に努
め、教育環境の充実を図る

園舎等施設の補修工事を行い、施設の維持管理に努
め、教育環境の充実を図る

計画通り実
施できた

概ね計画
通り実施で

きた

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」116ページのとおり。

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

あり

あり

校舎等施設の補修工事を行い、施設の維持管理に努
め、教育環境の充実を図る

学校運営上、必要な管理用備品や教育指導方法の多
様化に対応するために必要な備品を整備し、教育環境
の充実を図る

課題の
有無

今後の
方向性

箱根教育推進事業
計画通り実
施（予定）

小学校校舎等整備事業

小学校教育設備整備事業

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施できた

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

あり
概ね計画
通り実施で

きた

町民の暮らし第一のまちづくりの一環として、高等学校
等への通学を補助し、保護者の経済的負担の軽減を図
る

園・小・中一貫教育（分離型）で箱根教育を推進するた
めの環境整備とともに、学力の向上を図る

外国人におもてなしの心を持って接することができる人
材の育成とともに、児童・生徒の英語力の向上を図る

高等学校入学試験の受験対策として学習支援の場を提
供することにより、学習意欲の向上及び学力の定着を図
る

概ね計画
通り実施で

きた

高等学校等通学費補助事
業

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

あり

あり

あり

あり

あり

中学校校舎等整備事業

幼稚園園舎等整備事業

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

あり

概ね計画
通り実施で

きた

環境学習推進事業

ＩＣＴ活用教育推進事業

生きた英語教育事業

英語検定取得促進事業
（教育総務費）

箱根土曜塾運営事業

教育相談センター事業

子どものための図書推進
事業

スクールマネージメント事
業

学校給食無償化事業

植物の栽培や河川水質検査等を通じて、児童・生徒の
環境学習の推進を図る

教育に必要なICT機器等を整備し、児童・生徒の学習環
境の向上とともに、教職員の校務処理の効率化を図る

国際性豊かな児童・生徒の育成とともに、英語力の向上
を図る

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

あり

あり

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

不登校児童・生徒の学校復帰に向けた支援体制の充実
とともに、児童・生徒一人ひとりの特性に応じたきめ細や
かな支援・教育の推進を図る

家庭や学校、地域等様々な場所で、日常的に読書に親
しむことができる環境づくりを推進し、児童・生徒の読書
習慣の定着を図る

各地域の自然・歴史・文化等を活かした特色ある学校づ
くりの推進を図る

町民の暮らし第一のまちづくりの一環として、各小・中学
校の給食費を無償化し、保護者の経済的負担の軽減を
図る

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

あり

あり

計画通り実
施（予定）
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※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

・学校教育については、箱根教育の基本方針である「先人から
文化・伝統・歴史を受け継ぎ、未来に大きな理想と明るい希望
を持って、健康で豊かな生活を目指し、箱根の郷土を愛し、貢
献できる子どもの育成」に向けて、引き続き、箱育（地域教育）・
知育（学力）・徳育（心の教育）・体育（体力つくり）を４つの柱と
した園・小・中一貫教育を推進していくとともに、それぞれの
園・学校が地域や団体等と連携しながら特色ある取り組みを展
開し、教育活動の充実に努めていきます。

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C :

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

A : 順調に推移

A

・各種事業を計画どおり実施したことにより、箱根町教育振興
基本計画に掲げた内容を推進することができ、「箱根一貫教育
推進運営員会」をはじめとする各種のプロジェクトを通じて、各
園・学校の教職員が共通理解のもと学校教育の充実を図ること
ができました。
・目標指数の達成には至っていませんが、自尊感情や地域行
事への参加率が微増していることから、子どもたちの自己肯定
感や自己有用感はコロナ禍にあっても大きく変化することなく、
心豊かな人間関係の構築や意欲的に挑戦する心が育まれて
いるものと捉えています。

(目標達成又は進捗している)

B :

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

①

進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由
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１　施策の概要

14,469

2
町民一人当たりの図書貸出冊数

2

3

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・公民館利用者数は、コロナ禍による前年度までの利用者の大幅な減少から回復傾向
にあり、公民館定期利用団体による活動や各種イベント等も平時の状況に戻りつつあり
ます。
・コロナ禍により2年ぶりに開講したHAKONE大学については、「箱根ジオパーク」が認定
から10年を迎えた中、これまでのあゆみとこれに関連付けた「自然環境」「伝統芸能」「箱
根観光」といった多岐にわたる内容を展開しました。
・図書については、前年度と比較して、移動図書館の貸出冊数が減少しましたが、社会
教育センター図書室の貸出冊数は微増となりました。貸出・予約の多いジャンルや著者
の本を充実させる等、利用者の要望を選書に反映しました。

（文化系行事）

1.9

件
2 2 3

5

20,029 24,649

15,000

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

人
全公民館の年間利用者数 25,120

目
標
指
標

4

1

冊

3
自治学習出張講座の利用件数

1.9 1.6 2.0

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-55～ 実施計画 P-50～ ロジック・モデル P-175

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

今 後 の
取組方針

◇ 箱根教育の合言葉である「箱根を愛し、かしこく、やさしく、たくましく」
を具現化するため、生涯学習の目標を「箱根を知り、箱根を語れる人づく
り、輪づくり」とし、生涯学習の推進を図ります。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課

生涯学習課 教育次長

施策責任者

2-9-1

図書サービスの向上

2-9-3 生涯学習における情報の提供及び活動の支援

2-9-4 生涯学習施設の維持管理

2-9-5

箱根教育における生涯学習の推進

2-9-2 生涯学習機会の充実

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策９

総合計画上
の位置付け

基本目標  ２ 未来を拓く人材が育ち、町民相互に高めあうまちづくり

施　　策  ９ 生涯学習の推進

重点施策  該当なし

回
3 5 1 2

5
生涯学習フェスティバル登録行事数

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・公民館利用者数が、平時の状況に戻りつつある中、文化団体連絡協議会や公民館定
期利用団体との連携、町民のニーズを的確に捉えた講座の運営等により、更なる利用
者増に努めていきます。
・移動図書館における貸出冊数の減少は、コロナ禍により休止していた園・学校行事等
が再開したことで、移動図書館の巡回日と重複することが増え、子どもたちの利用機会
が減ったことが要因と考えられます。各園・学校と更に細かな調整を行い、巡回回数の
確保に努めていきます。
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1

2

3

4

5

6

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

②

・人口減少や少子高齢化に加え、新型コロナウイルス感染症の
出現は、町民の生涯学習活動の実践やその支援にも大きな影
響を及ぼしましたが、感染症の落ち着きとともに徐々に様々な
活動が再開されていく中、改めて高齢化やライフスタイルの変
化等今日的な課題を考慮しながら、学習内容やその機会の提
供方法を検討し、学びや交流から始まる「人づくり」の方策を検
討していく必要があると考えています。

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている

④ :

(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

事務事業名

公民館学習・文化事業
計画通り実
施（予定）

概ね計画
通り実施で

きた

事務事業の目的
事業の
進捗度

あり
様々な学習機会の場を提供し、生涯学習活動の実践、
生活文化の向上を図る

抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」118ページのとおり。

順調に推移

A

・新型コロナウイルス感染症の影響はあったものの町民の生涯
学習活動への取り組みも再開され、公民館利用者数や自治学
習出張講座の利用も回復の兆しが見られ、目標達成に向けて
一定の進捗があったものと捉えています。
・町民一人当たりの図書貸出し冊数は微減となりましたが、そ
の原因は明らかであり、対応策を講じながら、引き続き町民が
求める図書等の資料の整備に努め、読書活動の推進に取り組
んでいきます。

あり

あり

ブックスタート運動推進事
業

公民館図書整備事業

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A :

絵本を介した親子のふれあいの大切さを保護者に伝え、
小・中学校新入生に本に親しむ機会を提供するととも
に、子どもの読書活動の推進を図る

利用者が必要とする図書等の資料を提供し、生涯学習
活動の支援を図る

概ね計画
通り実施で

きた

課題の
有無

今後の
方向性

あり
計画通り実
施（予定）

あり

あり

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

移動図書館運営事業

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

(目標達成が遅れる可能性がある)

英語検定取得促進事業
（社会教育費）

B :

② : 一部見直し等の余地がある

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

D : 進捗は大幅に遅れている

① : 現状のまま継続する

公民館整備事業

(目標達成又は進捗している)

国際観光地として外国人観光客に対し英語で接すること
ができるよう、英検受検の機会を提供する

各公民館の安全で円滑な管理・運営を図るとともに、利
用者の利便性を高める

町内全域で本に親しむことのできる環境を提供し、生涯
学習活動を支援する

計画通り実
施できた

概ね計画
通り実施で

きた
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１　施策の概要

◇

◇

2-10-3 文化・芸術を通じた多世代間交流の促進

475

各計画の掲載箇所

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

1
428 471

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・町民文化祭については、目標値を下回ったものの、前年度の来館者数を僅かながら上
回る盛況な状況であり、町民一人ひとりの日頃の活動の成果を発表し、またそれを鑑賞
してもらう場を提供することで、町民の文化・芸術に対する意識の高揚と生涯学習の振
興に寄与することができました。
・定期利用団体は、会員の高齢化等により、団体数が減少傾向にあることから、団体の
存続や会員数の確保を図るためのプチ講座や体験教室の開催等を行い、持続可能な
公民館利用の促進に引続き努めていきます。

後期基本計画 P-57～ 実施計画 P-54～ ロジック・モデル P-176

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)

527

  ７年度(実績)

人

目
標
指
標

８年度(目標)

町民文化祭の参加人数

2

550

今 後 の
取組方針

文化・芸術活動を通じて多世代交流ができる機会の創設などを研究します。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

2-10-1 地域に根ざした文化・芸術活動の支援

地域に根ざした文化・芸術活動を育成・支援します。

生涯学習課 教育次長
2-10-2 文化・芸術活動の支援及び鑑賞機会の充実

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策10

総合計画上
の位置付け

基本目標  ２ 未来を拓く人材が育ち、町民相互に高めあうまちづくり

施　　策  10 文化・芸術活動の推進

重点施策  分野３ 健康生活の推進〔施策の展開 2-10-1が該当〕

優れた芸術作品に触れることで、文化・芸術活動に関心を高められるような
機会の提供に努めます。

◇

3

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・町民文化祭については、文化団体連絡協議会や公民館で活動する定期利用団体の
ほか、一般町民や私立を含む町内小・中学校からの出展により、展示作品は充実してい
ました。
・町民文化祭に合わせ、寄贈のあった町内在住の女流書道家の作品をギャラリーに展
示し、優れた芸術作品を間近で鑑賞する機会の創設を図りました。

そ
の
他
指
標

1

2

4
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1

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

計画通り実
施（予定）

なし
概ね計画
通り実施で

きた
生涯学習に対する関心を高め、意識の高揚を図る

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」120ページのとおり。

生涯学習フェスティバル開
催事業

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

(あまり効果的な事業構成ではない)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D :

今後の
方向性

進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分

「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

①

・引き続き町民の文化・芸術活動を支援するとともに、日ごろの
活動の成果を発表する機会の充実に努め、鑑賞・参加する機
会を通じて生涯学習活動に取り組む意識が醸成されるよう努
めていきます。
・町民文化祭への出品は、公民館を定期的に利用している団
体の方々の作品が大半を占めていますが、団体会員の高齢化
に伴い出品点数が少なくなっています。今回のように、町内の
女流書道家の作品を町民文化祭の開催にあわせて展示する
など、新たな取り組みも検討していきます。

(効果的な事業構成である)

② : 一部見直し等の余地がある

選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

A

・町民文化祭の開催は、コロナ禍で停滞気味であった文化・芸
術活動を再開する契機となり、目標指標としている参加者数の
達成に向けて順調に推移しているものと捉えています。
・10月・11月を「生涯学習推進月間」と定めており、感染対策を
講じながら集中的に文化・芸術・スポーツに関連した各種の事
業を開催したことで、町民の生涯学習に対する意識の高揚を
図ることができたと考えています。

(目標達成又は進捗している)

B :

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

（目標達成が難しい可能性がある）

(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分
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１　施策の概要

4

6 6 6 6

6

幼保小中学校での家庭教育に
件

関する取組数

77 0 0 57

80

34 0 0 0

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

人

3
広報等での家庭教育啓発記事数

件

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)

12

  ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

目
標
指
標

1
家庭教育講座参加者数

2

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-59～ 実施計画 P-56～ ロジック・モデル P-177

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

2-11-1

生涯学習課 教育次長

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策11

総合計画上
の位置付け

基本目標  ２ 未来を拓く人材が育ち、町民相互に高めあうまちづくり

施　　策  11 家庭教育の充実

重点施策  該当なし

箱根教育における家庭教育の推進

2-11-2 講演会・研修会の実施

2-11-3 関連機関・協力団体との連携

今 後 の
取組方針

◇ 子どもの成長期に大きな影響を及ぼす「家庭教育」について、新しい生活様
式に即し啓発の実施や研修機会を提供します。

◇ 新しい生活様式に即した関係団体等との連携、親子でのふれあいの機会の提
供など、家庭教育の充実を図ります。

そ
の
他
指
標

1

2

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・家庭教育講座では寄木細工体験や陶芸教室といった、親子で参加できるイベントによ
り保護者へ学びの場を提供し、家庭教育力の向上を図りました。
・啓発記事については、前年と同様、「広報はこね」に家庭教育に関するコラムを掲載す
ることで、その取組みを啓発することができました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・新型コロナウイルス感染症の影響により参加者数が目標値から遠のいてしまいました
が、家庭教育講座を3年ぶりに開催することができ、一定の効果は得られたと考えます。
今後は、家庭での困りごとや子どもたちを取り巻く社会環境、児童・生徒に身に付けさせ
たいことなど、身近な問題解決につながる内容で講座を行い、引き続き家庭教育の充実
を図っていきます。
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1

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」120ページのとおり。

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

(あまり効果的な事業構成ではない)

進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況

進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D :

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・家庭教育講座は、子どもに身に付けさせたいことなど家庭に
おける子育てに関する悩みや困りごと等をテーマとして取り上
げ、保護者が相互に共有しながら解決策を考えるなど、本来の
目的である家庭の教育力の向上を目指した内容で実施できる
よう、引き続き各小・中学校ＰＴＡと連携しながら実施していきま
す。

(効果的な事業構成である)

(目標達成又は進捗している)

B :

箱根教育における家庭教育の推進に向け、関係機関と
連携を取りながら家庭教育力の向上を図る

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

家庭教育推進事業

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

一定の進捗がある

C :

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

(目標達成に向け一定の進捗がある)

区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・感染症を考慮し規模を制限せざるを得ませんでしたが、保護
者が参加する小・中学校の行事にあわせて親子でふれあいな
がら取り組む内容で実施したことにより、指標の達成に向けて
一定の進捗があったものと捉えています。
・「広報はこね」に家庭教育に関するコラムを掲載することが定
例化したため、新たな広報媒体への拡充を目指していくことを
検討しています。
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１　施策の概要

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策1２

総合計画上
の位置付け

基本目標  ２ 未来を拓く人材が育ち、町民相互に高めあうまちづくり

施　　策  12 青少年の健全育成

重点施策  該当なし

今 後 の
取組方針

◇ 町の未来を拓く人材である青少年の健全な育成に取組むとともに、全町的な
環境づくりを推進します。

◇ 地域を担う人材の育成を図るため、全町的な多世代交流の機会提供に努めま
す。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

2-12-1

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

％

3

青少年の健全育成事業の推進

2-12-2 青少年の意欲と協調性の育成

2-12-3 健全育成の環境づくり

2-12-4 人材の育成

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-61～ 実施計画 P-58～ ロジック・モデル P-178

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)

20.0 0.0 0.0 23.3

  ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

4

目
標
指
標

の参加率

2

1
青少年関係事業への児童・生徒

20.0

そ
の
他
指
標

1

2

生涯学習課 教育次長

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・withコロナにおける多世代間のふれあいや交流の促進に加え、地域防災力の向上とい
う２点の目的達成に向けて青少年指導員と協議を重ね、小中学校を対象とした「防災活
動体験会」を実施し、青少年の健全育成に寄与することができました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・新型コロナウイルス感染症の影響によりイベント等が開催できず目標値から遠のいてし
まいましたが、関係団体と今後の対応等について協議していますので、引き続き関係団
体と協働し青少年の健全育成を図っていきます。
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※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

1 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

A
・コロナ禍にあっても感染症対策を講じながら、子ども会指導
者や青少年指導員が各種の事業等を実施し、目標としている
指標を上回る数値となりました。

(目標達成又は進捗している)

B :

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

①

・人口減少や少子化の影響により一部の子ども会が活動を休
止してしまいましたが、指導者の中から地域横断的に交流機
会を設定しようとする動きが見られていますので、引き続き指導
者への支援を行っていきます。
・青少年の健全育成の推進にあたっては、青少年指導員をは
じめとする地域の各種団体との連携・調整が不可欠ですので、
今後も良好な関係構築に努めます。

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号
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１　施策の概要

150
・郷土資料館では、箱根の歴史や文化への理解を深めてもらうため、展示や各種学習事業を実施
しました。また、教育普及活動として、夏季企画展「浮世絵と絵図からみる箱根七湯」や秋季企画
展「国重要無形民俗文化財指定記念：箱根の湯立獅子舞」を開催したほか、体験学習として、町
内小学校や町民等を対象とした「わらじ作りと箱根旧街道石畳の歩行」や「お正月飾り作り」などを
実施しました。
・関所では、誘客宣伝として首都圏域等の小学校に対して関所利用促進資料「関所deできますプ
ログラム」を送付しました。また、関所の魅力を知ってもらうため、ホームページやX（旧Twitter）な
どのSNSの活用や町内宿泊事業者等にパンフレットを配布して誘客に努めました。その他にガイド
ツアーや時代演目など各種イベントを展開して、関所の歴史や魅力をより深く学んでもらう事業を
実施しました。

今 後 の
取組方針

◇
箱根の歴史・文化遺産や貴重な天然記念物を未来に伝えていくため、現況を
的確に把握し、適切な保護対策を実施してその継承を図ります。特に箱根旧
街道や箱根関所については、計画的に維持管理や整備、改修等を実施しま
す。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

2-13-1

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策1３

総合計画上
の位置付け

基本目標  ２ 未来を拓く人材が育ち、町民相互に高めあうまちづくり

施　　策  13 文化財の保護と活用

重点施策  該当なし

◇

◇

町内の文化遺産や自然遺産についての理解を深め、文化財保護意識の醸成を
図るため、インターネットや郷土資料館・箱根関所資料館の展示、印刷物等
を活用した情報発信や、探訪会や体験学習などの文化財を活用したイベント
の開催を積極的に進めるとともに、文化財ボランティアの育成を図ります。

箱根の歴史や文化を学ぶことができる学習施設の機能充実などの環境整備を
図ります。

2-13-2 文化財ボランティアの育成

2-13-3

5

目
標
指
標

1
箱根関所入館者数

（延活動人数）

郷土資料館所蔵資料の利用点数
4

箱根関所学校利用プログラム利用件数

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

2-13-4

箱根の歴史や文化を学ぶ学習施設の機能充実と整備

日本遺産の保全・整備

元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)

127,024 198,174

400,000

4,359 4,276

280,017 116,900

6,992 3,193

10,000

54 0 0 8

96 43

27 50 139

100

51 67

48

５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

点

件

生涯学習課 教育次長

人

  ４年度(実績)

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-63～ 実施計画 P-59～ ロジック・モデル P-179

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析

文化・自然遺産の保護・継承と活用

単位

人

3
文化財ボランティア数

人

2
郷土資料館入館者数

100

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・郷土資料館では、新型コロナウイルス感染症の影響による観光客の減少や行事の中止などが要
因となり、目標値から遠のいてしまいましたが、今後も常設展や企画展、探訪会等を実施し、郷土
の歴史や文化、自然についての知識を深め、郷土史を学ぶ機会を提供するよう努めていきます。
・関所では、新型コロナウイルス感染症の影響による観光客の減少が要因となり、目標値から遠の
いてしまいましたが、今後も継続して誘客宣伝を行うとともに、各種イベントを開催するなどして、関
所の魅力を発信するよう努めていきます。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

（事業構成に問題がある）

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

①

・郷土資料館・箱根関所は、引き続き箱根の歴史や文化等を
伝える展示や学習事業、誘客活動や各種イベントを実施して、
情報提供をはじめ、歴史や文化等への理解がより一層深めら
れるよう努めていきます。
・文化財等の保護と同時に観光振興の資源としての活用が求
められています。保護や教育普及におけるボランティアの育成
とともに、活用の視点に立った検討や整備を行っていく必要が
あります。

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

④ : 抜本的見直し等が必要

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・箱根関所の入館者数は新型コロナウイルス感染症の状況に
大きく影響を受けましたが、社会経済が平常を取り戻しつつあ
る中、各種の取り組みを展開するなどし、増加に転じました。
・杉並木をはじめとする箱根旧街道や各種の文化財等の適切
な保護・保存については、概ね計画どおり実施し一定の進捗
が見られたものと捉えています。

(目標達成又は進捗している)

B :

概ね計画
通り実施で

きた
なし

計画通り実
施（予定）

箱根関所誘客宣伝事業
復元した箱根関所を周知するための事業を展開し、誘
客宣伝や地域全体の回遊性の向上を図る

番
号

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

３　施策を構成する実施計画事業の評価

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

あり

あり

あり

なし

なし

あり

あり

なし

なし

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」121ページのとおり。

展示活動や学習事業を通して、箱根の歴史や文化につ
いての理解を深めてもらう

箱根町共有の財産である文化財を適切に保護・保存す
ると共に活用を図る

杉並木をはじめとする史跡箱根旧街道を適切に保護・保
存して後世に伝えるとともに、活用を図る

町内に遺る近代化遺産の保護や活用を図る

郷土資料館資料や町内文化財の情報を発信し、生涯学
習の推進と箱根への誘客を図る

箱根の歴史や文化、自然についての理解を深めてもらう

郷土資料館の安全で円滑な管理・運営を図るとともに、
利用者の利便性を高める

箱根関所及び資料館の適正な維持管理を図る

箱根関所とその周辺史跡等の文化・歴史を広く紹介し、
魅力を認識してもらう

郷土資料館展示開催等教
育普及事業

史跡整備事業

箱根旧街道杉並木保護対
策事業

近代化遺産調査・活用事
業

文化遺産情報発信事業

箱根探訪推進事業

郷土資料館整備事業

箱根関所整備事業

箱根関所歴史文化推進事
業
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１　施策の概要

50.0

1

5

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策14

総合計画上
の位置付け

基本目標  ２ 未来を拓く人材が育ち、町民相互に高めあうまちづくり

施　　策  14 スポーツ活動の推進

重点施策  該当なし

地域スポーツ活動の推進

2-14-3 スポーツ施設の機能と運営の充実

今 後 の
取組方針

◇ 町民がスポーツやレクリエーション活動に親しみ、生涯を通じて心身ともに
健康に暮らすことができるようにします。

◇

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

2-14-1

生涯学習課 教育次長

スポーツイベントを通じ、全町的な多世代交流の促進に努めます。

ニュースポーツの普及及び運動をとおした
健康づくりの推進

スポーツ・レクリエーション推進体制の充
実及びイベントの開催

2-14-2

2-14-4

0

ロジック・モデル P-181

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-65～ 実施計画 P-64～

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

2
箱根町総合体育館の稼働率

％

4

人

3
スポーツ教室・大会等開催回数

回

40.5 37.1 26.3 34.0

24

150

63 0

3 0 0

1

2

目
標
指
標

1
箱根路森林浴ウォーク町民参加者数

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・ニュースポーツ大会の開催により、総合体育館の稼働率向上の一助となったほか、町
民のスポーツ習慣向上、参加者同士の交流、心身の健全な発達に寄与しました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・森林浴ウォークはコンディション悪化のため中止、グラウンドゴルフ大会は雨天のため
中止、ソフトバレーボール大会は新型コロナウイルス感染症の影響により中止となり、各
種イベントが開催できなかったため、目標値から遠のいてしまいました。

そ
の
他
指
標
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1

2

3

4

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

事務事業名

(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている

事業の
進捗度

課題の
有無

事務事業の目的

D : 進捗は大幅に遅れている

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

安定した運営を行うため機械設備等の整備を実施し、施
設の維持を図る

施設利用者が安心して利用できるよう、施設の維持を図
る

あり

なし

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施できた

計画通り実
施できな
かった

財団の充実を図り、住民の自発的な文化・スポーツ活動
を推進する

健康の維持と体力の促進並びに自主活動の促進を図る

あり

あり

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」123ページのとおり。

総合体育館整備事業

地域スポーツ施設等整備
事業

箱根町文化・スポーツ財団
運営補助事業

生涯スポーツ推進事業

一定の進捗がある

抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

①

・総合体育館をはじめとするスポーツ施設は計画的な整備に
取り組んでいるところですが、各施設とも経年による劣化・老朽
化が著しいため、財政に係る負担を考慮しながら、町民が安
心・安全に活用できる施設の維持に努めていく必要がありま
す。
・引き続き新型コロナウイルス感染症の感染状況に配慮しつ
つ、町民の健康維持と体力増進を効果的に推進するため、生
涯にわたってスポーツ活動に取り組む意識の醸成、方策の検
討が課題であると考えています。

(効果的な事業構成である)

④ :

B

・コロナ禍にあっても感染症対策を講じながら各種のスポーツ
事業を計画しましたが、天候や感染状況により中止とした事業
がありました。事業の中止はやむを得ない事情であると捉えて
いますが、目標とする指標の達成に向けて一定の進捗は見ら
れました。
・総合体育館の稼働率は新型コロナウイルス感染症の感染状
況に大きく影響を受けますが、指定管理者の努力もあり一定の
進捗があったものと捉えています。

(目標達成又は進捗している)

B :

(目標達成が遅れる可能性がある)

今後の
方向性

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号
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１　施策の概要

◇

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策15

総合計画上
の位置付け

基本目標  ２ 未来を拓く人材が育ち、町民相互に高めあうまちづくり

施　　策  15 男女共同参画・人権尊重の推進

重点施策  該当なし

男女共同参画の推進

2-15-4 人権意識啓発

今 後 の
取組方針

◇ 「はこね男女共同参画推進プラン（第２次）」に基づく総合的な施策の推進
と町民一人ひとりが男女共同参画に関する正しい知識を深め、男女がともに
自分らしい選択ができるような意識や環境づくりを進めます。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

2-15-1

総務部長

2-15-2 女性の自立支援と活躍推進

2-15-3 男女がともに安心して暮らせる環境づくり

審議会等における女性の割合増加に取組みます。

◇ いかなる暴力も重大な人権侵害であることを発信するなど人権尊重の意識づ
くりに取組みます。

町　民　課

福　祉　課

2
審議会等における女性委員の割合

1
男女共同参画講演会参加者数

人
100

80

20.5 22.9 20.5 23.9

30.0

- -

％

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-67～ 実施計画 P-67～ ロジック・モデル P-182

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び

　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）
単位

５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

4

目
標
指
標

-

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・審議会等の推薦を依頼する団体自体に女性が少ない等の理由から、目標値には到達
していないため、引き続き各課への意識付けやあらゆる分野における男女共同参画の
啓発が必要です。
・講演会の周知については広報・まちだよりや町のホームページをはじめ、町内関連団
体から会員への通知、町内の各園、学校を通じた全保護者への配布などあらゆる策を
講じています。しかし、依然として集客に苦慮しています。テーマに興味がない層を取り
込むために、町民や町内事業所が出席する他のイベントと共同開催する等、動機づけ
が必要です。

3

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・審議会等の女性比率については、年２回開催する庁内男女共同参画推進リーダー会
議にて、各課に積極的な取組みを呼びかけています。その結果、改選時に女性比率を
考慮して推薦先に依頼するなど、男女比を意識する課が増え、比率は徐々に向上して
います。
・講演会とミニコンサートを合わせて実施することで、普段講演会に出向かない層を取り
込むとともに、参加者満足度が高い結果となりました。
・少しでも多くの方々に施策の理解を深めてもらえるように、チラシの配架や広報誌への
掲載など周知に努めました。
・一人ひとりの町民が互いに人権を尊重し、多様性を認め合い、誰もがその人らしく暮ら
すことのできる地域社会の実現を図るため、「パートナーシップ宣誓制度」を創設しまし
た。
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1

2

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

計画通り実
施できた

あり
計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・男女共同参画講演会については、講演者に合せて、講演会
とコンサートとして開催するなどの工夫をした結果、目標値を超
える参加があった。講演内容も現代の生活スタイルに沿ったも
のであり、効果が期待できるイベントとなった。
・４年度においては女性活躍セミナーを開催するなど、新たな
取り組みにも着手した。
・パートナーシップ宣誓制度を創設したことなどにより、施策の
進捗については、一定の進捗が図られている。

(目標達成又は進捗している)

B : 一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C :

人権意識啓発事業
概ね計画
通り実施で

きた
あり

D : 進捗は大幅に遅れている

抜本的見直し等が必要

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」124ページのとおり。

人権意識の向上及び知識の普及により差別のない町の
実現を図る

男女共同参画推進事業
町を愛するすべての男女が互いに認め合い、豊かで活
力ある男女共同参画社会を箱根町において実現する

「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

①

・審議会等における女性委員の割合を増やすことについては、
選考時における配慮を引き続き促し、目標の達成を目指しま
す。
・講演会やセミナーの開催にあたっては、集客に苦慮している
ことから、開催方法や周知について、更なる工夫をし、男女共
同参画や人権尊重の意識醸成を図ります。
・令和5年度で第2期男女共同参画推進プランの計画期間が終
了するため、現行プランの取組状況を総括したうえで、男女共
同参画の現状を踏まえた、新プランを策定する。

(効果的な事業構成である)

④ :

進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

（事業構成に問題がある）

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分
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１　施策の概要

◇

・コロナのため海外の姉妹都市・友好都市との交流は実施できなかった。
・姉妹都市である洞爺湖町との中学生相互交流は、コロナ禍のため訪問ではなく、オン
ラインにより友好親善を図った。
・箱根幼稚園にホストタウン相手国のエリトリア留学生6名を招待し、園児・保護者と交流
を図った。

2

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策16

総合計画上
の位置付け

基本目標  ２ 未来を拓く人材が育ち、町民相互に高めあうまちづくり

施　　策  16 多文化交流の実現

重点施策  該当なし

施策担当課 施策責任者

2-16-1 国際的な文化交流・ホストタウン構想の推進

多様な文化に触れることのできる機会を提供します。

地域に住む人々の心に残る価値を創造し、皆がいきいきと暮らせる社会の実
現を目指します。

企　画　課
観　光　課
学校教育課

企画観光部長

◇

◇ 姉妹都市・友好都市等との交流を積極的に実施し、異文化体験をとおして双
方の友好関係の向上を目指します。

2

今 後 の
取組方針

施策の展開

施　策　の　展　開

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

1

0 0

1
目
標
指
標

2-16-2 国際交流の促進

2-16-3 姉妹都市・友好都市との交流

1 0

0 0

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-70～ 実施計画 P-69～ ロジック・モデル P-183

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

姉妹都市・友好都市との訪問団

1
ホストタウン相手国との交流回数

回

派遣・受入回数

2 1

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・コロナのため海外の姉妹都市・友好都市との交流は実施できなかった。
・新型コロナウイルス感染症がまん延していたため、生徒や引率教諭の安全を確保する
ため姉妹都市の訪問をお互い控えた。
・ホストタウン相手国の留学生との交流を通じて、多文化交流の機運を醸成することがで
きた。

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

そ
の
他
指
標

1

回

3

4
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1

2

3

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

姉妹都市親善交流事業
（教育費）

姉妹都市親善交流事業
（観光費）

ホストタウン交流事業

区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・コロナ禍のため海外の姉妹都市・友好都市との訪問団派遣
等直接の交流hは図れませんでした。
・一方、国内の姉妹都市：洞爺湖町との交流に関しては、オン
ラインによる中学生交流や、受注販売による洞爺湖町物産販
売を実施しました。
・またホストタウン交流についても、相手国の在日留学生を箱
根幼稚園に招いて、園児や保護者との交流会を行いました。

（目標達成が難しい可能性がある）

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D :

なし
計画通り実
施（予定）

概ね計画
通り実施で

きた

姉妹都市洞爺湖町との中学生相互交流により、両町の
地域特性や特色ある学校教育を学び、友好親善を図る

姉妹都市である洞爺湖町との交流を図る

あり
計画通り実
施（予定）

お互いの国への理解を深め、地域の活性化や交流の促
進を図る

概ね計画
通り実施で

きた

なし
計画通り実
施（予定）

計画通り実
施できな
かった

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」124ページのとおり。

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況

５　今後の方向性
区　　　分

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

(効果的な事業構成である)
① : 現状のまま継続する

選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

②

・コロナ禍など世界的社会情勢も大きく影響し、疎遠になりつ
つある海外の姉妹都市・友好都市との交流を途絶えさせない
よう、学生交換（ホームステイ）や訪問団の相互派遣等を早期
に再開できるよう連絡を欠かさず取り合っていきます。
・国内の姉妹都市等との多様な連携をさらに拡充し、多世代に
わたる絆を一層深めていきます。
・オリパラ事前キャンプに基づくホストタウンについては、オリン
ピアンやパラリンピアンとの交流にこだわらず、幅広い相手・手
段を模索し交流を継続させていく必要があります。

(目標達成又は進捗している)

B :
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１　施策の概要

5 6 6 6
橋

9

ｍ

(%)

(%)

ロジック・モデル P-184

66.7

100

69.5

100

48.5 52.8 58.8

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績)

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-73～ 実施計画 P-73～

  ４年度(実績)

3,106

3-17-6

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策17

総合計画上
の位置付け

基本目標  ３ 誰もが住みたくなる、より良い生活環境のまちづくり

施　　策  17 道路・交通網の充実

重点施策  分野１ 防災力の強化〔施策の展開 3-17-3が該当〕

今 後 の
取組方針

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

3-17-1 国道・県道の整備、充実

3-17-5 橋りょうの長寿命化

安全・安心で快適な道路空間の形成

国道・県道の整備促進に向け、引き続き関係機関との調整及び要望を継続
し、神奈川県と協力しながら事業の円滑な進捗を目指します。

将来の交通需要を踏まえた道路計画を検討し、道路、橋りょう及び駐車場の
長寿命化を見据えた維持・管理を行うとともに、安全・快適な道路空間の形
成に取組みます。

◇

◇

駐車場の整備

3-17-7

3-17-2 林道の通行規制緩和の要望

3-17-3 適切な道路の維持管理

3-17-4 道路後退用地の整備
都市整備課

観　光　課
環境整備部長

目
標
指
標

1

55.6 66.7 66.7

3,380 3,764

2 橋りょう保全改修率

町道１６路線の整備エリアの整備率

4,448

6,400

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・町道整備を推進したことにより、通行者の安心・安全が確保されました。
・道路パトロールを定期的に実施することにより、状況把握や簡易補修を迅速に実施す
ることが可能となりました。
・建物の建築に伴う道路後退について道路用地を取得し、住み良いまちづくりの推進に
努めました。
・橋りょう点検を計画的に実施し、その点検結果を基に橋りょう長寿命化計画を策定し、
計画的な長寿命化を図りました。
・宮ノ下駐車場の老朽度診断を実施し、長寿命化に向けた準備を進めました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・道路施設の整備を計画的に推進するにあたっては、特定財源を予定通り確保する必
要があるため、予定通りの交付を受けることができるように関係機関等との調整を図って
行きます。

そ
の
他
指
標

1

2

３年度(実績)
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

町道路面性状調査事業 町道の補修箇所を抽出する
概ね計画
通り実施で

きた
なし

計画通り実
施（予定）

対象となる道路を幅員４ｍ以上に拡幅及び整備すること
により、生活環境の向上を図る

あり

あり

なし
計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

道路施設保守点検事業
計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

なし

なし

概ね計画
通り実施で

きた
概ね計画
通り実施で

きた

なし

安全・安心な道路環境を確保する

安全・安心な道路環境を確保する

計画通り実
施できな
かった

あり

なし

なし

なし

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施できた

概ね計画
通り実施で

きた
概ね計画
通り実施で

きた
道路利用者に安心・安全な道路空間を提供する

計画通り実
施できた

駐車場利用者が安心して利用できる駐車場にする

なし

なし

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

なし

概ね計画
通り実施で

きた
概ね計画
通り実施で

きた
概ね計画
通り実施で

きた

安全・安心な道路環境を確保に加え、サイクリングコース
としての機能を向上させることで観光振興に寄与する

安全・安心な道路環境を確保する

安全・安心な道路環境を確保する

計画通り実
施（予定）

概ね計画
通り実施で

きた

安全・安心な道路環境を確保する

安全・安心な道路環境を確保する

計画通り実
施（予定）

宮ノ下駐車場整備事業

概ね計画
通り実施で

きた
概ね計画
通り実施で

きた

安全・安心な道路環境を確保する

安全・安心な道路環境を確保する

町内の橋りょうと道路網の安全性を確保する

あり

なし

安全・安心な道路環境を確保する

利用者の安全を確保するとともに利便性の向上を図る

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」125ページのとおり。

町道湯71号線道路整備事
業

町道温37号線道路整備事
業

町道宮185号線道路整備
事業

町道仙3号線道路整備事
業

町道仙96号線道路整備事
業

町道箱１号線道路整備事
業

町道箱12号線道路整備事
業

町道湯２号線道路改良整
備事業

町道箱１号線道路改良整
備事業

橋りょう長寿命化改修事業

仙石原町有道路整備事業

林道整備事業

道路後退用地整備事業

計画通り実
施（予定）

概ね計画
通り実施で

きた
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※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

(あまり効果的な事業構成ではない)

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

・２つの目標指標については、目標達成に向けて今後とも計画
的に取り組みます。
・国、県道の整備充実等については、積極的に県等との調整
の機会を設けます。（特に沿道の草木の伐採や交差点等の歩
道整備、交通渋滞対策等）
・町道や橋りょうの維持管理については、路線の重要度、老朽
度、地域性等を踏まえ、補修・整備計画に沿って計画的に推
進するとともに、整備に係る特定財源確保のため、関係機関と
調整を図ります。

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

５　今後の方向性
区　　　分

① : 現状のまま継続する

①

（事業構成に問題がある）

A

選択区分

④ : 抜本的見直し等が必要

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

・目標指標としている「町道16路線の整備エリア率」は、予定し
ていた特定財源の減額等により事業の一部計画変更が生じた
ものの、順調に推移しています。
・関連施策については、指標に掲げる町道整備・橋りょう保全
を始め、道路後退による道路用地取得等鋭意とりくまれていま
す。また、宮ノ下駐車場については、老朽度診断を行い、長寿
命化に向け準備を進めています。

(目標達成又は進捗している)

B :

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている
（目標達成が難しい可能性がある）

③ : 見直し等の余地は大きい
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１　施策の概要

◇

◇

施策担当課 施策責任者

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

件

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

54
目
標
指
標

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策18

基本目標  ３ 誰もが住みたくなる、より良い生活環境のまちづくり

施　　策  18 住環境の整備

 分野２ 若者定住の促進〔施策の展開 3-18-1が該当〕

今 後 の
取組方針

総合計画上
の位置付け

重点施策
 分野４ ブランド力の強化〔施策の展開 3-18-3が該当〕

空き家等の情報を的確に収集し、所有者に対して空き家バンクへの登録を促
し、利活用の促進を図ります。

◇

住環境の整備をすすめ、人口減少の抑制に向けて移住・定住を促進します。

地籍調査事業を進めます。

3-18-1 空き家バンク制度の促進

3-18-5 町営住宅の適切な維持管理

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-75～ 実施計画 P-81～ ロジック・モデル P-186

3-18-7 観光街路灯維持管理における補助

3-18-2 企業・事業者への相談・支援

3-18-3 お試し居住制度の充実

3-18-4 空き家等の適切な管理の促進

企　画　課

観　光　課

町　民　課

福　祉　課

都市整備課

企画観光部長

3-18-6 安心して利用できる公園の整備

3-18-9 河川・水路の環境整備

施策の展開

施　策　の　展　開

58 61 73

3 4 5 5
2

お試し居住・体験者からの移住件数
件

（累計）

100

20

1
空き家バンク登録件数（累計）

そ

の

他

指

標

1

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・平成28年度から開始した空き家バンク制度は、空き家の登録件数が減っていたほか、専門的な
相談の対応に苦慮していたことから、町内民間団体に空き家バンクを委託し、官民連携で事業を
行いました。新制度となった空き家バンク制度の周知を図った結果、空き家所有者からこれまでに
ない相談があったほか、民間団体のきめ細かい対応により、空き家バンクの登録件数を増やすこと
ができました。
・お試し居住については、SNSなどによる情報発信により、コロナ以降、募集に対して最大10倍の
応募となるなど、箱根町への移住の関心を高めることでできました。
・道路照明灯92灯をLED灯具への交換したことにより、平成29年度と比較して電気料金が年間で
約47％減少しました。
・平成30年度に地籍調査事業を開始し、湯本地域で官民境界の確認を進めています。
・公園施設の維持補修及び施設内の充実させることで、利用者の利便性の向上を図りました。
・都市計画基礎調査を実施することで、土地利用や建物の用途、状況等を調査することで、都市
の現況及び都市化の動向等を把握しました。
･観光街路灯整備補助事業では、電気代高騰により令和４年度に限り、電気料の差額補助金を支
出したもの（R4年度に自治会が負担した電気代とR3年度に負担した電気代の差額補助実施）。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・お試し居住に関しては、体験した参加者の多くが箱根移住を検討したいという意向があるもの
の、提供できる空き家が少なく、移住につなげられていないのが課題となっているため、空き家の
掘り起こしがさらに必要となっています。
・空き家バンク登録については、相談がある空き家は放置している期間が長く、大規模な改修が必
要なものが多いため、登録に時間を要しています。
･観光街路灯整備補助事業の「箱根町観光街路灯補助金交付要綱」内の補助限度額について、
物価高騰により、時代に即した補助額の設定ができるように要綱改正等を行っていくもの。

3-18-8 土地の有効活用の促進
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

② : 一部見直し等の余地がある

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

進捗状況区分を選択した理由

A :

B : 一定の進捗がある

都市計画基礎調査事業
都市計画法第6条に基づき都市政策の企画、立案等の
ための調査を行う

計画通り実
施できた

なし
計画通り実
施（予定）

なし

なし

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」127ページのとおり。

順調に推移

B

・空き家バンクの運営を民間に委託し官民連携で事業を進め
たことにより、目標指標である「登録の累計件数」を大きく伸ば
せました。
・また、トライアルステイ及びトライアルオフィスの情報発信に努
め、いずれも多くの利用を促すことができ、移住及びサテライト
オフィス設置の意欲向上につなげられました。
・公園施設の建物修繕や遊具の更新等とともに、公園遊具等
の再配置に向けて地域との協議を行うなど、利用者の利便性
の向上を図りました。

(目標達成又は進捗している)

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施できた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

なし

あり

なし

４　施策の進捗状況
区　　　分

(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

（目標達成が難しい可能性がある）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画変更
し実施（予

定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

D : 進捗は大幅に遅れている

① : 現状のまま継続する

②

・「空家等対策の推進に関する特別措置法」の一部改正、施行
を見据え、これまで以上に民間・地域・行政が連携協働して空
き家等の各種対策に取り組む必要があります。
・空き家対策の一つである空き家の掘り起こし等に努め、移住
につなげ促進を図っていきます。
・道路照明灯を含め街路灯のLED化が終了し、着実に消費電
力及び二酸化炭素排出量の削減が図られています。今後も観
光街路灯を官民が連携して維持・整備していけるよう、現況に
即した補助対象経費・限度額等に見直していく必要がありま
す。

(効果的な事業構成である)

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

道路照明灯を消費電力が少なく、二酸化炭素の排出削
減効果のあるLED照明灯に取替えることで、経費削減や
環境保護の推進を図る

町民等の土地の保全と行政運営の円滑化を図る

住みたいまち箱根推進事
業

町営住宅整備事業

公園整備事業

観光街路灯整備補助金交
付事業

ＬＥＤ街灯整備事業（観光
費）

ＬＥＤ街灯整備事業（総務
費）

ＬＥＤ街灯整備事業（土木
費）

地籍調査事業

地域住民や観光客の夜間時の安全・安心を図る

移住・定住の促進を図る

維持補修等を行い、居住環境と住宅管理の向上を図る

ＬＥＤ街路灯へ切り替えることにより環境対策並びに維持
管理費の削減を図る

灯具のLED化と老朽化した支柱等の修繕に加え、町内
照明灯管理の一本化を目指す

公園利用者が安心して利用できる公園にする

なし

あり

あり

選択区分
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１　施策の概要

◇

◇

30

73 71 73 59

70

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策19

総合計画上
の位置付け

基本目標  ３ 誰もが住みたくなる、より良い生活環境のまちづくり

施　　策  19 生活環境の整備

重点施策  分野５ 持続可能なまちづくり〔施策の展開 3-19-1が該当〕

今 後 の
取組方針

美しいまちを将来の世代へ引き継ぐための取組みを引き続き進めます。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

3-19-1 環境保全の推進

3-19-5 有害野生鳥獣の対策

動物の保護管理の徹底、有害野生鳥獣対策を引き続き進めます。

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-78～ 実施計画 P-86～ ロジック・モデル P-187

3-19-2 浄化槽対策

3-19-3 環境美化の促進及び美観の保護

3-19-4 動物の保護管理の徹底

環　境　課

上下水道温泉課
環境整備部長

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

団体

3
不法投棄パトロール回数

回

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)

23 23 26 28

  ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

1
花いっぱい運動参加団体数

25

30 29 32 28

そ
の
他
指
標

1

4
有害野生鳥獣（猪）捕獲数

頭

目
標
指
標

（３か年平均）

35

25 23 31 33

2

2
美化清掃参加団体数

団体

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・花いっぱい運動については、毎年4回花いっぱい参加団体に花苗を配付し、主要道路
沿線を中心に季節ごとの花を植えることで、1年をとおして町内の環境美化を図ることが
できました。
・不法投棄パトロールや自治会等による美化清掃を継続的に実施したことで、町内がゴミ
の少ない状況を保持し、より良い生活環境をつくることができました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・花いっぱい運動参加団体数、不法投棄パトロール回数は、目標数を達成することがで
きています。
・有害野生鳥獣（猪）捕獲数は、野生イノシシへの豚熱の感染が想定され、令和4年度の
通報数及び捕獲数が減少したことから、目標を達成できていません。
・不法投棄パトロール回数について、夏季は植物が繁茂しており、不法投棄の発見及び
パトロール活動に支障をきたしている。
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1

2

3

4

5

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

③ : 見直し等の余地は大きい

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

①

・環境美化の促進、美観保護、有害野生鳥獣は、関連団体・機
関と連携し、目標達成に向け取り組みます。
・省エネルギー、地球温暖化防止は、住民、事業者に積極的
に情報発信し、協働した取組みを推進するとともに、庁内横断
的に取り組みます。
・浄化槽対策は、公共下水道区域外の合併浄化槽の普及に
努めるとともに、浄化槽の適正管理を行います。

(効果的な事業構成である)

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

(あまり効果的な事業構成ではない)

(概ね効果的な事業構成である)

計画通り実
施（予定）

② : 一部見直し等の余地がある

(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

A

・目標指標のうち「美化清掃参加団体数」及び「不法投棄パト
ロール数」は増加しています。
・「有害野生鳥獣（猪）捕獲数」は豚熱の感染が想定され、減少
しています。
・環境美化の促進、美観保護は、散乱ごみ、不法投棄物の撤
去・回収を積極的に行うとともに、不法投棄防止のための監視
カメラ及び看板を継続して発生している箇所に設置し,より良い
生活環境を作ることができました。
・有害野生鳥獣対策は、関係機関、団体等との協力体制のもと
積極的に行いました。
・スズメバチ駆除に係る補助金を交付しました。

(目標達成又は進捗している)

B : 一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

なし
計画通り実
施できた

あり

あり

計画通り実
施できな
かった

概ね計画
通り実施で

きた

事務事業の目的

あり

事業の
進捗度

概ね計画
通り実施で

きた

なし

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

概ね計画
通り実施で

きた

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」129ページのとおり。

散乱ごみ・不法投棄対策
事業

花いっぱい事業

合併処理浄化槽設置整備
費補助事業

有害鳥獣対策事業

スズメバチ対策事業

自然環境の保全と環境美化の推進を図る

居住環境と観光地としての美観を確保するとともに、緑
化意識の高揚を図る

生活排水による公共用水域の水質の汚濁防止を推進す
る

有害鳥獣による生活被害及び農作物等被害の防止を推
進する

スズメバチの巣を駆除する際の町民負担を軽減し、町民
の安全確保を図る

事務事業名
課題の
有無

今後の
方向性
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１　施策の概要

今 後 の
取組方針

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

3-20-1 安全・安心・安定的な水道水の供給

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策20

総合計画上
の位置付け

基本目標  ３ 誰もが住みたくなる、より良い生活環境のまちづくり

施　　策  20 上下水道の整備

重点施策  該当なし

3-20-6 下水道使用料の適正化

上水道については、恒常的な安定供給と事業の健全化を目指し、箱根町水道
ビジョンや箱根町水道アセットマネジメント計画によって検証した内容を踏
まえて、施設・設備の維持更新を計画的に進めます。

◇

下水道については、事業の推進を継続していくとともに、安定経営のため施
設の適正な維持管理を行いながら、箱根町下水道ストックマネジメント計画
※に基づく計画的な更新を進めます。

◇

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-80～ 実施計画 P-89～ ロジック・モデル P-188

上下水道温泉課 環境整備部長

3-20-2 未給水地区への対応

3-20-3 上水道事業の健全化

3-20-4 水資源の保全

3-20-5 下水道の整備

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

％

3
第２号公共下水道整備率

％

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)

84.9 84.1 83.9 84.1

  ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

％

1
水道事業における有収水量率

85.9

89.8 90.4 90.5 90.5
目
標
指
標

98.6

78.7 78.9 78.9 78.9

2
第１号公共下水道整備率

88.6

2

そ
の
他
指
標

1

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・（水道）コロナウイルスの蔓延により観光客数が大幅な減少となった。それにより水道施
設からの総配水量も減となったが、従来の老朽化した配管からの漏水は現状のままで
あったので見かけ上の有収水量率は低下することとなった。令和4年度以降は回復傾向
にある。
・（下水道）未普及地区の管路施設整備工事、老朽化したポンプ場設備の改築更新工
事を行いました。また、次期ストックマネジメント計画の検討に着手しました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・（水道）水道の改良工事としては、コロナ禍において純損失となる経営上、事業を抑制
する状況となったが、精査し計上した工事箇所においても、より投資対効果を考慮し、年
度途中においてもより喫緊で対応を要する工事箇所への転用を行うなど、経営努力を推
進した。このような感覚での対応が数値の維持、底上げに繋がっていると考える。
・（下水道）建設から40年近くが経過し、設備の老朽化が進行しており、今後は改築更新
にかかる費用が増大することが明らかになっている。また、整備改築工事の主な財源で
ある国交付金が、昨今、低率となっており、財政的に厳しくなっている。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

水道水の安定した供給を図る

水道水の安定した供給を図る

あり
計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・水道事業は、計画に基づき、効果的な配水管改良工事を継
続実施し、有収水量率の向上に努めるとともに、「水道ビジョ
ン」に則り、安定した事業運営を図り、安全・安心・安定的な供
給に努めます。
・下水道事業は、ストックマネジメント計画により、着実に老朽化
した施設の改築更新に努めます。
・第３号公共下水道については、湯本地区の目標年次の供用
開始に向け事業推進に努めます。

(効果的な事業構成である)

④ : 抜本的見直し等が必要

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

第１号及び第２号公共下水道の整備と事業運営の効率
化を進めるとともに、第３号公共下水道の整備を進める

ストックマネジメント計画策
定（公共下水道事業会計）

公共下水道事業会計補助
金

計画通り実
施できな
かった

計画の半
分程度実
施できた

町民の生活環境の利便性と快適性の向上はもとより、貴
重な観光資源である芦ノ湖や早川等の良好な水質を確
保するなど自然環境を保全する

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施できた

持続的な下水道機能の確保とライフサイクルコストの低
減を図る

課題の
有無

今後の
方向性

一般建設改良事業（水道
事業会計）

送配水管整備事業（水道
事業会計）

町民の生活環境の利便性と快適性の向上はもとより、貴
重な観光資源である芦ノ湖や早川等の良好な水質を確
保するなど自然環境を保全する

処理場建設改良事業（公
共下水道事業会計）

ポンプ場建設改良事業
（公共下水道事業会計）

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

安心・安定した水道水の供給を図る

町民の生活環境の利便性と快適性の向上はもとより、貴
重な観光資源である芦ノ湖や早川等の良好な水質を確
保するなど自然環境を保全する

水道統合整備事業（水道
事業会計）

管路施設建設改良事業
（公共下水道事業会計）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画変更
し実施（予

定）

計画変更
し実施（予

定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

なし

あり

なし

あり

あり

あり

あり

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」130ページのとおり。

（事業構成に問題がある）

D : 進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・水道有収水量率は、前年度と比較して僅かではあるが増加し
ています。
・第１号・第２号公共下水道の整備率は、前年度と同数である
が、総体的には増加しています。
・第３号公共下水道については、箱根小田原幹線工事が概ね
計画どおりに進んでいることから、面整備の基本計画を策定し
ました。
・未普及地区の管路施設整備工事、老朽化したポンプ場設備
の改築更新工事を行いました。また、次期ストックマネジメント
計画の検討に着手しました。

(目標達成又は進捗している)

B : 一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

第３号公共下水道事業（公
共下水道事業会計）

町民の生活環境の利便性と快適性の向上はもとより、貴
重な観光資源である早川等の自然環境を保全する

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

第３号公共下水道事業面
整備事業（公共下水道事
業会計）

町民の生活環境の利便性と快適性の向上はもとより、貴
重な観光資源である早川等の自然環境を保全する

概ね計画
通り実施で

きた
なし

計画通り実
施（予定）

－67－



１　施策の概要

ロジック・モデル P-189

元年度(基準) ２年度(実績)

3-21-2 駅など主な交通拠点の機能充実

3-21-3 自然環境への負荷軽減

実施計画 P-94～

  ７年度(実績) ８年度(目標)

３年度(実績)   ４年度(実績)

件
4,500

4,466 3,708

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策21

総合計画上
の位置付け

基本目標  ３ 誰もが住みたくなる、より良い生活環境のまちづくり

施　　策  21 地域交通の利便性の確保

重点施策  該当なし

施策担当課 施策責任者

3-21-1 利用しやすい公共交通サービスの提供

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-83～

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

3

単位

3,237 4,874

５年度(実績)   ６年度(実績)

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・仙石原交差点の改良について計画の概要が決定したため、地域への説明が行われま
した。今後、より詳細な測量調査が行われ、土地所有者との用地買収や建物補償に関
する協議が開始されることとなっています。
・仙石原交差点周辺まちづくりについては、地域住民等が参加するワークショップを開催
し、まちづくりに関する協議や情報交換を行いました。
・公園等におけるマルシェイベントの開催が定着しつつある他、商店会と協働してまち歩
きツアーを試行的に開催することで、地域内に居住する若い世代にもまちづくりの輪を
広げることができました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・パーク＆サイクルについては、芦ノ湖畔を訪れる観光客の移動手段として定着し、目標
利用件数を達成しています。
・自転車のメンテナンスや保険加入等の手続きを各貸出拠点施設で個別に行っており、
統一が図られていない等の懸念事項があります。

そ
の
他
指
標

目
標
指
標

1
パークアンドサイクルの年間利用件数

2

公共交通機関の利便性と駅など主な交通拠点の機能の充実を図り、町民の生
活と観光客の移動手段の確保に努めます。

◇

都市整備課 環境整備部長

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析

今 後 の
取組方針

施策の展開

施　策　の　展　開
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1

2

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」132ページのとおり。

(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

①

・目標指標としている「パークアンドサイクル」の促進について
は、目標指標は達成しているものの、運営上の課題解決につ
いて検討します。
・仙石原交差点周辺におけるまちづくりは、プラットフォームを
通じて、まちづくり推進のための体制整備を行うとともに、プラッ
トフォームで決定したまちづくりテーマやその取組事項に沿っ
て、それぞれの役割と分担により具体的な展開を図ります。

(効果的な事業構成である)

A

・目標指標としている「パークアンドサイクルの年間利用件数」
については、芦ノ湖畔訪れる観光客の移動手段として定着し、
目標利用件数を達成しています。
・仙石原交差点の改良については、計画の概要が決定し、地
域への説明が行われました。今後、より詳細な測量調査が行わ
れ、土地所有者との用地買収や建物補償に関する協議が開
始されることとなっています。
・仙石原交差点周辺まちづくりについては、公園等におけるマ
ルシェの開催や、まち歩きツアーを開催することで、地域内に
居住する若い世代にもまちづくりの輪を広げることができていま
す。

(目標達成又は進捗している)

B : 一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている

進捗は大幅に遅れている

公共交通事業者燃料価格
高騰対策支援事業

地域生活や経済活動を支える乗合バス事業者やタク
シー事業者に燃料価格高騰分の一部を支援し、地域公
共交通サービスの維持を図る

廃止
計画通り実
施できた

なし

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

(あまり効果的な事業構成ではない)

(目標達成が遅れる可能性がある)

D :

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

② : 一部見直し等の余地がある

仙石原交差点周辺まちづ
くり事業（再掲）

仙石原交差点周辺の道路改良等に併せて、都市計画
の視点で周辺のまちづくりを行うことで、地域の活性化や
住環境の向上を図る

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

事務事業名
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１　施策の概要

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策22

総合計画上
の位置付け

基本目標  ４ 環境にやさしく、安全・安心なまちづくり

施　　策  22 循環型社会の形成

重点施策  分野５ 持続可能なまちづくり〔施策の展開 4-22-1が該当〕

循環型社会の構築

4-22-2 カーボンニュートラル（脱炭素社会）の推進

4-22-3 ごみ処理施設・し尿処理施設の効率的活用

今 後 の
取組方針

◇ 廃棄物の発生抑制や資源の循環的利用を推進するため、４Ｒ（発生回避、発
生抑制・再使用・再生利用）を進めます。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

4-22-1

環　境　課 環境整備部長

◇ 箱根町環境基本計画に基づき脱炭素社会の形成を進めるとともに、ごみ処理
施設・し尿処理施設の効率的活用を図ります。

目
標
指
標

1
ごみの資源化率

ロジック・モデル P-190

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

％

3

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-86～

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

実施計画 P-96～

2
ごみの焼却処理量

トン

5.8 6.7 5.9 5.4

12.0

13,956 10,828 11,118 12,199

13,100

4

そ
の
他
指
標

1

2

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・スマートエネルギー導入促進事業により、町民が居住する住宅への再生可能エネル
ギー設備等の導入を助成する制度を令和４年７月から開始した。ごみ減量化・再利用推
進事業では業務用生ごみ処理機の購入補助申請が１件あったことから、当該施設の厨
芥類の削減が見込まれます。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

ごみの資源化率は、事業系ごみについて、許可業者が環境センターを介さずに独自で
資源化したものを実績に含めることができないため、数字が伸び悩んでいる状況となっ
ています。
ごみの焼却処理量は、新型コロナウイルス感染症の影響で観光客数の減少により大幅
に減少した状況から回復しつつありますが、コロナ禍前の観光客数の水準に戻っていな
いことから目標値を達成しています。また、ごみ減量のための施策（事業系一般廃棄物
の収集体制の見直し及びごみ処理手数料改定）が定着し、計画の推進による効果も現
れているものと考えられます。

－70－



1

2

3

4

5

6

7

8

9

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・「ごみの資源化率」の向上にむけ、先進的事例も含めさらに
調査・研究し、積極的な推進を図ります。
・ごみ処理の広域化については、令和7年10月共同処理開始
に向け関係市町等と調整・協議し、「可燃ごみ中継施設」及び
「剪定枝等ストックヤード」の整備を着実に進めます。
・スマートエネルギー導入促進事業を令和４年７月から開始し
たことから、「2050年カーボンニュートラル」の実現に向け、エネ
ルギーの効率的な利用を促進し、温室効果ガスの削減を図り
ます。
・循環型社会の実現へ向けては、町民・事業者と協働して取り
組むとともに、庁内横断的に取り組みます。

(効果的な事業構成である)

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

B :

今後の
方向性

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施できた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

清掃第１プラント（焼却施設）を効率的に運転・維持管理
する

廃棄物処理を適正に実施するため施設の機能保持を図
る

粗大ごみ、不燃ごみの適正な処理及び資源化を図る

循環型社会形成の推進を図るため、神奈川県ごみ処理
広域化計画に基づき、一般廃棄物処理に関する広域的
な取り組みを推進する

「2050年カーボンニュートラル」の実現に向け、町民によ
るエネルギーの効率的な利用を促進するとともに、本町
における一層の温室効果ガスの削減を図る

ごみの発生、排出抑制及び資源化によるごみ減量化を
住民・事業者・行政が一体となって総ぐるみで推進する

あり

なし

なし

あり

なし

あり

なし

なし

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」132ページのとおり。

清掃第２プラント（し尿処理施設）を効率的に運転・維持
管理する

し尿・浄化槽汚泥処理を適正に実施するため施設の機
能保持を図る

④ : 抜本的見直し等が必要

計画通り実
施できな
かった

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

概ね計画
通り実施で

きた

スマートエネルギー導入促
進事業

ごみ減量化・再利用推進
事業

粗大ごみ選別業務委託事
業

ごみ処理広域化推進事業

清掃第１プラント運転管理
事業

清掃第１プラント施設維持
管理事業

清掃第２プラント運転管理
事業

清掃第２プラント施設維持
管理事業

最終処分場施設維持管理
事業

最終処分場を適正に維持管理するとともに施設の機能
保持を図る

概ね計画
通り実施で

きた
なし

計画通り実
施（予定）

（事業構成に問題がある）

D : 進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・目標指標である「ごみの焼却処理量」は、コロナ禍の影響で
観光客数の減少により大幅に減少した状況から回復傾向にあ
り、昨年度より増えているが、ごみ減量化のための施策（家庭
用及び事業者用生ごみ処理機購入補助）、ごみ資源再利用推
進のための施策（剪定枝の一部資源化）を実施しました。
・ごみの資源化率は、事業系ごみについて、許可業者が環境
センターを介さずに独自で資源化したものを実績に含めること
ができないため、数字が伸び悩んでいる状況となっています。

(目標達成又は進捗している)

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)
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１　施策の概要

今 後 の
取組方針

◇ 箱根トラスト制度・県交付金などの活用により森林整備を含め自然環境の保
全に努めます。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

4-23-1

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策23

総合計画上
の位置付け

基本目標  ４ 環境にやさしく、安全・安心なまちづくり

施　　策  23 自然環境の保全

重点施策  分野５ 持続可能なまちづくり〔施策の展開 4-23-3が該当〕

4-23-5 地下水の保全対策

4-23-6 森林の多面的機能の確保と森林整備の推進

箱根トラスト制度の周知を図るとともに、町民への環境保全の意識啓発を進
めます。

◇

◇

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-88～ 実施計画 P-102～ ロジック・モデル P-192

箱根トラスト制度の充実

4-23-2 自然から学ぶことができる環境づくり

4-23-3 総合的な環境施策の推進

4-23-4 自然環境の保全

企　画　課

観　光　課

財　務　課

環　境　課

企画観光部長

4-23-7 仙石原湿原等におけるシカ対策の推進

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

千円

3
間伐材搬出促進事業に係る

ha

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)

4,799.0 2,683.0 2,062.0 4,150.0

  ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

2
豊かな森林づくり（水源かん養）の

ha
実施面積（実施町有地の延面積）

1
資源保全基金の年間寄付金額

6,000.0

145 176 212 249

104搬出実施面積（累計）

4

目
標
指
標

499

86 93 99 106

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・コロナの影響で令和２年度～３年度と減っていた寄付額は、経済状況の回復はもとより、新規寄
付企業もあり、400万円以上の寄付額となりました。
また、シンボルマークの協力金として毎年大口の寄付を実施している小田急電鉄㈱と、資源保全
基金のさらなる認知度向上に向け、「夏休みジオ講座」を実施しました。
・箱根地域におけるニホンジカ対策として、環境省主催の箱根地域ニホンジカ管理検討会に担当
者が出席し、多様な主体による新たなエリアの捕獲を、令和4年度から実施することとしました。
・町有林の整備のほか、長期施業受委託制度による森林（私有林）整備が格段に進んでいます。
・間伐材搬出促進事業は、市場における木材利用の観点及び町が目指す針広混交林にするた
め、必要不可欠な事業と考えます。令和4年度においても、作業の効率化を図るため、作業道を
増設しました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・資源保全基金への寄付については、継続して協力いただいている企業・団体からの寄付が大半
を占めていますが、コロナなど経済状況により、大きく変動します。今後も引き続き、協力を得ること
に加えて、新規協力者の開拓を図るために広報周知の方法や寄付方法の検討を進める必要があ
ります。
・目標とする指標のうち森林関係の目標値は、年々進捗が図れています。
・森林整備に係る経費は、現状、神奈川県が実施する森林環境保全・再生市町村交付金
（100％）で実施できていますが、県が策定した大綱では令和８年度で終了となることから、財源確
保が課題となっています。

「箱根町地下水保全計画（第２期）」に基づき、温泉を含めた地下水保全対
策を進めます。
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1

2

3

4

5

6

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

資源の保全を推進する

森林を整備し水源環境を保全・再生する

箱根トラスト推進事業

課題の
有無

今後の
方向性

豊かな森林づくり事業（総
務費）

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

D : 進捗は大幅に遅れている

③ : 見直し等の余地は大きい

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・資源保全基金の残高が減少傾向にあるため、箱根トラスト制
度について町広報等による周知のほか、関連事業（すすき草
原保存事業・箱根ジオパーク推進事業など）を通じての普及啓
発に努め、基金への賛同者（企業）増加を図っていきます。
・森林整備の推進財源である県からの水源環境保全・再生市
町村交付金が、現行の県計画では令和８年度で終了となること
から、将来にわたって健全な森林及び地下水を保全していくた
め、持続可能な財源を確保していく必要があります。
・温泉の源でもある地下水を持続的に保全していくため、要綱
等の策定に向け取り組んでいきます。

(効果的な事業構成である)

抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

(あまり効果的な事業構成ではない)

地下水、温泉等の水位、水質のモニタリング調査を継続
的に実施し、町内の水資源の保護を図る

森林病害虫防除対策事業

地下水保全対策事業

計画通り実
施できた

概ね計画
通り実施で

きた

荒廃の進む水源の森林エリア内の町有林及び私有林の
適切な管理、整備を進め、水源かん養など森林の持つ
公益的機能の高い「豊かで活力ある森林」を目指す

水源かん養など公益的機能の高い良好な森林づくりを
進めるため、間伐材の搬出を促進し、有効利用を図るこ
とにより、資源循環による森林整備を推進する

豊かな森林づくり事業（農
林水産業費）

間伐材搬出促進事業

順調に推移

B

・目標指標である「資源保全基金への寄付」が、コロナ禍からの
経済状況の回復等の効果もあり３年ぶりに回復しました。
・町有林・私有林・財産区有林における森林整備や間伐材搬
出が、県交付金などの活用により順調に進んでいます。
・地下水に関する継続的な各種調査を実施し、調査結果を町
ホームページへ掲載しました。併せて、地下水の重要性や有
効活用について普及啓発活動（チラシ周知等）を行いました。
・ニホンジカに関する会議体に参加し、新たなエリアでの捕獲
活動を実施するなど、シカ対策に取り組みました。

(目標達成又は進捗している)

B : 一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

４　施策の進捗状況
区　　　分

あり

あり

なし

なし

なし

あり

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」133ページのとおり。

④ :

(目標達成が遅れる可能性がある)

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

ナラ枯れ被害の拡大防止を図る

選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A :
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１　施策の概要

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策24

総合計画上
の位置付け

基本目標  ４ 環境にやさしく、安全・安心なまちづくり

施　　策  24 景観の保全・形成

重点施策  該当なし

4-24-2 町民との協働による景観づくりの発展

4-24-3 町の先導的役割の遂行

4-24-4 景観法等に基づく施策の展開

4-24-5 独自施策の展開

今 後 の
取組方針

◇ 町民、事業者、観光客及び町が各々の役割に応じて協働し、良好な景観を守
り育みながら、積極的に景観まちづくりを進めていきます。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

4-24-1 箱根町景観計画の見直しと適切な進行管理

4-24-6 国・神奈川県、関連自治体との連携

景観形成の目的の具現化へ向け、箱根町景観計画の各施策の推進効果を検証
しその効果と実現性を考慮した質の高い独自施策を、国・神奈川県、他の自
治体と協働・連携しながら展開します。

◇

都市整備課 環境整備部長

目
標
指
標

1
景観まちづくり協力店の認定件数

ロジック・モデル P-193

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

件

3

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-91～

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

実施計画 P-106～

（累計）

2

15 15 15 15

30

そ
の
他
指
標

1

2

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・町広報・回覧での景観計画・条例の制度紹介を始め、協力店の認定や、景観フェイス
ブックページ・インスタグラムでの広報等により、景観計画・条例の認知度は高まってきて
います。
・景観セミナーを開催し、住民及び観光事業者の景観意識の向上を図りました。
・良好な湖水景観づくりを推進するため、芦ノ湖畔の立看板の統合・更新・撤去につい
て、環境省、神奈川県及び関係機関との協議を行い、今後の方向性を検討しました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・景観を気運にしたまちづくり(※景観とまちづくりを共存させたもの）は、地元住民の意見
や働きかけが必須であり、また、その場を提供することも必要であるため、アドバイザー派
遣制度など、更なる広報が必要と考えます。
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1

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

D : 進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・目標指標としている「景観まちづくり協力認定店の認定件数」
は、ここ数年は、伸び悩んでいます。
・町民等のさらなる景観意識の啓発や情報提供を行うため、
SNS等を積極的に活用し、利用者の増進が図られています。ま
た、未着手であった景観セミナーを開催しました。
・芦ノ湖の良好な景観づくり推進について、環境省、河川管理
者である神奈川県及び関係機関と湖畔の立看板の統合・更
新・撤去について協議し、今後の方向性を検討しました。

(目標達成又は進捗している)

B : 一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・「景観まちづくり協力認定店の認定」は、目標値達成に向け、
今後とも積極的に働きかけます。
・一部施策（景観重点地区モデル地区検討、眺望点指定検討
等）において、未だ着手されていな事項が見受けられるので、
改めて計画内容を確認し、計画的に実施しできるよう努めま
す。
・また、必要に応じ今後の具体的施策展開等の見直しを図り、
計画的・効果的な景観の保全・形成を推進します。

(効果的な事業構成である)

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

(あまり効果的な事業構成ではない)

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい

計画通り実
施（予定）

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」134ページのとおり。

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

あり
概ね計画
通り実施で

きた

町民等が町に愛着と誇りを持って住み続けられる環境を
創出する
国内外の観光客がまた訪れたいと思えるような環境を創
出する

景観まちづくり推進事業
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１　施策の概要

5

2 0 20 22

5

2 0 1 2

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策25

総合計画上
の位置付け

基本目標  ４ 環境にやさしく、安全・安心なまちづくり

施　　策  25 防災対策の推進

重点施策  分野１ 防災力の強化〔施策の展開 4-25-3,4-25-4,4-25-5が該当〕

今 後 の
取組方針

◇ 地震、風水害、火山災害、雪害などに対し行政主体の防災・減災対策を推進
していくとともに、ＳＮＳ、アプリ等の時代に即した情報発信の多様化や自
主防災活動の促進、防災意識の啓発、民間施設との連携等を通じて自助・共
助による防災活動を推進し、安全・安心なまちづくりを目指します。

◇ 地震による建築物の倒壊等から町民等の生命、生活の安全安心を守るほか、
災害時に通行可能な空間を確保するため、建築物の耐震化の促進に努めま
す。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

4-25-1

火山災害対策

4-25-6 武力攻撃事態等の対策

4-25-7 緊急輸送路沿道建築物耐震化の促進

防災対策の総合的な推進

4-25-2 防災設備の充実

4-25-3 情報発信体制の充実

4-25-4 自主防災活動の促進と防災意識の啓発

4-25-5

総務防災課

都市整備課

上下水道温泉課

100

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-94～ 実施計画 P-108～ ロジック・モデル P-194

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び

　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）
単位

５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

そ
の
他
指
標

1

件3
木造住宅耐震診断費に対する年間助成
件数

2

目
標
指
標

1 ％

2 回
防災講演、出前出張講座等の依頼数に
対する講演会等の実施回数

100 100 100 100

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・地震に強いまちづくりを推進するため、町民自ら所有し居住する木造住宅や緊急輸送
道路（国道1号、国道138号、県道75号線）で道路閉塞を起こす可能性が高い旧耐震基
準による一定の建築物について、耐震診断及び耐震改修に要する費用の補助を行い、
耐震化を促進しました。
・耐震化への順序として、先ずは居住する家屋の実情を理解してもらう必要があることか
ら、耐震相談会への参加を促すため、広報はこねやホームページによる周知、対象物件
の所有者へのダイレクトメールを送付したうえで、町内各地域で無料耐震相談会を実施
し耐震化への誘導を図りました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・耐震化を促進するためには、一般診断・耐震改修に係る対象物件所有者の経済的負
担を軽減すること及び町民意識の向上が大きな課題となっています。

総務部長

4-25-8 要緊急安全確認大規模建築物耐震化の促進

4-25-9 木造住宅耐震化の促進

神奈川県西部地震の被害想定に基づ
く、避難者及び帰宅困難者のための食
料備蓄率
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

①

・引き続き自主防災組織や新たに町内宿泊業者等の中に防災
士を養成するとともに、既に資格を取得した防災士に対して、
スキルアップや実践経験、情報共有を目的としたフォローアッ
プ研修を実施します。
・緊急輸送道路沿道建築物や木造住宅の耐震化、ブロック塀
等撤去改修補助制度についてはＰＲを強化するなど、更なる
事業促進に努めます。

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

あり

あり

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」135ページのとおり。

D : 進捗は大幅に遅れている

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

③ : 見直し等の余地は大きい

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施できな
かった

計画通り実
施できな
かった

あり

なし

あり

なし

あり

ブロック塀等撤去改修補
助事業

危険なブロック塀等の撤去・改修を進めることで災害に
強いまちづくりを実現する

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

建築物の倒壊によって、住民等の避難、車両の通行等
を妨げる恐れのある建築物の耐震化を図り、緊急輸送道
路としての機能を確保する

不特定多数が利用し、かつ災害時の避難者受入建築物
の耐震化を促進し、町民はもとより、観光客の生命を守る

緊急輸送道路沿道建築物
耐震化補助事業

要緊急安全確認大規模建
築物耐震化補助事業

あり

(あまり効果的な事業構成ではない)

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・町内32カ所に土のうステーションの設置や災害時応急給水タ
ンクを整備したほか、防災士フォローアップ研修として防災出
前講座を開催するなど、防災意識の啓発や自助、共助の取り
組みの意識醸成を図った。
・災害弱者に対する防災行政無線の戸別受信機の販売価格
を引き下げ、災害時の情報伝達体制の充実を図った。

(目標達成又は進捗している)

B :

木造住宅耐震化補助事業
耐震性の低い旧耐震建物の耐震化を図ることにより、地
震に強いまちづくりを推進する

計画通り実
施できな
かった

あり
計画通り実
施（予定）

地震等災害対策事業

震後建物応急判定業務整
備事業

被災者生活再建支援事業

災害時応急給水タンク整
備

水道事業会計補助金

大涌谷火山対策事業

大雨・停電・地震災害等による断水に備え、応急給水手
段の確保を図る

大涌谷を中心とした箱根山の火山活動の活発化、火山
災害に備え、安全・安心の確保を図る

被害者生活再建支援法の適用対象外の被災者に対し
町独自に支援する

大雨・停電・地震災害等による断水に備え、応急給水手
段の確保を図る

風水害や雪害のほか、東海地震や県西部地震等の発
生時の被害軽減を図る

地震により多くの建築物が被災した場合、被害の状況を
調査し、二次被害発生の危険を判定することで、町民の
安全を確保する

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施できた

概ね計画
通り実施で

きた
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１　施策の概要

◇ 町民に対する防火意識の高揚や応急手当の普及啓発を引き続き推進しま
す。

今 後 の
取組方針

◇ 消防施設や装備、資機材等の充実に努めるとともに、消防職員一人ひとり
の育成及び資質の向上を図ります。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

4-26-1

救命率の向上及び救急体制の充実

4-26-6 通信指令体制の充実・強化

消防施設・装備の充実

4-26-2 消防団活動の充実

4-26-3 消防・救助体制の充実

4-26-4 火災の未然防止及び被害軽減の推進

4-26-5

◇ 消防団員の確保を促進するとともに処遇改善に努め、消防団組織の充実強
化を図ります。

消防本部 消防長

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策26

総合計画上
の位置付け

基本目標  ４ 環境にやさしく、安全・安心なまちづくり

施　　策  26 消防・救急対策の充実

重点施策  該当なし

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-98～ 実施計画 P-114～ ロジック・モデル P-196

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

目
標
指
標

1
応急手当の普及啓発受講者数

人

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

602 7

2
消防団員数

人

121 408

750

327 325 309 306

370

3

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・応急手当普及啓発活動を通じて救命率の向上を図るため、定期的に一般公募制の救
命講習を開催するとともに、消防団員、宿泊施設等事業所の従業員、保育士等に対して
も救命講習を行い、応急手当の普及啓発に努めました。
・消防団員を確保するため、入団募集広報等により継続的に入団促進を図るとともに、消
防団員の「年額報酬」と「出動報酬」を危険な災害現場での活動に見合った金額に引上
げて処遇改善を図り、更に、大規模災害発生時等において地域の分団を支援する「機
能別消防団員制度」を創設することにより、消防団組織の充実強化を図りました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・令和4年度の応急手当普及講習会は、合計59回開催して受講者総数は408人となりま
した。新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、講習会1回あたりの受講人数を
制限したことが要因と考えられます。今後は、感染防止対策を徹底した上で受講人数を
勘案することにより、指標の目標値達成に努めていきます。
・令和4年度の消防団員数は、前年度と比べ3人減少し306人となりました。消防団員を確
保することは、地域の消防防災体制を維持していくために重要な課題でありますので、
消防団員の処遇改善の他、機能別消防団員制度の運用を開始するとともに、女性消防
団員の入団促進など、引き続き消防団員の確保に努めていきます。

そ
の
他
指
標

1

2
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

地震等災害対応資機材整
備事業（常備消防費）

救急業務高度化推進事業
（常備消防費）

消防防災拠点となる消防施設等の適正管理を図る

気象情報を把握して災害対応方策に活用するとともに、
通信指令体制の充実強化を図る

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

①

・複雑多様化する各種災害に迅速・的確に対応するためには、最新の知識・
技術の習得及び消防施設、車両、資機材、装備の充実、強化が必要なことか
ら、消防各種事業の内容について更なる検討を行い、引き続き消防力の向上
に努めていきます。
・応急手当普及講習会の受講促進、救急救命士の資質・技術の向上並びに
救急資器材の整備を図り、救急救命体制の更なる向上に努めていきます。
・消防団員の充足率向上のため、福利厚生の充実や被服・装備などを整備す
るとともに箱根町消防団協力事業所表示制度の推進、更には、女性消防団
員や機能別消防団員の入団促進など積極的に取り組みます。

(効果的な事業構成である)

④ : 抜本的見直し等が必要

進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・消防職員・消防団員の被服や各種消防活動用資機材の整備、消防車両の
更新、消防施設の維持・補修等を推進し、災害発生時の安全管理体制や消
防力の充実・強化が図られ、災害対応力が向上しました。
・町民をはじめ宿泊施設の従業員等に対して応急手当普及講習会を開催す
るとともに、救急救命士の教育や研修の受講並びに救急業務の高度化に向
けた救急資器材の整備により、救急救命体制が向上しました。
・大規模災害発生時等において地域の分団を支援する「機能別消防団員制
度」を創設し、消防団組織の充実・強化を図りました。
・幼年消防クラブの育成や町民への住宅用火災警報器の普及促進広報、宿
泊施設等の各種事業所への防火指導を実施し、防火意識の向上と防火思想
の普及を図りました。

(目標達成又は進捗している)

B :

C :

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

計画通り実
施（予定）

(あまり効果的な事業構成ではない)

火災予防推進事業

なし
計画通り実
施できた

あり
計画通り実
施（予定）

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」137ページのとおり。

（事業構成に問題がある）

幼年児から小・中学生等への防火思想の普及を図ること
により、火災を未然に防止し、火災のない町づくりを推進
する

概ね計画
通り実施で

きた
なし

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施できた

大規模地震等の自然災害発生に備え、迅速かつ安全な
消防・救助活動体制の充実強化を図る

救急隊員（救急救命士）に対する教育の充実、救急資器
材等の整備や応急手当の普及啓発を推進し、救命率の
向上を図る

なし

なし

なし

計画通り実
施できた

計画通り実
施できた

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

課題の
有無

今後の
方向性

計画通り実
施できた

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

なし

あり
計画通り実
施できな
かった

災害防ぎょ活動時等における消防職員の安全管理の徹
底を図る

各種災害時における消防活動体制の充実及び機動力
の強化を図る

事業の
進捗度

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施できた

事務事業名 事務事業の目的

消防団員被服等整備事業

地震等災害対応資機材整
備事業（非常備消防費）

消防施設等整備事業

消防情報機器等整備事業

計画通り実
施できた

計画通り実
施できた

複雑多様化する消防・救助業務の充実強化を図る

火災発生時における消防活動体制の充実を図る

消防・救助業務推進事業

消防水利等整備事業

計画通り実
施できた

災害防ぎょ活動時等における消防団員の安全管理の徹
底を図る

大規模地震発生時等における消防団員による消防活動
体制を確保するため、資機材の充実強化を図る

計画通り実
施（予定）

消防職員被服等整備事業

消防車両整備事業

あり

計画通り実
施（予定）

あり

なし
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１　施策の概要

◇

2

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策27

総合計画上
の位置付け

基本目標  ４ 環境にやさしく、安全・安心なまちづくり

施　　策  27 交通安全・防犯の充実

重点施策  該当なし

今 後 の
取組方針

◇ 警察を中心とした関係団体と連携を図り、交通安全への意識の高揚や適切な
施設の整備、点検に努めます。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-101～ 実施計画 P-120～ ロジック・モデル P-198

4-27-1 交通安全意識の高揚

消費者への相談体制を充実するとともに、情報提供等により消費者の意識啓
発に努めます。

◇

4-27-6

4-27-2 道路交通環境の整備

4-27-3 二輪車の事故防止対策

4-27-4 一体となった地域防犯体制の構築

4-27-5 防犯施設の充実

15

0 1

回

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

2 2

2目
標
指
標

1
町立小学校及び認定こども園・幼稚
園・保育所での交通安全教室開催回数

人

4
交通安全施設の重点点検

7 7 7 7

7

15 0 0 0

そ
の
他
指
標

1

５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績)

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・町立小学校及び認定こども園・幼稚園・保育所で交通安全教室を開催したことにより、
園児や生徒の交通安全に対する知識の向上を図ることができました。
・スクールゾーンや路面標示などの交通安全施設の点検を実施することにより、施設の
維持管理、登下校児童の交通安全確保の向上を図ることができました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・町内高齢者（65歳以上）のドライビングスクールはコロナ禍ということもあり、令和２年度
から４年度の実施を見送りましたが、代替として他課で高齢者の方に送付する通知等に
啓発のチラシなどを同封し、交通安全の普及啓発を図りました。全国的に高齢運転者に
よる事故が増加しており、高齢者へのドライビング講習の重要性が増していることから今
後ドライビングスクールの再開と参加者増に向けての検討が必要です。
・小田原消費生活センターの相談窓口を広く住民に周知したことにより相談件数も目標
とする件数に近い実績で推移しているため、今後も周知を継続していきます。

人

2

件

町内高齢者（65歳以上）へのドライビ
ングスクールの参加者数

警察や防犯関係団体等と協力し、犯罪のない地域づくりに努めます。

相談体制の充実と消費生活に関わる意識啓
発の推進

町 民 課 総務部長

８年度(目標)

死亡事故発生件数 0 3 3 1

3
消費生活に関する相談件数 44 53 31 41

件
50
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1

2

3

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

消費生活相談支援事業
消費生活問題に係る相談体制の充実を図り、消費者被
害の防止を図る

概ね計画
通り実施で

きた
なし

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・児童、園児を対象とした交通安全教室の実施のほか、スクー
ルゾーンや路面標示などの交通安全施設の点検を実施、警察
署等へ改善を要望するなど、交通安全への意識の高揚や適
切な施設の整備、点検を行った。
・消費者相談窓口の周知により、振り込め詐欺などの被害防止
対策を図った。

(目標達成又は進捗している)

B :

あり
概ね計画
通り実施で

きた
町の交通安全対策の推進を図る

概ね計画
通り実施で

きた
あり

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

計画通り実
施（予定）

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」139ページのとおり。

① : 現状のまま継続する

①

・町立小学校及び認定こども園・幼稚園・保育所での交通安全
教室を引き続き開催し、園児や生徒の交通安全に対する知識
の向上を図ります。
・全国的に高齢運転者の事故が増加しているなかで、コロナ禍
で実施できなかった高齢者のドライビング講習を実施していく
ことや、自動車急発進防止装置等に対する補助制度をＰＲす
るなど、高齢者の交通事故防止及び安全安心なまちづくりを
推進します。

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

犯罪のない安心・安全なまちづくりの推進を図る

課題の
有無

今後の
方向性

交通安全対策推進事業

くらしの安全推進事業
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１　施策の概要

域内滞在時間延長と周辺エリアの拡大
施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課

火山活動の影響を受けた大涌谷園地の持続
可能な環境整備

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策28

総合計画上
の位置付け

基本目標  ５ 癒しと文化を提供する観光産業づくり

施　　策  28 観光資源の開発と活用

重点施策  分野４ ブランド力の強化〔施策の展開 5-28-1が該当〕

施策責任者

5-28-1 観光地のブランド化促進

5-28-2 町営温泉の安全・安心・安定的な供給体制

今 後 の
取組方針

◇ 周辺の自然と調和しつつ、地域の歴史や文化を活用し、保養・休養の場とし
てより魅力のある観光地を目指します。

◇ 温泉事業における恒常的な安定給湯を図るため老朽化した施設の更新と町営
温泉供給区域について新規加入者を獲得するためのＰＲ活動を行っていきま
す。

◇ 災害等の際、観光地箱根の生命線、大切な資源である温泉が、官民の連携に
より安定的に供給できるよう、取組みます。

ロジック・モデル P-199

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

5-28-5 箱根温泉蒸気井管理協議会との連携強化

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-105～ 実施計画 P-123～

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

観　光　課

企　画　課

総務防災課

上下水道温泉課

企画観光部長
5-28-3

5-28-4

目
標
指
標

3

万回

2

1
観光協会ホームページのアクセス数 296 219 265 297

300

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・箱根温泉蒸気井管理協議会との連携強化については、研修等を通じて情報共有を図
りました。
・老朽化した施設・管路等の更新により、温泉を安定的に供給することができました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・個人別荘が多い湯之花地区の新規加入者を獲得するため、施工区間に面した土地所
有者に対してＰＲ活動を展開しましたが、電気・ガス・水道のように日常生活に必要不可
欠なライフラインと性質が異なる事から、加入には至りませんでした。

2

そ
の
他
指
標

1

－82－



1

2

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・箱根ＤＭＯをはじめとする観光関連団体や事業者等と連携
し、観光資源に新たな付加価値を付与するなどして箱根ブラン
ドの向上を継続的に図る必要があります。
・第2次HOT２１観光プラン実施計画の改定（後期計画策定）に
あたっては、新型コロナウイルスの経験を踏まえた感染症対策
のほか、SDGｓや観光ＤＸなどにも配慮する必要があります。
・最大の観光資源とも言える温泉の有効活用を図るとともに、
近年増加傾向にある自然災害に強い施設及び相互支援体制
の構築に官民が協働して取り組む必要があります。

(効果的な事業構成である)

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい

② : 一部見直し等の余地がある

進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」139ページのとおり。

区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・目標指標である「観光協会ホームページのアクセス数」が、コ
ロナ禍以前の令和元年度（2019）並みに回復しました。旬な情
報や観光スポットの様子をリアルタイムに発信するとともに、自
然や歴史・文化など幅広い箱根の魅力を国内外へ拡散し、箱
根ブランドの普及促進に努めています。
・観光地箱根に欠かせない温泉、火山の恵みである温泉資源
を安定的に供給、保全できるように、町営温泉の施設整備に努
めるとともに、官民の連携強化を図っています。

(目標達成又は進捗している)

B :

(目標達成が遅れる可能性がある)

D :

３　施策を構成する実施計画事業の評価

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている

なし
概ね計画
通り実施で

きた

事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

なし
概ね計画
通り実施で

きた

安定給湯を図る

老朽化した管路の更新を行う

箱根線整備事業（温泉特
別会計）

湯之花線整備事業（温泉
特別会計）

番
号

事務事業名
今後の
方向性

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）
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１　施策の概要

今 後 の
取組方針

◇

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

5-29-1 町立観光施設の内容充実

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策29

総合計画上
の位置付け

基本目標  ５ 癒しと文化を提供する観光産業づくり

施　　策  29 観光拠点整備と魅力向上

重点施策  該当なし

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-107～ 実施計画 P-125～ ロジック・モデル P-200

5-29-2 公衆トイレの改修

5-29-3 自然の癒しを感じながら散策できる観光地づくり

5-29-4 仙石原すすき草原の保全と魅力向上

観　光　課 企画観光部長

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

人

3
箱根湿生花園の入館者数

人

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)

14,208 11,428 14,014 15,178

  ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

2
箱根ジオミュージアムの入館者数

人

1
森のふれあい館の入館者数

18,000

56,780 68,735 81,724 123,648

92,000

目
標
指
標

153,000

78,369 52,823 59,751 65,925

そ

の

他

指

標

1

観光拠点の整備を引き続き図り、魅力や利便性の向上に努めます。

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・箱根湿生花園では、開園期間中に4つの企画展と3つのミニイベントを開催し、入館者
へのサービスにつながりました。
また、長年使用してきた設備の老朽化に伴う改修及び災害対策に対応した改修を行い、
展示植物を解説する名札の表示板の老朽化や植物分類上の改正に対応するための更
新を行いました。
・森のふれあい館では、通常の木の実クラフトの他、冬季を中心に館内工芸室でワーク
ショップを不定期開催し、新規入館者・リピーターの満足度向上につながりました。
・ジオミュージアムでは、通年で企画展を開催し、好評だった企画展については一部を
常設展示に移行しました。また、ドーム映像を用いたイベントをジオミュージアムはじめ、
関係各所で開催し、火山や箱根の自然の魅力を伝え、集客に努めることができました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・箱根湿生花園では、新型コロナウイルス感染症の流行により、一度訪問先を変更した
団体等を呼び戻すことは困難な状況にありますが、企画展の開催や老朽化した施設の
改修等を図り、6,174人の増となりました。
・森のふれあい館では、団体で新型コロナウイルス感染症を理由にキャンセルした団体
はほとんどおらず、入館者数が前年度の5,077人から5,839人へ762人増となりました。ま
た、約6.5割が新規の団体だったため、今後リピーター団体の獲得が期待できます。
・ジオミュージアムでは、企画展や新たなイベントの開催によって、41,924人の増となりま
した。今後も魅力ある企画展やイベントの継続を図り、集客に取り組んでいきます。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・いずれの町立観光施設も、今後も魅力ある企画展等を継続
的に実施し、リピーターを持続的に確保するとともに、新たな入
館者や団体の獲得を図る必要があります。
・森のふれあい館は、今後の館とやすらぎの森（森林セラピー
推進事業を含む）の一体的な利活用等について、検討する必
要があります。
・ハイキングコースや仙石原すすき草原は、ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰﾂｰﾘｽﾞﾑ
やﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾂｰﾘｽﾞﾑ等の観点も取り入れ、今後の施設・環境整
備について、検討する必要があります。

(効果的な事業構成である)

なし

なし

概ね計画通
り実施できた

概ね計画通
り実施できた

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

なし

なし

なし

概ね計画通
り実施できた

概ね計画通
り実施できた

概ね計画通
り実施できた

概ね計画通
り実施できた

選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・森のふれあい館では、感染防止対策に努めながら誘客に努
め、新たな団体客等も来館した結果、入館者が増加しました。
・箱根ジオミュージアムでは、新たな催しを周辺施設にも拡げる
などして実施したほか、コロナ禍の収束につれ大幅に入館者が
増加しました。
・箱根湿生花園では、施設・設備の老朽化に伴う改修等を行う
とともに、企画展やミニイベント等を実施した結果、前年度より
入館者が増えましたが、コロナ禍前の人数までには回復してい
ません。
・ハイキングコースや仙石原すすき草原への来訪者が快適に
楽しめるように周遊環境の維持整備に努めています。

(目標達成又は進捗している)

B :

あり

ハイキングコース等整備事
業

ハイカーの安全を確保する
概ね計画通
り実施できた

なし
計画通り実
施（予定）

概ね計画通
り実施できた

あり
計画通り実
施（予定）

概ね計画通
り実施できた

なし
計画変更
し実施（予

定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）
計画変更
し実施（予

定）
計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」140ページのとおり。

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

観光施設整備事業

箱根湿生花園特別展等開
催事業

箱根湿生花園整備事業

ジオミュージアム誘客宣伝
事業

森のふれあい館整備事業

森のふれあい館特別展等
開催事業

やすらぎの森整備事業

仙石原すすき草原保存事
業

観光施設を適切に管理・運営するために必要な整備を
行う

森林セラピー推進事業
新しい箱根の魅力を発信するため、森のふれあい館、箱
根やすらぎの森等を中心に、森林セラピー活動の普及を
図る

公衆トイレ整備事業
公衆トイレ利用者が快適に利用するための維持管理を
行う

入園者へのサービスと誘客の一助を目的に常設展示と
併せ、年間数回の企画展等を開催し、展示の充実を図
る

長年の使用により老朽化した設備の改修を行うとともに
園内展示植物の充実を図る

大涌谷及びジオミュージアムへの誘客を促進する

安定した運営を行うため館内設備の整備を実施し、施設
の維持を図る

年度間を通じた入館者の増に向け、入館の動機づけを
図る

入園者が快適に過ごせるようにする

仙石原すすき草原の景観を保全しつつ、観光資源として
活用を図る

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

なし

あり

概ね計画通
り実施できた

概ね計画通
り実施できた

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

４　施策の進捗状況
区　　　分
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１　施策の概要

事業者支援の充実

今 後 の
取組方針

◇

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

5-30-1 顧客・マーケットに対応した宣伝・広報の推進

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策30

総合計画上
の位置付け

基本目標  ５ 癒しと文化を提供する観光産業づくり

施　　策  30 多様な観光資源を活用した誘客と受入態勢の整備

 分野５ 持続可能なまちづくり〔施策の展開 5-30-2が該当〕

外国人観光客誘致事業の推進と外国人への情報提供の充実

5-30-3

5-30-5

観光従事者等の雇用確保・拡大

5-30-7

森林セラピストの育成・活用

5-30-8

ハローワーク等との連携

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-109～ 実施計画 P-130～

観　光　課

財　務　課

学校教育課

企画観光部長

5-30-4

5-30-9 常設型喫煙所の整備の推進

観光関連産業の振興

5-30-2

5-30-6

児童・生徒を対象とした観光教育の推進

ロジック・モデル P-202

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

人

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

人
1,896

利用件数 10

576,183 40,038

1,257

目
標
指
標

1
年間入込観光客数

4
箱根ＤＭＯ公認観光ガイド - 0 0 48

60

3
外国人宿泊観光客数

1,350 1,736

2,000

4 0 0

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

アフターコロナに向けて、町内事業所のリニューアル等の設備投資に意欲的に取り組む
町内事業者を支援するため、令和4年度から中小企業等設備投資促進補助金を創設し
ました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

事業者側の更新のタイミングや財務状況なども影響し、実績の数はあまり多くなかったで
すが、通常行っている周知方法に加えて、償却資産が補助対象となるため、税務課と連
携し、償却資産の申告対象者への周知を図ります。

そ

の

他

指

標

1 件
利用件数

- - - 3中小企業等設備投資促進事業の

魅力ある地域資源を活かすとともに、衛生面や感染症対策の充実など国際観
光地「箱根」のさらなる振興を図っていきます。

◇ 箱根町観光協会や箱根コンベンションビューロー 、民間事業者等と連携し
ながら、引き続き事業を推進します。
誰もが気軽に観光に訪れることができるようなサービス提供ができる人材育
成を図るため、観光従事者等に様々な情報を提供するとともに町観光協会公
認ガイドの育成など、観光教育の実施に努めます。

◇

重点施策

人

2
観光産業融資利子補給事業の

 分野４ ブランド力の強化〔施策の展開 5-30-1が該当〕

0

4,028 41,564

400,000

件
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

観光客数の増加を図る

親善大使の知名度を生かした誘客の促進を図る

誘客宣伝事業

はこね親善大使事業

計画通り実
施（予定）

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

農地実態調査事業

水産業振興事業

なし

あり

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

正月の風物詩となっている箱根駅伝に対し積極的に協
力することで観光振興を図る

観光客の利便性向上を図る

箱根駅伝歓迎事業

観光情報推進事業

魚族放流により釣客の増加と観光資源の充実を図る

町内農地の現況を把握する

ふるさと納税促進事業
箱根ファンの拡大、地域活性化や産業振興に寄与する
とともに、歳入（税外収入）増加を図る

概ね計画
通り実施で

きた

事業者に対し支援等を行うことで経営の安定を図る

事業者に対し支援を行うことで経営の安定化を図る

中小企業者等の経営の安定及び活性化を図る

町内中小企業の人材確保と求職者の町内就職を促進
し、経営基盤の安定や雇用の維持・拡大を図る

中小企業者等アドバイ
ザー派遣事業

経営安定緊急融資事業

なし

―

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施できな
かった

中小企業の健全経営の支援を図る

中小企業者の資金借入に対し経済的支援を行うことで
観光産業の活性化を図る

信用保証料補助事業

観光産業融資利子補給事
業

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

なし

なし

なし

なし

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

あり

概ね計画
通り実施で

きた

なし

なし

計画通り実
施できた

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施（予定）

廃止

なし

なし

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

なし

なし

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

なし

なし

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

事業完了

計画通り実
施（予定）

計画の半
分程度実
施できた

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」141ページのとおり。

中小企業者等災害復旧支
援事業

人材確保等支援事業

中小企業等設備投資促進
事業

省エネ設備等更新促進事
業

インバウンド観光推進事業

退職金共済制度加入奨励
事業

勤労者生活資金融資事業

中小企業等感染症対策事
業

なし

なし

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

事業者に対し支援を行うことで経営の安定化を図る

計画通り実
施（予定）

勤労者の生活の安定と向上を経済的に支援する

計画通り実
施（予定）

企業の振興と従業員の雇用の安定に資するため、退職
金共済制度の加入促進を図る

計画通り実
施（予定）

行政機関、民間事業者が連携し、外国人観光客の一層
の誘致を図る

廃止
機械設備や機器をより電力や燃料等の効率が高いもの
に更新することを促し、高騰する電力、燃料価格への負
担を軽減する

計画通り実
施（予定）

設備投資意欲の向上及び経営基盤強化を図るため
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※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

B

(目標達成又は進捗している)

B :

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

①

・国内外からの観光客が安心して気軽に訪れることができる持
続可能な観光地を目指し、官民が連携して、人材育成から受
入態勢の整備まで、第2次HOT21観光プランの実施計画に基
づく多様な施策を推進する必要があります。
・アフターコロナを見据え、町内の観光事業者への支援を継続
的に実施し、事業の継続や経営の安定、雇用の確保等を図っ
ていく必要があります。
・観光情報の提供方法等、観光DXの視点も含め時代に即した
サービスのあり方について、検討する必要があります。

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

(あまり効果的な事業構成ではない)

区　　　分 選択区分

A : 順調に推移 ・目標指標である「年間入込観光客数」が、コロナ禍の収束に
つれ増加傾向にあり、令和４年(2022)はコロナ禍前の令和元年
(2019)対比：約９割、台風19号前の平成30年(2018)対比：約８
割にまで回復しました。
・一方、同指標としている「外国人宿泊観光客数」は、入国規
制が10月にまで及んだため、令和元年（2019）対比、平成30年
(2018)対比、いずれも約７％にとどまっていますが、規制緩和
以降、急激に伸び始めています。
・感染状況の落ち着きに合わせ、官民が連携して誘客促進及
び受入態勢の充実に努めています。

進捗状況区分を選択した理由

４　施策の進捗状況
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１　施策の概要

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策31

総合計画上
の位置付け

基本目標  ５ 癒しと文化を提供する観光産業づくり

施　　策  31 箱根ジオパークの推進

重点施策  該当なし

目
標
指
標

今 後 の
取組方針

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

5-31-1 ジオパーク活動の充実

5-31-2

5-31-3

箱根ジオパーク推進協議会の財源確保

5-31-4 オンラインコンテンツの拡充

ロジック・モデル P-205

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-113～

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)

人

3

  ７年度(実績) ８年度(目標)

実施計画 P-138～

36 40
1

箱根ジオパークサポーター登録者数 48 58

2
箱根ジオミュージアム入館者アンケー
トにおける箱根ジオミュージアムの認
知度

％

2

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

そ
の
他
指
標

1
箱根ジオミュージアム来館者数

人
123,64868,735 81,72456,780

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・ジオサイトにおける解説板の多言語化などの環境整備を進めるとともに、「フォトコンテスト」や「オ
ンラインジオツアー」、「サポーター講座」など、様々な普及活動を推進したことにより、微増ではあ
りますがサポーターの数は増加傾向にあり、また、フォトコンテストにおいても過去最多の応募数と
なるなど、徐々にジオパークの普及を進めることができています。
・「箱根ジオパークとして目指す姿－ビジョン」を策定するにあたり、地域課題等のヒアリングや意見
交換会などを進めるなかで、改めて、この地域が持つ「自然や景観、文化や歴史などの魅力」と
「その資源を守り、価値を地域内外に伝えることの大切さ」を、関係者間で再確認することができま
した。また、ビジョンが明確になったことにより、個々のジオパーク活動の効果を明確に見据え、推
進していくことが可能となりました。

・サポーター登録者は微増ながら、着実に増加しています。令和4年度は、「登山道の補修活動」、
「親子向け工作とジオ絵本読み聞かせ」、「地域で育まれる農産物とジオの繋がりを学ぶ」ものまで
幅広いテーマでサポーター講座を実施しました。仙石原湿原やジオサイトでの保全活動など、サ
ポーター講座の枠にとらわれず、声かけをすることで様々な活動へ参画いただくことで、参加者の
増加に繋げます。
・新型コロナ感染症により、箱根ジオミュージアム来館者アンケートは実施できなかったものの、箱
根ジオパークプロモーション映像などの紹介動画のオンライン配信や、東京ビッグサイトで開催さ
れるギフトショーで認定特産品のブース出展をするなど、広く普及に努めるほか、１番の拠点施設
である箱根ジオミュージアムでの体験型展示を増やしたり、プラネタリウムや昆虫観察会など親子
で参加できるイベントを企画したりするなど、様々な手法で普及に取り組んでいます。

ジオパークとして何を目指して活動していくかの検討を行い、箱根ジオパー
クのビジョンを策定し、関係者間で共有します。そのうえで、ビジョン実現
のための具体的な取組みを行動計画に定めることにより、ジオパーク活動の
さらなる充実を図ります。

◇

箱根ジオパークのビジョン策定

企　画　課

観　光　課
企画観光部長

100

22.5 コロナにより未実施 コロナにより未実施 コロナにより未実施

80.0
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1

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移 ・ジオパーク認定10周年を迎え、構成エリア２市３町における地
域課題等を関係者間で再認識し合い、「箱根ジオパークとして
目指す姿＝ビジョン」を策定したことにより、ジオパーク活動の
進むべき方向性等について改めて共有することができました。
・普及活動のバロメーターの一つであり、総合計画の目標指標
にも位置付けている「サポーター登録者数」については、微増
ですが増加傾向にあります。
・箱根ジオパークの拠点施設である箱根ジオミュージアムで
は、新たな催しを実施するなど普及に取り組んでいます。

B :

（目標達成が難しい可能性がある）

番
号

箱根ジオパーク推進事業

「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

B

(目標達成又は進捗している)

現状のまま継続する

②

・10周年の記念行事として実施した「夏休み子どもジオ講座」
への町内児童の参加率が低い状況等にあることから、町内に
おけるジオパークの普及活動により一層努めていきます。
・「箱根ジオパークとして目指す姿＝ビジョン」に沿って、これま
で以上に２市３町及び県等関係団体が連携して、ジオパーク
活動をより効果的に広域で推進していく必要があります。

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

D : 進捗は大幅に遅れている

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ :

区　　　分

見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

５　今後の方向性

① :

選択区分

箱根ジオパーク普及啓発とともに活動の充実を図る
概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」145ページのとおり。

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

３　施策を構成する実施計画事業の評価
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１　施策の概要

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策32

総合計画上
の位置付け

基本目標  ５ 癒しと文化を提供する観光産業づくり

施　　策  32 伝統産業や観光行事の振興

重点施策  該当なし

目
標
指
標

今 後 の
取組方針

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

5-32-1 伝統工芸のブランド力の向上及び後継者確保

5-32-4 地域観光行事の振興及び活用

5-32-2 伝統工芸品産業団体への支援

5-32-3 伝統文化の継承

9,947

2
寄木細工専用ホームページ

1
畑宿寄木会館来館者数

人

アクセス数

4,549 7,422 9,695

13,000

- 0 0 93,166

100,000
回

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-115～ 実施計画 P-140～ ロジック・モデル P-206

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び

　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）
単位

５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

4

3

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・寄木細工について理解を深めてもらうため、歴史や製作工程など寄木細工に関するこ
とを紹介したHPを開設しました。また、令和元年度に刷新した寄木細工のパンフレットに
HPのQRコードを貼り、より理解してもらえるよう整備しました。既に閲覧数が目標指標に
届くほどであり、好評を得ています。

2

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・旅行需要喚起策の効果や水際対策の大幅な緩和により、国内外の観光客が増え、前
年度に比べ寄木会館の入館者が増加しました。

そ
の
他
指
標

1

伝統文化・産業を伝承している団体等に引き続き事業や活動に対する支援を
行うとともに知名度向上のためのＰＲを行い、伝統文化等の保存・ブランド
力の向上・伝承を強く推進していきます。

◇

観　光　課 企画観光部長
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1

2

3

4

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

箱根大名行列衣装等を更新し、箱根大名行列の継続的
な実施を補助することによって文化の保存を図るととも
に、観光振興の一助とする

主要観光行事に対する特別助成を行い誘客を図る

大名行列衣装等整備事業

地域観光行事特別助成事
業

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

②

・伝統文化及び産業の伝承には町の支援は不可欠であり、今
後も支援策を実施していきます。併せて、関連団体等とともに
人材の確保、育成について検討を進め、連携して対策を講じ
る必要があります。
・地域の観光行事を引き続き助成し、誘客を促進する有効な観
光資源として充実が図られるよう支援していきます。

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C :

箱根寄木細工の振興及び伝統技術の保存を図る

日本の貴重な伝統文化の一つである古典芸能の邦楽や
邦舞の保存・伝承及び後継者の育成並びに振興を図る

箱根物産振興事業 なし

なし

あり

なし

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」145ページのとおり。

④ : 抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・伝統工芸専用のホームページ及び紹介動画を作成し、町の
公式情報として発信を開始し、寄木製品をPRするとともに、寄
木細工そのものへの興味・関心を高めることで文化の伝承・後
継者対策等へつなげていくよう取り組んでいます。
・伝統的工芸品の団体や古典芸能の振興団体の事業等を助
成し、活動を支援しました。
・箱根大名行列やその他の地域観光行事を助成し、各地域の
観光振興を図っています。

(目標達成又は進捗している)

B :

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

伝統文化継承事業

進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D :
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１　施策の概要

◇

◇

◇

今 後 の
取組方針

施策の展開

施　策　の　展　開

6-33-6 ＨＯＴ21観光プラン推進委員会による進行管理

6-33-7 箱根ＤＭＯとの連携・協働

施策担当課 施策責任者

6-33-1 まちづくりに関する広報・広聴機会の充実

情報公開制度をもとに、引き続き積極的に情報の共有化を図ります。

計画の段階から町民の意見を取り入れ、町民と行政が官民連携し協働のまち
づくりの推進に努めます。

◇

町と町民のパイプ役となる町自治会連絡協議会の活動の充実を図ります。

6-33-2 町自治会連絡協議会の支援
町　民　課

企　画　課

観　光　課

都市整備課

6-33-5 自主的・主体的活動の促進

6-33-3 集会所等の施設整備

6-33-4 地域コミュニティ活動の支援

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策33

総合計画上
の位置付け

基本目標  ６ 行政の効率的運営と官民協働体制の強化

施　　策  33 協働のまちづくりの推進

重点施策  分野３ 健康生活の推進〔施策の展開 6-33-4が該当〕

◇ 自治会や各種団体の自主的な地域活動を支援し、地域コミュニティの育成に
努めます。

地域の資源や特性を活かしながら、官民連携によるまちづくりを推進しま
す。

第２次箱根町ＨＯＴ２１観光プラン実施計画に掲げている各種計画を着実に
推進するため、箱根ＤＭＯとさらなる連携を図ります。

◇

6-33-8

6-33-9

官民連携によるまちづくりの推進

民間事業者・大学等との連携強化

総務部長

目
標
指
標

1
活力あるまちづくり新規補助件数

ロジック・モデル P-207

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析
元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

団体

3

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-118～

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

実施計画 P-144～

2
町政モニター延べ回答者数

人

1 1 0 4

3

31 127 164 110

240

4

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・活力あるまちづくり支援事業は、新規４件、継続１件を支援し、団体の自主的・主体的
な活動を推進しました。
・仙石原交差点周辺まちづくりについては、地域住民等が参加するワークショップを開催
し、まちづくりに関する協議や情報交換を行いました。
・公園等におけるマルシェイベントの開催が定着しつつある他、商店会と協働してまち歩
きツアーを試行的に開催することで、地域内に居住する若い世代にもまちづくりの輪を
広げることができました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・活力あるまちづくり支援事業は、平成30年度に対象事業を第６次総合計画前期基本計
画の4つの重点施策分野に寄与する取組みに特化し、対象団体を新設だけでなく既存
団体でも先駆的な取組みであれば可とした結果、例年１件の応募にとどまっていた新規
応募団体が4件に増加しました。
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1

2

3

4

5

6

7

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

事務事業名 事務事業の目的
事業の
進捗度

課題の
有無

今後の
方向性

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

あり

なし

選択区分 「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

町政モニター事業
気軽に町政への評価や意見を把握し、施策立案や事務
改善に活用する

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施できた

概ね計画
通り実施で

きた

将来にわたって地域に活力を与え、魅力あふれるまちづ
くりの推進に結びつける

大学の持つ知見を活かし、地域課題の解決に結びつけ
る

活力あるまちづくり支援事
業

大学連携推進事業

あり

なし

概ね計画
通り実施で

きた

計画通り実
施できた

町民によるコミュニティ活動の更なる推進と防災拠点にも
なる施設の整備を図る

箱根ＤＭＯ支援事業
箱根DMOのリサーチ・マーケティング部門に係る事業活
動を補助することで、町の観光産業の振興・発展を図り、
観光経済のさらなる拡大化につなげる

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

（目標達成が難しい可能性がある）

５　今後の方向性
区　　　分

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」146ページのとおり。

① : 現状のまま継続する

①

・「第２次箱根町HOT２１観光プラン実施計画」に掲げる施策の
実施については、引き続き箱根ＤＭＯと連携し官民協働で取り
組んでいく。
・仙石原交差点周辺まちづくりついては、引き続き町民と行政
との協働のまちづくりの推進に努めます。
・活力あるまちづくり事業においては、制度の周知を引き続き
行い、団体等の自主的、主体的な活動の支援を通じて、地域
コミュニティの育成を図ります。

(効果的な事業構成である)

一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

④ : 抜本的見直し等が必要

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

（事業構成に問題がある）

B

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

B :

仙石原交差点周辺まちづ
くり事業

仙石原交差点周辺の道路改良等に併せて、都市計画
の視点で周辺のまちづくりを行うことで、地域の活性化や
住環境の向上を図る

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

・活力あるまちづくり支援事業は、新規４件、継続１件に補助を
行い、団体の自主的・主体的な活動を推進した。
・仙石原交差点周辺まちづくりについては、地域住民等が参加
するワークショップの開催のほか、公園等におけるマルシェイ
ベントの開催、商店会と協働したまち歩きツアーの試行的開催
など、地域内に居住する若い世代にもまちづくりの輪を広げる
ことができた。

(目標達成又は進捗している)

地域・団体等のコミュニティ活動の活性化を図る

集会所等整備事業

コミュニティ助成事業
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１　施策の概要

広域行政の推進

6-34-9 交流圏拡大による活性化

情報漏えい対策の強化

町村情報システム共同化の推進

6-34-10 デジタルトランスフォーメーションの推進

元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

95.2

公共施設等の総合管理と適正配置

6-34-2 民間活力の活用

6-34-3 行財政改革の推進

6-34-4 財政リスクへの備え

6-34-5 事業の精査

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策34

総合計画上
の位置付け

基本目標  ６ 行政の効率的運営と官民協働体制の強化

施　　策  34 計画的な行財政運営

重点施策  該当なし

今 後 の
取組方針

◇ 将来にわたって安定した行政サービスを提供するために、財政調整基金及び
歳入の確保を行いながら、自然災害等にも迅速に対応できる、健全な財政運
営を目指します。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

ロジック・モデル P-209

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-121～ 実施計画 P-148～

◇ 将来世代に負担を先送りせず、地方債の発行と償還のバランス保持などによ
り、過大な負担を残さないよう持続可能な財政構造への転換を図ります。

企　画　課

総務防災課

町　民　課

財　務　課

税　務　課

環　境　課

総務部長

6-34-8

6-34-1 財源の確保

6-34-11

6-34-12

6-34-6 税収の確保

6-34-7

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

目
標
指
標

％

2

1
行財政改革アクションプランの進捗率 33.0 29.0 37.0 37.0

100

％
町税徴収率 94.9 93.9 93.8 93.8
（３か年平均）

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・償却資産実態調査事業により、認知度が低く申告要否の判断も複雑な償却資産への
固定資産課税に係る書面調査及び実態調査を行い、申告漏れ資産を捕捉することで公
平公正な賦課となり、調定増にもつながった。また、アドバイザーの助言指導による職員
のスキルアップも図られました。
・箱根町可燃ごみ中継施設等整備・運営事業者選定委員会を開催し、事業者の公募を
行い、参加資格審査、競争的対話、提案審査を実施することにより、令和５年度の優先
交渉権者の選定に向け進捗が図られました。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・計画期間が令和4年度までとなっている第１期行財政改革アクションプランは目標を達
成できる見通しとなりましたが、税収の減少や公共施設の老朽化に伴う大規模建設事業
の実施により、固定資産税の超過課税を今のまま継続したとしても、現在のサービスの
維持が困難となることが見込まれます。このため、第１期アクションプランを改定し、未達
成の項目に加え、新たな取組みを計画に位置付け、更なる行財政改革を推進することと
し、令和４年度に第2期のアクションプランを策定しました。
・動産・不動産公売や預金・給料の差押、電話・訪問催告などにより、滞納整理を強化し
ました。また、徴収を取り巻く状況として、ゆるやかではあるがコロナの影響からの回復を
見せていること、引き続き県ＯＢ職員の雇用を行い徴収ノウハウの継承に努めたこと、県
との職員交流を実施し町職員の徴収スキル向上を図ったことなどが、徴収率の向上の要
因と考えられます。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

あり

出張所機能の維持を図るため施設の整備を図る

平成28年度に策定した「公共施設等総合管理計画」を
改定する

出張所整備事業

公共施設等総合管理計画
策定事業

なし

なし

なし

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

概ね計画
通り実施で

きた

あり

あり

事務事業名 事務事業の目的
事業の

進捗状況
課題の
有無

「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

① : 現状のまま継続する

①

・行財政改革アクションプランについては、令和5年度からの第２期計
画を着実に推進していきます。
・「観光まちづくりの充実・維持に係る財源のあり方に関する検討会
議」については5年10月から再開し、専門的かつ幅広い見地から中長
期的な財源確保策について検討のうえ、健全な財政運営を目指しま
す。
・引き続き専門知識のある県ＯＢ職員を雇用することで、滞納整理を
強化し、町職員の更なる徴収スキルアップを図るとともに、電子決済に
よる収納等により町税の徴収率の向上に努めます。

(効果的な事業構成である)

今後の
方向性

電子計算処理推進事業

個人情報の保護に関する法律が改正され、令和５年４月
から国、民間事業者及び地方公共団体の法体系が一本
化されることに伴い、法改正に対応した個人情報保護制
度を運用する体制を構築する。

④ : 抜本的見直し等が必要

(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている
(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・行財政改革アクションプランについては、財政健全効果額の実績は
14億5,813万円となり、見込額を1億5,590万円上回ることができたが、
目標値である推進項目の進捗率は新型コロナの影響で進捗が図れ
た項目と、進捗が遅れた項目があったため、目標値を下回る結果と
なった。
・中長期的な財源確保策について、コロナ禍における観光経済への
影響を鑑み、「観光まちづくりの充実・維持に係る財源のあり方に関す
る検討会議」の開催を見送った。
・固定資産税のうち償却資産について、書面調査及び実態調査を行
い、申告漏れ資産を捕捉したほか、アドバイザーの助言指導による職
員のスキルアップを図った。

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

（目標達成が難しい可能性がある）

償却資産実態調査事業
計画通り実
施（予定）

廃止

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

計画通り実
施（予定）

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」147ページのとおり。

あり

あり

計画通り実
施できた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

（事業構成に問題がある）

一定の進捗がある

本庁舎・分庁舎等施設の適切な維持管理を図る

個人情報保護推進事業

庁舎施設等整備事業

５　今後の方向性
区　　　分 選択区分

箱エールクーポン券事業
新型コロナウイルス感染症に加え、物価高騰等の影響を
受けている町民生活を支援するとともに、地域経済の回
復を図る。

概ね計画
通り実施で

きた
なし 廃止

概ね計画
通り実施で

きた

概ね計画
通り実施で

きた

財務書類を作成することにより財政の透明性の向上、資
産・債務の適切な管理を図り、今後の財政運営に活用
する

デジタル技術を活用し、町民の利便性向上と行政の効
率化を図り、次世代に繋ぐため、具体的な施策につい
て、計画を作成する

地方公会計整備事業

デジタル化推進事業

事務処理の合理化、効率化を図り、町民サービスの安定
した提供と品質を確保する

固定資産税（償却資産）の公平公正な賦課と職員の償
却資産調査のスキルアップを図る

(目標達成又は進捗している)

B :

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)
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１　施策の概要

◇

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

・町の基本方針や行政・町民・事業者・観光客の具体的な取組みを明確にした「箱根町
SDGｓ推進計画」の策定に向けて、SDGｓアドバイザーのアドバイスを受けたほか、職員研
修などを行い、SDGsの意識向上を図りました。
・第２次箱根町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）を令和５年３月に策定するととも
に、箱根町地球温暖化対策実行計画（区域施策編詳細版）を作成することで、脱炭素
社会の実現に向けた取組を推進するための整備を図った。

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

「箱根町SDGｓ推進計画」を中心に、町民、事業者にSDGｓの周知を進めるほか、行政の
みの取組みだけでなく、事業者と連携した取り組みを進めていく必要があります。

そ
の
他
指
標

1

2

3

５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

目
標
指
標

1
町民のSDGs認知度の向上 40.0 未実施

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-125～ 実施計画 P-153～ ロジック・モデル P-211

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

未実施 未実施
％

80.0

単位

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

6-35-1 箱根町ＳＤＧｓ推進計画（仮称）の策定

6-35-2 重点的取組みの推進（環境先進観光地箱根） 企画観光部長

企　画　課

観　光　課

環　境　課

6-35-3 重点的取組みの推進（国際観光地箱根）

今 後 の
取組方針

◇ ＳＤＧｓの推進に向けて地域が直面する課題の洗い出しや課題解決に向け取
組みます。

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策35

総合計画上
の位置付け

基本目標  ６ 行政の効率的運営と官民協働体制の強化

施　　策  35 ＳＤＧｓの推進

重点施策  分野５ 持続可能なまちづくり〔施策の展開 6-35-1,6-35-2,6-35-3が該当〕

町民への周知を実施していきます。

◇ 箱根町ＳＤＧｓ推進計画（仮称）を策定して国内外へアピールし、多様なス
テークホルダーとの連携のもと、一層の観光客誘致につなげます。

2
箱根町SDGs推進計画（仮称）の策定 - - - 策定中

策定済
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1

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

(効果的な事業構成である)

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

④ :

① : 現状のまま継続する

①

・SDGｓの目標達成に向けては、オール箱根で推進する必要が
あります。町民・事業者にＳＤＧｓの周知を進めるほか、箱根
DMOをはじめとする町内事業者と連携した取り組みが重要で
す。
・町民・事業者等への効果的な周知方法について検討する必
要があります。
・SDGｓを通じて、環境先進観光地箱根や国際観光地箱根を
国内外へ広くＰＲしていきます。

抜本的見直し等が必要
（事業構成に問題がある）

(目標達成又は進捗している)

B : 一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

B

・第6次総合計画後期基本計画における新規の重点施策分野
「持続可能なまちづくり」を進める中心的施策として新設した
「SDGｓの推進」では、国際目標である17ゴールの達成目標年
次2030年に向け、行政だけではなく町民や事業者にもＳＤＧｓ
を理解してもらうための取り組みを始めました。
・令和４年度は、「箱根町ＳＤＧｓ推進計画（仮称）」の策定に向
け、庁内におけるＳＤＧｓの意識醸成を図りました。
・脱炭素社会の実現に向けて「第2次箱根町地球温暖化対策
実行計画（事務事業編）（区域施策編詳細版）」を策定するな
ど、町が掲げる環境先進観光地箱根の取り組みを推進してい
ます。

(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている
（目標達成が難しい可能性がある）

選択区分

ＳＤＧｓ推進事業

ＳＤＧｓの目標達成のため「我々の世界を変革する：持続
可能な開発のための2030アジェンダ」の中の国際目標
です。全世界協力のもと、令和12年までに17のゴールを
達成しようとするもので、町民にもSDGｓを理解してもらい
目標達成に努める。

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

事務事業名 事務事業の目的
事業の

進捗状況
課題の
有無

今後の
方向性

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」148ページのとおり。

「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

５　今後の方向性
区　　　分
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１　施策の概要

◇

その他
定性的な成果
（取組みを進めたこと
で発現した効果など

について記載）

認定こども園、保育園においては、保育士が定期的に抗原検査を実施することで、保護
者が安心して子どもを預けることができる体制を整備することができました。
・新型コロナウイルスワクチン接種を集団接種、各医療機関での個別接種により実施し
た。
事業者支援として、令和元年度から実施している新型コロナウイルス感染症の流行に対
しての融資実績としては、融資件数が66件、融資額2億4,548万円の実績があり、信用保
証料は89件、744万4,500円の補助、利子補給については305件、1,044万1,000円の補
助を行いました。

3
避難所における新型コロナウイルス - - - -

指標等の
成果分析

（指標の目標値達成
を阻む外的要因等を

含めて記載）

・計画的に接種体制を構築し、希望する方に接種が行えた。

目
標
指
標

1

2
- - -

件
0

人
感染症新規感染者数 0

新型コロナウイルス感染者数 - 24 315 1,493
人

0

クラスター発生数 -

各計画の掲載箇所 後期基本計画 P-127～ 実施計画 P-155～ ロジック・モデル P-212

２　目標指標やその他成果などの状況と成果の分析

　　実施計画に位置付けた目標とする指標及び
　　その他数値で把握できる指標 （指標の説明）

元年度(基準) ２年度(実績) ３年度(実績)   ４年度(実績)

単位
５年度(実績)   ６年度(実績)   ７年度(実績) ８年度(目標)

6-36-13 消防施設の感染防止対策

6-36-15 自宅療養者への支援の推進

6-36-9 事業者支援
6-36-10 町内経済活性化促進
6-36-11 感染症防止用資器材等の整備

6-36-14 避難所における感染症対策の推進

◇ 国・県・関係団体が示す感染症対策について引き続き町民、事業者、観光
客に啓発していきます。

◇ 避難所における新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、避
難者のソーシャルディスタンスの確保や健康管理を推進します。

第６次総合計画　施策別評価シート（令和４年度）

施策36

総合計画上
の位置付け

基本目標  ６ 行政の効率的運営と官民協働体制の強化

施　　策  36 コロナ対策の推進

重点施策  分野５ 持続可能なまちづくり〔施策の展開 6-36-2,6-36-10が該当〕

今 後 の
取組方針

状況に応じた経済対策を実施し、持続可能な地域経済を目指します。

◇ 消防職団員が安全・安心に業務を遂行できるよう消防施設の感染防止対策
に向けた環境整備に取組みます。

◇ ワクチン接種については、引き続き接種対象となる町民が接種できるよう
体制確保を図ります。

◇ 各種イベント、教室、会議、打ち合わせ等の開催方法や施設の運営方法を検討し、
ウィズコロナ時代においても執行できる事業のあり方を検討します。

◇ 感染防止衣、感染防止用資器材及び消毒用資器材の整備と救急隊員等への
二次感染防止に継続的に取組みます。

施策の展開

施　策　の　展　開 施策担当課 施策責任者

6-36-1 「新しい生活様式」の定着

保険健康課

観　光　課

総務防災課

子育て支援課

学校教育課

消防本部

福祉部長

6-36-2 ワクチン接種の推進

6-36-6 所管施設における感染防止対策の徹底
6-36-7 各種イベントにおける感染防止対策の実施
6-36-8 学校・園における感染防止対策の実施

6-36-3 正しい情報の迅速な提供
6-36-4 オンライン配信の積極的な利用
6-36-5 会議等における感染拡大防止のための書面開催

6-36-12 救急隊員等の健康管理
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1

2

3

4

※指標等の成果を中心に施策を構成する実施計画事業の評価等から総合的に評価しています。

※これまでの評価結果を踏まえて、施策の今後の方向性として事業の構成や手法などが妥当か評価しています。

(効果的な事業構成である)

② : 一部見直し等の余地がある
(概ね効果的な事業構成である)

③ : 見直し等の余地は大きい
(あまり効果的な事業構成ではない)

④ :

① : 現状のまま継続する

②

・令和５年５月より、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の
位置づけが５類となったことから、ウイズコロナからアフターコロ
ナを見据え、各種事業者支援を引き続き実施し、持続可能な
地域経済を目指します。
・新型コロナウイルスワクチンの接種については、令和５年度末
までは国による特定接種となりますが、令和６年度以降は今後
の国の動向を注視しながら接種体制を検討していく必要があり
ます。抜本的見直し等が必要

（事業構成に問題がある）

(目標達成又は進捗している)

B : 一定の進捗がある
(目標達成に向け一定の進捗がある)

C : 進捗は遅れている

４　施策の進捗状況
区　　　分 選択区分 進捗状況区分を選択した理由

A : 順調に推移

A

・コロナ禍において、町内経済活性化事業（箱いこクーポン・箱
ぴたクーポン）、箱エールクーポン券事業、経営安定緊急融資
事業、中小企業等感染症対策事業（利子補給）等、状況に応
じた経済対策を実施しました。
・認定こども園、保育園においては、保育士が定期的に抗原検
査を実施することで、保護者が安心して子どもを預けることがで
きる体制を整備することができました。
・新型コロナウイルスワクチン接種体制を確保し、集団接種、各
医療機関での個別接種により実施しました。

(目標達成が遅れる可能性がある)

D : 進捗は大幅に遅れている
（目標達成が難しい可能性がある）

選択区分

新型コロナウイルス感染症
緊急対策事業（教育総務
費）

各小・中学校における新型コロナウイルス感染症の感染
防止対策を図る

概ね計画
通り実施で

きた
あり

計画通り実
施（予定）

町内経済活性化事業 観光により町内経済の活性化を図る
概ね計画
通り実施で

きた
― 廃止

※評価の詳細は、「(別添)令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧」148ページのとおり。

「今後の方向性」及び「事業構成の妥当性」を選択した理由

５　今後の方向性
区　　　分

新型コロナウイルスワクチ
ン接種体制確保事業

町民の安心した生活や経済活動のため、国の示す接種
方針に基づき新型コロナウイルスワクチンの接種を実施
する。

計画通り実
施できた

なし
計画通り実
施（予定）

新型コロナウイルス感染症
自宅療養者支援事業

自宅療養中に支援が受けられない方も安心して自宅療
養できるようにする

計画通り実
施できた

なし 廃止

３　施策を構成する実施計画事業の評価

番
号

事務事業名 事務事業の目的
事業の

進捗状況
課題の
有無

今後の
方向性
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1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

施
策

概ね計
画通り
実施で

きた

・経年劣化により不具合等が
生じている建築・機械設備の
改修・交換等を行った。

建築から22年が経過
し、屋根の劣化、機械
設備の不具合が発生
しており、更新・改修
費用が今後増大する。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

健康づくり推進事
業

自治事
務（任
意）

・住民の健康増進を図るため
「温水プール水泳教室」「は
つらつ町民健康教室」「食育
事業」などを行った。
・健康福祉フェスティバルに
おいて若年層を対象にした
乳がん及び子宮がん検診を
実施した。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

生活習慣病予防推
進事業

法定受
託事務

・生活保護受給世帯等を対
象とする一般健康診査、各種
がん検診、肝炎ウイルス検
診、成人歯科健診を実施し、
がんや生活習慣病の早期発
見・早期治療を図るとともに、
検診結果に基づく生活習慣
の改善指導を行った。
・集団検診については、受診
率向上のため５会場のうち４
会場で特定健診と全がん検
診が同時受診可能な「総合
健（検）診」の体制で実施し
た。
・令和4年9月から胃がん内視
鏡検診を導入した。

令和4年12月末に町
内医療機関が1箇所
閉院したことにより、コ
ロナ渦から回復した受
診率が再び低下して
おり、受診率回復のた
め検診体制の整備を
検討する必要がある。

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

保険健
康課

保険健
康課

保険健
康課

保険健
康課

保険健
康課

計画通
り実施
（予定）

特定健康診査等事
業（国民健康保険
特別会計）

自治事
務（義
務）

・健康診査について、集団健
診は5ヶ所、個別健診は医療
機関で行った。
・不定期受診者や未受診者
に対して、勧奨通知を送るな
ど受診勧奨に努めた。

受診率が低迷してお
り、未受診者に対する
効果的・効率的な受診
勧奨を図る必要があ
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

総合保健福祉セン
ター利用促進事業

自治事
務（任
意）

・巡回バスを運行し、町内各
地のさくら館利用者を送迎し
た。

利用促進に向けた新
たな取組みを検討す
る必要がある。また、
巡回バスの利用者は
年々減少しており、新
規利用者の確保を検
討する必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

総合保健福祉セン
ター整備事業

自治事
務（任
意）

第６次総合計画（後期基本計画）実施計画　令和４年度施策別評価結果
【別冊】令和４年度実施計画事業の進捗評価一覧
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

1 6

1 7

1 8

1 9

1 10

1 11

1 12

廃止

地震等災害医療対
策事業

自治事
務（任
意）

・地震等の災害に備え、医薬
品（10品目）、衛生材料（1品
目）の更新を行った。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

医療機関光熱水費
高騰対策支援事業

自治事
務（任
意）

箱根町介護保険事業所・医
療機関光熱水費等価格高騰
対策支援金交付要綱に基づ
き
50,000円を10医療機関に補
助した。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

医療機関燃料価格
高騰対策支援事業

自治事
務（任
意）

箱根町介護保険事業所・医
療機関燃料価格高騰対策支
援金交付要綱に基づき
15,700円を1医療機関に補助
した。

特になし
計画通
り実施
できた

廃止

地域医療体制推進
事業

自治事
務（任
意）

・箱根地域で開院の医師に
対し、運営補助を行った。
・町内医療機関に対し、医療
機器の購入等に要する経費
の一部を補助し、医療水準の
向上を図った。

特になし
計画通
り実施
できた

保険健
康課

保険健
康課

保険健
康課

計画通
り実施
（予定）

風しん対策事業
法定受
託事務

抗体保有率の低い世代（昭
和37年4月2日から昭和54年
4月1日生れの男性）に対して
無料クーポン券を発行し、抗
体検査および予防接種を実
施した。

実施率が低下してお
り、制度の周知を改め
て行う必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

子宮頸がんワクチ
ン接種事業

法定受
託事務

広報及び郵送により対象者
に情報提供を実施した。

任意接種のため対象
者のうちの何人が接種
を受けていたか不明で
あり、本事業の本来の
対象者の把握が困難
である点。

概ね計
画通り
実施で

きた

女性特有のがん検
診推進事業

法定受
託事務

・令和2年度から対象年齢を
拡大し実施した。（子宮：20
歳・30歳・35歳・40歳、乳：40
歳に達した女性）
・未受診者に対してリコール
（はがき）を行うとともに、電話
による受診勧奨を行った。

女性が罹患するがん
の1位が乳がんである
が、国基準の5がんの
うち、子宮・乳がんの
受診率は特に低い状
況であり、受診しやす
い検診体制やより効果
的な受診勧奨体制を
整備する必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

保険健
康課

保険健
康課

保険健
康課

保険健
康課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

1 13

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

計画変
更し実
施（予
定）

小児医療費助成事
業

自治事
務（任
意）

小児保健の受診の向上と小
児家庭の生活の安定を支援
するため、医療費の自己負
担額の助成を行った。
（対象者：中学校卒業までの
者）

全国的な制度設計と
なるよう引き続き国・県
へ要望していく。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

子育てシェアタウン
推進事業

自治事
務（任
意）

関係団体ヒアリング
ニーズ調査
シェアコンシェルジュ発掘・育
成
交流イベント開催
アプリ導入、周知

様々な層が交流できる
ようテーマや目的を持
たせたイベント開催を
検討する。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

乳幼児保育等利用
費補助事業

自治事
務（任
意）

町外や認可外の保育・教育
施設を利用しているために、
保育料、給食費を負担してい
る家庭に対し、保育料と給食
費の補助を行った。

特になし
計画通
り実施
できた

子育て
支援課

子育て
支援課

子育て
支援課

計画通
り実施
（予定）

子育て世代包括支
援事業

自治事
務（任
意）

妊娠期から子育て期の家庭
を対し、総合的相談支援を
行った。また、世代間の子育
てギャップ解消のため祖父母
手帳を配布した。
新たに、妊娠の届出を行った
妊婦・子育て世帯に対し、伴
走型相談支援と経済的支援
の出産・子育て応援交付金
の給付を一体的に行った。

令和5年度に子ども家
庭総合支援拠点との
組織を見直し、子ども
家庭センターの設立
について検討する必
要がある。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

箱根っこわくわくふ
れあい事業

自治事
務（任
意）

・チャレンジクラブ：湯本小学
校区
　年間14回実施　延べ144名
参加
・ざっこの会：仙石原小学校
　年間17回開催　延べ113名
参加
主な内容：工作やスポーツ、
自然観察など

指導者の後継者不足
が懸念される。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

子育て支援セン
ター等運営事業

自治事
務（任
意）

親子での遊びの場、さらに相
談指導及び情報交換の場と
して、子育て支援センター１
か所と子育てサロン２か所を
開設した。

利用促進を図るため、
利用者の拡大等検討
する。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

休日急患救急医療
推進事業

自治事
務（任
意）

・町内7医療機関の輪番によ
り日曜日等休日の急病患者
に対する一次医療体制の確
保を図った。

従事する医師への負
担が大きいため、実施
体制の検討が必要で
ある。

概ね計
画通り
実施で

きた

保険健
康課

子育て
支援課

生涯学
習課

子育て
支援課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

2 7

2 8

2 9

2 10

2 11

2 12
計画通
り実施
（予定）

子育て家庭応援事
業

自治事
務（任
意）

・乳幼児家庭全戸訪問　助産
師23件、保健師6件訪問実
施。
・養育支援訪問　助産師4件
訪問実施
・子ども家庭総合支援拠点を
開設し子ども家庭支援全般
にかかる相談対応を一体的
に行なった。

令和5年度に子育て世
代包括支援センターと
子ども家庭総合支援
拠点の組織を見直し、
こども家庭センターの
設立の検討をする必
要がある。
児童相談、虐待に対
応する社会福祉士、
保健師、心理士などの
専門職の異動や人材
不足の課題がある。

計画通
り実施
できた

子育て
支援課

計画通
り実施
（予定）

箱根保育教育推進
事業

自治事
務（任
意）

子どもたちの社会性や他者と
の豊かな心の育成を図り、
ハートフルプログラムの充実
と、園で育まれた資質・能力
を小学校教育に繋げることが
できた。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

認定こども園整備
事業

自治事
務（任
意）

【仙石原】厨房機器補修、雨
樋清掃、テーブル・殺菌保管
庫・消火器購入、門扉交換、
中庭外壁補修、洗面台木部
塗装、ホールカーテン設置、
誘導灯交換、テラス幕板補
修、手洗器交換を実施した。
【湯本】雨樋清掃、三輪車・ピ
クニックガーデン購入、更衣
室床補修、2歳児保育室ゆか
張替・空気中化学物質調査、
外柱塗装を実施した。

建設後年数が経過し、
設備の故障や施設の
傷みへの対応が必要
となってきているため、
計画的に補修や設備
の更新を行っていく必
要がある。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

放課後子ども教室
運営事業

自治事
務（任
意）

・放課後子ども教室「ゆもと楽
習塾」を運営した。コロナの影
響で1回休講としている。
【児童概ね27名/回　年間29
回（1回45分）】※延べ780名
参加

実施地域の拡充に向
けた人材の確保が難
しい。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

母子保健活動推進
事業

法定受
託事務

・妊婦健康診査費用・不妊不
育治療費・産後ケア専門家
利用費用の補助を行った。
・妊婦健康診査及び乳幼児
健康診査を実施した。
・各教室や健康診査、個別訪
問等で育児相談・指導を実
施した。

特になし
計画通
り実施
できた

子育て
支援課

生涯学
習課

子育て
支援課

子育て
支援課

新生児聴覚検査費
助成事業

自治事
務（任
意）

新生児の聴覚検査費用を助
成することで、その経済的負
担を軽減するため、出生後初
回の検査に要する費用を助
成した。

母子保健推進事業に
統合する。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

子育て
支援課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

2 13

2 14

2 15

2 16

2 17

3 1
計画通
り実施
（予定）

認知症見守り支援
事業

自治事
務（任
意）

・認知症等行方不明SOSネッ
トワーク加入者個人賠償責任
保険
・認知症高齢者等発見GPSシ
ステム運用委託

認知症高齢者等発見
GPSシステムを利用者
がより使いやすいもの
にしていく必要があ
る。

計画通
り実施
できた

廃止

子育て世帯生活支
援特別給付金給付
事業

法定受
託事務

支給対象50人（対象児童79
人）に対し給付金を支給し、
子育て支援を図った。

特になし
計画通
り実施
できた

廃止

子育て世帯臨時特
別給付金給付事業

法定受
託事務

支給対象6人（対象児童6人）
に対し給付金を支給し、子育
て支援を図った。
※令和3年度中に支出ができ
なかった世帯に対する支給
（令和3～4年度事業）

特になし
計画通
り実施
できた

子育て
支援課

子育て
支援課

福祉課

計画通
り実施
（予定）

こども宅食サービス
事業

自治事
務（任
意）

夏休みなどの長期休暇中の
平日に、昼間就労等の事情
で、子どもの見守りを必要とし
ている家庭に栄養管理され
た弁当の提供を行い、子育て
支援の充実を図った。、ま
た、物価高騰等の影響を鑑
み、夏休み以降年度末まで
の利用料を無償として提供し
た。

利用料については、従
来どおり保護者負担を
設け実施する。

計画通
り実施
できた

計画変
更し実
施（予
定）

放課後児童健全育
成事業

自治事
務（任
意）

放課後児童クラブを開設し、
放課後に保護者の適切な保
護を受けることができない小
学生の健全な育成を図った。
湯本こどもクラブ（湯本小学
校区）
箱根こどもクラブ（箱根の森
小学校区）
きんときクラブ（仙石原小学校
区）

令和6年度の箱根幼
稚園での放課後児童
クラブ開設に向けての
調整や準備を行う。

計画通
り実施
できた

産婦健康診査費助
成事業

自治事
務（任
意）

産後2週間と１か月の産婦健
康診査の費用を助成した。

母子保健推進事業へ
統合する。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

子育て
支援課

子育て
支援課

子育て
支援課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

3 2

3 3

3 4

3 5
計画通
り実施
（予定）

箱根町社会福祉協
議会運営補助事業

法定受
託事務

・補助の実施により、サロン活
動や地域を話し合う会などの
活動の充実を促進し、地域
福祉の増進が図られた。
・社会福祉協議会が行う地域
活動についての広報等を窓
口に配架するなど、情報発信
に努めた。

　引き続き、経営の自
立に向けて介護保険
事業以外に独自で収
入が得られる方策に
ついて協議を重ね、地
域福祉の充実に向け
て、さらなる活動の活
性化を図ることができ
るよう支援していく必
要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

保健福祉サービス
調整機構運営事業

自治事
務（義
務）

・ 高齢者に対する保健福祉
サービスの内容、方針等を検
討するとともに第8期高齢者
保健福祉計画・介護保険事
業計画の進捗の管理を的確
に行った。

第8期高齢者保健福
祉計画・介護保険事
業計画（計画期間：令
和3年度から令和5年
度）の進捗管理を図
り、計画目標の達成状
況や事業の効果を検
証し、今後の施策展開
に反映させていく必要
がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

介護予防普及啓発
事業（介護保険特
別会計）

自治事
務（任
意）

・にこにこ運動教室やゆっくり
ゆったり教室を定期的に開催
し、高齢者の運動機能の向
上や体力維持等を図り、介護
予防の推進を図った。
・脳と体の若返り教室を開催
し、認知症予防に効果がある
と言われているコグニサイズ
を取り入れた運動を実施する
とともに、参加者に対し介護
予防への取り組みの大切さを
周知し、意識の高揚を図っ
た。

いずれの介護予防教
室も運動機能や筋力
等の維持・向上に一定
の効果が確認された
が、本来、介護予防
は、継続してはじめて
大きな成果につながる
性質があることから、
引き続き、高齢者の健
康維持や介護予防の
推進に努めていく必要
がある。

計画通
り実施
できた

福祉課

福祉課

福祉課

生活支援体制整備
事業（介護保険特
別会計）

自治事
務（任
意）

・生活支援・介護予防体制整
備推進協議会の開催
・生活支援コーディネーター
の配置

生活支援・介護予防
体制整備推進協議会
における協議を進める
とともに、生活支援
コーディネーターを十
分に活用し、生活支援
ボランティアの育成と
既存団体のフォローを
効果的に実施していく
必要がある。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

福祉課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

3 6

3 7

3 8

3 9 廃止
緊急支援給付金給
付事業

自治事
務（義
務）

令和４年度住民税非課税世
帯に対し、1世帯あたり5万円
の現金を給付した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

廃止

特別支援給付金給
付事業

自治事
務（任
意）

令和3年度または令和4年度
住民税均等割のみ課税世帯
に対して、箱根町独自に1世
帯あたり5万円の現金を給付
した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

廃止

臨時特別給付金給
付事業

自治事
務（義
務）

令和４年度住民税非課税世
帯に対し、1世帯あたり10万
円の現金を給付した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

福祉課

福祉課

福祉課

地域支え合い推進
事業

自治事
務（任
意）

・地域福祉計画については、
地域福祉推進委員会書面会
議を実施し、各計画の進捗
状況の定期的な点検・把握
等の進行管理を行った。
・災害時要援護者について
は、情報管理の更なる適正
化の為、システム改修の検討
をし、令和5年度での改修を
決定した。

第3次地域福祉計画
は、令和7年度が計画
期間の最終年度にあ
たるため、次期計画に
向けて進捗状況等を
点検するとともに、引き
続き関係機関と連携し
次期計画に向けて調
整していく必要があ
る。
災害時要援護者名簿
については、常に最新
の情報を確保できるよ
うに事務を改善する必
要があることから令和5
年度にシステム改修を
実施し、名簿記載者の
管理強化を図る。ま
た、防災担当との調整
や、自治会、民生委員
など援護する側の理
解と協力を得ながら周
知徹底を図っていきた
い。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

福祉課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

4 1

4 2

4 3

廃止

介護保険事業所光
熱水費等高騰対策
支援事業

自治事
務（任
意）

・町内の介護保険事業所に
対し、光熱水費等高騰分の
一部を助成することで、介護
保険事業所の負担軽減を図
ることができた。

特になし
計画通
り実施
できた

廃止

介護保険事業所燃
料価格高騰対策支
援事業

自治事
務（任
意）

・町内の介護保険事業所のう
ち、通所又は訪問介護等に
おいて使用している車両に対
し、稼働日数に応じて燃料価
格高騰分の一部を助成した。

特になし
計画通
り実施
できた

福祉課

福祉課

地域包括支援セン
ター運営事業（介
護保険特別会計）

自治事
務（義
務）

・地域包括支援センターに専
門職を配置し、高齢者の日
常生活や保健・医療・福祉に
関する総合的な相談窓口とし
て電話や訪問、来所などによ
り年間340件の相談に対応し
た。
・年間7回の地域ケア会議を
開催し、地域における支援対
応困難事例を地域の方や医
師、歯科医師、介護支援専
門員など多職種で検討し、地
域課題の解決に向けた取組
みを実施した。
・要支援1・2の方や介護予
防・日常生活支援総合事業
対象者の方に対し、それぞれ
必要と思われる介護サービス
を利用していただけるよう適
切な介護予防ケアプランの作
成に努めるとともに対象者の
自立支援に寄与した。

地域包括支援セン
ターの職員の資質の
向上を図り、高齢者の
増加に併せた対応能
力のアップや支援業
務の効率的な実施を
図る必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

福祉課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

4 4

4 5

4 6

4 7

計画通
り実施
（予定）

地域住民移動支援
促進事業

自治事
務（任
意）

宮城野地域と仙石原地域を
結ぶ「路線定期運行」と「エリ
アデマンド運行」の２パターン
の移動支援のための実証実
験を行い、効果検証を実施し
た。

令和4年度に実施した
実証実験の結果を踏
まえ、今後の方向性を
検討していく必要があ
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

休止

高齢者サポート事
業

自治事
務（任
意）

・要支援、要介護認定者のご
み出し支援の実施
・高齢者への自動車急発進
防止装置等設置費補助の実
施
・高齢者の引きこもり防止を
目的とした、ツアー型買い物
支援サービスの実施
・高齢者バス回数券購入費
助成の実施

利用実績の少ない自
動車急発進防止装置
等設置費補助や、ツ
アー型買い物支援
サービスについて、事
業周知を図り、利用者
数の増を図る必要があ
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

福祉課

福祉課

計画通
り実施
（予定）

老人生きがい対策
事業

自治事
務（任
意）

・高齢者を対象に、老人グラ
ウンドゴルフ大会などの体を
動かすイベントのほか、知識
や教養を身に付ける老人大
学ややまなみ趣味の教室を
開催し、多くの方の参加を促
した。
・高齢者の趣味や技能の発
表の場として、やまなみ文化
作品展を開催し、高齢者の
生きがいややりがいの高揚を
図った。

老人クラブなどを活用
した生きがい対策を今
後も推進していくが、
高齢者が増加している
にも関わらず、老人ク
ラブの加入者数が減
少していることから、加
入するメリットなどがあ
るような取り組みを一
層、検討していく必要
がある。
また、コロナ過でのイ
ベント開催のあり方に
ついて引き続き検討し
ていく必要がある。

計画の
半分程
度実施
できた

計画通
り実施
（予定）

成年後見制度利用
支援事業（介護保
険特別会計）

自治事
務（義
務）

・認知症が進行し施設入所な
どの手続き行為ができなかっ
たり、金銭管理ができなくなっ
たりした方の権利を守るた
め、成年後見人制度に基づ
く、町長申立てを3件実施し、
対象者の権利擁護を図った。
・過去に町長申立てを実施
し、成年後見人等となった方
に対し、被成年後見人等が
生活保護世帯等の際に、本
人に代わって報酬助成（6件）
を行った。
・地域連携ネットワーク中核
機関の運営を地域包括支援
センターとともに実施し、成年
後見制度利用促進協議会を
年1回開催した。

成年後見人制度は、
本人の財産や必要な
介護サービスにつな
げるために必要不可
欠な制度であることか
ら、今後も引き続き、本
制度の利用促進を図
る必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

福祉課

福祉課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

4 8

4 9

4 10

4 11

計画通
り実施
（予定）

在宅医療介護連携
推進事業（介護保
険特別会計）

自治事
務（義
務）

・医師や介護支援専門員、薬
剤師、行政職員などによる多
職種共同研修を1市3町、小
田原医師会との連携により年
4回、開催した。
・小田原医師会地域医療連
携室が行っている地域医療
の推進と併せ在宅医療・介護
の連携窓口としての機能を持
たせるため、1市3町で連携し
て運営補助を実施した（箱根
町からの相談件数は、年間
606件あった）。
・老人大学の開催に併せ、在
宅医療・介護連携推進講演
会を開催した。

・在宅医療と介護の連
携において実施してい
る多職種協働研修の
参加者がマンネリ化し
てきている。今後も広く
参加を呼びかけ、顔の
見える関係の構築が
必要である。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

認知症施策推進事
業（介護保険特別
会計）

自治事
務（義
務）

・認知症地域支援推進員2名
を箱根町地域包括支援セン
ター内に配置した。
・認知症に対する正しい知識
の普及啓発や認知症の方、
その家族の支援者となる認知
症サポーターを養成する講
座を4回開催し、98名の認知
症サポーターを育成した。
・認知症相談や認知症の家
族をもつ方の支援活動を実
施した。

認知症の方を地域で
見守る機運の醸成を
図る必要がある。
また、認知症サポー
ターは着実に増加して
いるが、その後のフォ
ロ―アップをもっと充
実させ、チームオレン
ジの創設に向けた準
備を行を行う必要があ
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

福祉課

福祉課

廃止

箱根町シルバー人
材センター運営補
助事業

自治事
務（任
意）

・運営費を補助することで、シ
ルバー人材センターの健全
な運営を支援した。
・高齢者の就労の場を確保し
たり、シルバー人材センター
の会員数を増やすための周
知活動を支援した。

シルバー人材センター
の会員数が伸び悩ん
でいることや民間企業
からの受託事業が減
少していることに加え、
会員の平均年齢も上
昇していることから、今
まで以上にシルバー
人材センターの健全な
運営や就業機会の拡
充を図れるよう支援し
ていく必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

ねんりんピック開催
事業

自治事
務（義
務）

11月12日～15日にねんりん
ピックを開催し、実行委員会
としてゴルフ競技を主催し
た。

特になし（各県の持ち
回りで実施しているも
の。）

概ね計
画通り
実施で

きた

福祉課

福祉課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

4 12

4 13

4 14

4 15

4 16

4 17

計画通
り実施
（予定）

老人福祉センター
やまなみ荘整備事
業

自治事
務（任
意）

男女浴室の改修工事を実施
し、利用者の利便性を図ると
ともに、老朽化した給湯設備
の改修工事に向けた設計業
務委託を行った。

男女浴室の改修工事
にあたっては、男女交
互に実施し、利用者に
支障のない形で工事
を実施することができ
た。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

保健と介護予防の
一体化事業

自治事
務（義
務）

運動指導と口腔指導の集団
指導については、それぞれ5
回、4回実施し、ほぼ当初予
定の回数を実施できたが、個
別指導については、口腔指
導、栄養指導とも対象者が1
名となり、当初予定していた
対象者の10名を大幅に下
回った。

国保データベースシス
テムを活用し、健康状
態にハイリスクがある
虚弱状態（フレイル）の
方を適切に抽出し改
善指導を行うものであ
るが、対象者の選定を
行っても事業対象に
結びつかないなどの
課題がある。

計画の
半分程
度実施
できた

計画通
り実施
（予定）

後期高齢者保健事
業

自治事
務（任
意）

・健康診査について、集団健
診は5ヶ所、個別健診は医療
機関で行った。
・未受診者へ電話による受診
勧奨等を行った。

受診率が低いことか
ら、受診勧奨を図る必
要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

地域自立生活支援
事業（介護保険特
別会計）

自治事
務（任
意）

・ひとり暮らし老人や高齢者
世帯の緊急事態に対する不
安を解消するため、緊急通報
システムを31世帯（年間平均
利用世帯数）に設置した。
・利用実績として、緊急通報3
件のうち3件とも救急車の要
請に至ったが命には別状な
かった。そのほか、健康相談
が34件、安否確認を兼ねた
本人の健康状況確認を370
件実施した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

福祉課

保険健
康課

福祉課

福祉課

計画通
り実施
（予定）

家族介護教室開催
事業

自治事
務（任
意）

・介護保険制度のサービスや
認知症について理解を深
め、また、実際に介護をする
立場になった際の介護技術
を学ぶ教室等を開催した。コ
ロナ禍で中止になったものも
あったが、年7回開催すること
ができた。

事業開催にあたり、参
加者を増やすことが課
題であるため、他の行
事との同時開催や内
容の充実・広報等改
善の必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

介護サービス利用
者支援事業

自治事
務（任
意）

・要介護4、5の方を在宅で介
護している住民税非課税世
帯の方に対し、紙おむつの
支給を実施し、経済的負担
の軽減を図った。

重度の要介護高齢者
を介護している低所得
世帯の経済的負担を
軽減するための制度
であり、引き続き、利用
促進を図る必要があ
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

福祉課

福祉課

－113－



施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

4 18

4 19

4 20

5 1

5 2

5 3

計画通
り実施
（予定）

地域活動支援セン
ター事業

自治事
務（義
務）

・地域活動支援センターの運
営を（福）箱根町社会福祉協
議会に委託した。

・支援員の急な退職に
よる支援員不足が課
題となっている。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

心身障がい者福祉
等推進事業

自治事
務（任
意）

・障がい児・者の機能回復や
社会参加を促進するため、
「在宅心身障がい児地域訓
練会（なでしこ教室）」「児童
言語訓練会（ことばの教室）」
「生活教室」を実施するととも
に、施設通所者に対し通所
時の交通費を扶助した。

児童に対して早期療
育が提供できる体制を
維持し、療育の必要な
児童が適切な訓練等
を受けられるように関
係機関と連携を図り、
参加を促していくこと
が課題である。

概ね計
画通り
実施で

きた

福祉課

福祉課

計画通
り実施
（予定）

在宅重度障がい者
等支援事業

自治事
務（任
意）

在宅の重度障がい者等に対
し、タクシー利用券・自動車
燃料助成券の交付及び燃料
価格高騰相当分として自動
車燃料助成券を追加交付を
行い、障がい者等の社会活
動への参加促進と通院及び
日常生活の利便性の向上が
図られた。

重度障害者の社会参
加や通院などの日常
生活の利便性の向上
に寄与しているため、
引き続き現所の助成を
維持していく必要があ
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

敬老祝金支給事業
自治事
務（任
意）

・対象者の長寿を祝い、100
歳の方に20,000円、90歳の
方に10,000円、80歳の方に
5,000円を敬老祝い金として
支給した。
・対象者は、100歳が4名、90
歳が67名、80歳が164名、計
235名であった。

永年にわたり、町の発
展や地域の活性化に
尽力を尽くした高齢者
に対する敬意と長寿を
祝う事業であるため、
引き続き、実施する必
要がある。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

はり・きゅう・マッ
サージサービス事
業

自治事
務（任
意）

・申請のあった142人の方に
はり・きゅう・マッサージの
サービス券を1人につき、3
枚、合計426枚を発行した。
・そのうち実際に使用された
枚数は268枚であり、利用率
は62.9％であった。

はり・きゅう・マッサージ
サービスの利用数が
減少しているため、利
用促進を図り、サービ
ス券を有効活用するこ
とで、高齢者の健康増
進を支援する必要が
ある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

配食サービス事業
自治事
務（任
意）

・配食サービスを年間延べ
4,875食実施し、ひとり暮らし
の高齢者や高齢者世帯に対
する食生活の改善を図ると同
時に安否確認を実施した。

今後も高齢者が増加
する中では、高齢者の
見守りや栄養改善を
必要とする方も増える
ため、継続していく必
要があると考えてい
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

福祉課

福祉課

福祉課

福祉課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

6 1

6 2

6 3

6 4

計画通
り実施
（予定）

介護従事者等支援
事業

自治事
務（任
意）

・介護職員初任者研修受講
料の補助及び介護を題材に
した川柳の募集並びに、日
帰り温泉入浴施設利用券を
交付することで、介護職員の
定着等支援を図った。

・応募者の偏りが生じ
ないように、エピソード
コンクールの内容を毎
年変更する。
・初任者研修受講料
補助は、ここ数年申請
があるものの、利用率
は低い状況のため、引
き続き利用促進を図
り、利用者増に努めて
いく必要がある。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

介護保険特別会計
繰出金

自治事
務（義
務）

・介護保険事業の運営に充
てるため、一般会計から介護
保険特別会計へ繰出しを
行った。

特になし
計画通
り実施
できた

福祉課

福祉課

計画通
り実施
（予定）

後期高齢者医療特
別会計繰出金

自治事
務（任
意）

・後期高齢者医療特別会計
の運営費に、一般会計からの
繰出しを充てた。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

国民健康保険特別
会計繰出金

自治事
務（任
意）

・国民健康保険特別会計の
運営費に、一般会計からの
繰出しを充てた。
・医療費の抑制及び適正化
を図るため、医療費通知、レ
セプト点検、後発医薬品の推
奨のほか、不定期受診者や
未受診者へ勧奨通知等特定
健診の受診勧奨に取り組むと
ともに、収納率向上に努め
た。

県が示す国保運営方
針及び標準保険料率
を参考に納付金を納
めるための適正な保
険料率の算定を行う必
要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

保険健
康課

保険健
康課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

8 1

8 2

8 3

8 4

計画通
り実施
（予定）

生きた英語教育事
業

自治事
務（任
意）

・小・中学校に外国人講師を
１名配置した。
・中学２・３年生を対象に、英
語技能測定（GTEC for
STUDENTS）を実施した。

・英語教育の充実のた
め、引き続き実施して
いく必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

ＩＣＴ活用教育推進
事業

自治事
務（任
意）

・平成29年度から計画的に教
職員用タブレットパソコン、大
型ディスプレイ、校務用パソコ
ン、校務支援システム、パソコ
ン教室のパソコン、教育用タ
ブレットパソコン等をリースに
より整備を行い、学校のＩＣＴ
環境の充実を図った。
・ＩCTを活用して児童生徒の
学力向上につなげるため、学
習支援ソフト【ベネッセ ミライ
シード ドリルパーク】を導入し
た。

・平成29年度から令和
元年度までに整備した
機器のリースが順次満
了するため、教職員の
ニーズを把握し、計画
的に機器を更新してい
く必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

学校教
育課

学校教
育課

計画通
り実施
（予定）

環境学習推進事業
自治事
務（任
意）

・花の種・苗・植物栽培セット
等を購入し、各小・中学校・
幼稚園に配付した（栽培等は
子どもたちが行った）。
・早川河川等水質検査を中
学校に委託した。

本事業は令和５年度
から第４期箱根町教育
振興基本計画のス
タートに合わせ、箱根
教育推進事業に整
理・統合し、箱根教育
の取組項目の１つとし
て、継続して取り組ん
でいく必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

箱根教育推進事業
自治事
務（任
意）

・箱根ハートフルプログラムに
ついて、園・小・中学校の12
年間の連続した学びの中で、
子どもたちの社会性や他者と
の豊かな関係、集団との積極
的なかかわりを作り出すコミュ
ニケーション能力の育成を目
指したプログラムを実践した。
・総合学力調査について、児
童・生徒一人ひとりの正答率
や苦手な単元等、学習状況
を把握し、日常の指導に活か
すことができた。
・特別支援学級合同キャンプ
や演劇等鑑賞会について、
各学校と園の教職員で協議
しながら実施し、園・小・中で
一貫して箱根教育を推進し
た。

・町教育振興基本計
画を令和５年度から第
４期計画とするため、
取組内容を本事業を
中心に予算化し、箱根
教育を推進していく必
要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

学校教
育課

学校教
育課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

8 5

8 6

8 7

8 8

8 9
計画通
り実施
（予定）

スクールマネージメ
ント事業

自治事
務（任
意）

・園・小・中一貫教育を推進
するため、「箱根一貫教育推
進運営委員会」に委託した。
・町教育委員会が指定する
項目の中から、小・中学校及
び園長会が自主的に選択し
た事業を小・中学校及び園
長会に委託した。

・園・小・中一貫教育
だけでなく、各小・中
学校、園長会が自主
的な取り組みを推進す
ることができており、引
き続き実施していく必
要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

子どものための図
書推進事業

自治事
務（任
意）

・児童生徒の積極的な読書
活動を推進するため、「学校
図書教育推進委員会」に委
託した。
・各園・小・中学校に園児・児
童・生徒用の図書を購入し
た。

・読書活動は箱根教
育の４つの柱の１つで
ある「知育」の取組項
目であり、引き続き実
施していく必要があ
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

教育相談センター
事業

自治事
務（任
意）

・教育支援員3名とスクール
ソーシャルワーカー1名を雇
用し、県費負担教職員・学校
教育指導員・スクールカウン
セラーの各1名を合わせた体
制で、教育相談センターを運
営した。

・児童生徒、保護者、
教職員からの様々な
教育相談に対応すると
ともに、不登校や学校
生活に不適応を起こし
ている状況の児童生
徒の特性に合わせ、
適切な支援を行うた
め、引き続き相談・支
援体制を維持していく
必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

学校教
育課

学校教
育課

学校教
育課

計画通
り実施
（予定）

箱根土曜塾運営事
業

自治事
務（任
意）

・町内在住の中学３年生を対
象に高等学校入学試験（英
語・数学・社会・理科）の受験
対策を目的として、公営の塾
を運営し、学習支援の場を提
供した。

・町内に進学塾がな
く、町外への通塾に時
間が掛かる状況を踏ま
え、高等学校入学試
験に向けた学習支援
の場を提供していく必
要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

英語検定取得促進
事業（教育総務費）

自治事
務（任
意）

・町内在住の小・中学生を対
象とし、実用英語技能検定料
を補助した。
・箱根中学校の生徒につい
て、星槎箱根キャンパスを準
会場とし、英語検定受験機会
を提供した。
・英検３級合格対策講座を令
和２年度から継続して実施し
た。

・児童生徒の英語力
向上だけでなく、英語
検定に合格することが
児童生徒の自信にも
つながるため、引き続
き実施していく必要が
ある。

概ね計
画通り
実施で

きた

学校教
育課

学校教
育課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

8 10

8 11

8 12

8 13

8 14

8 15

9 1

計画通
り実施
（予定）

公民館学習・文化
事業

自治事
務（任
意）

HAKONE大学（箱根ジオ
パーク10年の今、未来）のほ
か、初心者向け音楽講座等
の各種講座、子ども向け体験
学習（大文字クラブ）等を実
施し、町民の主体的な生涯
学習活動の推進を図った。

町民の生活や教養に
資する講座の開催や
公民館定期利用団体
の持続的な活動を支
援していく必要があ
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

高等学校等通学費
補助事業

自治事
務（任
意）

・高等学校等へ通学する生
徒の通学費を補助し、負担
軽減を図った。
　通常補助金額:3ヶ月定期代
－保護者負担額18,000円
　共通定期券補助金額（※）：
3ヶ月定期代×補助率２分の
１

・保護者の経済的負
担を軽減し、定住化に
つなげるため、引き続
き実施していく必要が
ある。

概ね計
画通り
実施で

きた

学校教
育課

生涯学
習課

計画通
り実施
（予定）

幼稚園園舎等整備
事業

自治事
務（任
意）

・園からの要望や施設点検時
指摘事項等を踏まえ、園舎内
外補修工事等を実施した。

・良好な教育環境を維
持していくため、園備
品を計画的に整備し
ていく必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

中学校校舎等整備
事業

自治事
務（任
意）

・学校からの要望や施設点検
時指摘事項等を踏まえ、校舎
内外補修工事等を実施した。

・長寿命化改良工事
は終了したが、今後も
良好な教育環境を維
持していくため、計画
的に整備していく必要
がある。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

小学校教育設備整
備事業

自治事
務（任
意）

○（湯本小学校）
　　・除湿器　1台
○（箱根の森小学校）
　　・防水はかり　1台
　　・冷凍冷蔵庫　1台

・良好な教育環境を維
持していくため、学校
備品を計画的に整備
していく必要がある。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

小学校校舎等整備
事業

自治事
務（任
意）

・学校からの要望や施設点検
時指摘事項等を踏まえ、校舎
内外補修工事等を実施した。
・湯本小学校の校舎等の長
寿命化に向けて,基本設計を
実施した。

・令和６年度に実施予
定の湯本小学校の校
舎等長寿命化改良工
事をはじめ、良好な教
育環境を維持していく
ため、学校施設の長
寿命化計画に基づき、
計画的に整備していく
必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

学校教
育課

学校教
育課

学校教
育課

学校教
育課

学校給食無償化事
業

自治事
務（任
意）

・町内在住の児童生徒の町
立小・中学校の給食費を一
律無償化し、保護者の経済
的負担の軽減を図った。

・保護者の経済的負
担を軽減し、定住化に
つなげるため、給食の
質と量を確保しつつ、
引き続き実施していく
必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

学校教
育課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

9 2

9 3

9 4

9 5

9 6
計画通
り実施
（予定）

公民館図書整備事
業

自治事
務（任
意）

一般書629冊、児童書557冊
の、計1,186冊を購入した。

限られた予算内で、出
来る限り利用者の要望
に応えていく選書に努
める必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

ブックスタート運動
推進事業

自治事
務（任
意）

「ブックスタート・パック」（絵本
２冊・バッグ等）を４カ月健診
時に配布し、ブックスタートの
趣旨を伝えた。
・ブックセカンド・サードとして
小・中学校新入生に本１冊と
バック等を配布した。

・ブックスタートの趣旨
を保護者に正確に伝
えられるように工夫し
ていく必要がある。
・在校生の推奨本、新
入生の希望本を調査
するにあたり、園・学校
との連携を強化してい
く必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

移動図書館運営事
業

自治事
務（任
意）

町内の各園、学校、公民館
等の計22ポイントを巡回（14
日周期）し、図書の貸出を
行った。（年間貸出冊数
9,400冊、年間貸出人数
2,815人）

各園、各学校と連携
し、移動図書館の利用
促進と読書活動の推
進を図っていく必要が
ある。また、一般利用
者（大人）への周知を
強化していく必要があ
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

生涯学
習課

生涯学
習課

生涯学
習課

計画通
り実施
（予定）

公民館整備事業
自治事
務（任
意）

老朽化した宮城野公民館の
外壁塗装及び屋上防水や、
仙石原公民館ホールのトイレ
を洋式化するなど、改修工事
を行った。

各公民館施設の老朽
化に伴う経年劣化が
進行する中、優先順
位を踏まえた適切な維
持修繕を行う必要があ
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

英語検定取得促進
事業（社会教育費）

自治事
務（任
意）

実用英語技能検定やTOEIC
の受験料を補助することによ
り受験機会の提供を図った。
・実用英語技能検定
　18名（高校生16名　社会人
2名）
・TOEIC
　6名（大学生2名　社会人4
名）

継続的に制度の周知
を行っていく必要があ
る。

計画通
り実施
できた

生涯学
習課

生涯学
習課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

10 1

11 1
計画通
り実施
（予定）

家庭教育推進事業
自治事
務（任
意）

町内小中学校の各種行事開
催時に家庭教育講座を行
い、保護者へ学びの場を提
供し、家庭教育力の向上を
図った。
・湯本小学校
　寄木細工体験　コースター
作り
・箱根の森小学校
　タックルアクセラサリー作り
・仙石原小学校
　陶芸教室
・箱根中学校
　成長期の食生活について
（公演）

講座について、家庭で
の困りごとや、子どもた
ちを取り巻く社会環
境、児童・生徒に身に
付けさせたいことなど、
身近な問題解決につ
ながる内容で実施する
ことが必要である。

概ね計
画通り
実施で

きた

生涯学
習課

生涯学習フェスティ
バル開催事業

自治事
務（任
意）

生涯学習月間にあわせて、
文化・芸術・スポーツに関連
した事業を展開し、生涯学習
に対する意欲の高揚を図っ
た。
①郷土資料館企画展「箱根
の湯立獅子舞」
　10/1～11/27　郷土資料館
②第31回グラウンドゴルフ大
会
　10/13　雨天中止
③第45回芸能発表会
　10/16　仙石原文化セン
ター
④第11回ニュースポーツ大
会
　10/20　星槎レイクアリーナ
箱根
⑤はこねスポーツまつり2022
　11/10　星槎レイクアリーナ
箱根
⑥第61回箱根町民文化祭
　11/11～11/13　社会教育
センター
⑦「箱根の秋」2022室内楽コ
ンサート
　11/20　仙石原文化セン
ター

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

生涯学
習課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

13 1

13 2

13 3

計画通
り実施
（予定）

箱根旧街道杉並木
保護対策事業

自治事
務（任
意）

・国指定史跡箱根旧街道杉
並木を将来に渡り適切に保
存・活用していくため、令和
元年度に策定した保存活用
計画に則り、適切に管理を
行った。また、標記計画を受
けて「国指定史跡箱根旧街
道整備基本計画」の策定を
行った。
・箱根旧街道杉並木の維持
管理のため、定期的なパト
ロールや枯枝の撤去、枯死
の伐採を行い、保護対策を
図った。
①通常管理委託
②箱根旧街道整備基本計画
の策定（国庫補助事業R3～
R4の継続事業）

箱根旧街道保存活用
計画に基づく維持管
理及び整備・活用事
業の実施が必要であ
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

史跡整備事業
自治事
務（任
意）

指定史跡や天然記念物の整
備を行い、適切な保護・保存
をするとともに、効果的な活
用を図る。
①東光庵熊野権現旧跡
　 東光庵周辺樹木剪定
②天然記念物
　・箱根仙石原湿原植物群落
草刈り　（保存計画に基づくヨ
シ刈り等）及び開花状況調査
　・ハコネサンショウウオの成
体捕獲調査の実施
　・ハコネコメツツジの生育確
認調査の実施
③元箱根石仏群
　 四阿解体工事

元箱根石仏群関係施
設の老朽化が進んで
いるため、史跡のさら
なる活用を視野に、今
後の施設の修繕や在
り方を検討する必要が
ある。

概ね計
画通り
実施で

きた

郷土資料館展示開
催等教育普及事業

自治事
務（任
意）

箱根の歴史と文化への理解
を深めてもらうため、展示や
各種学習事業を実施した。
①資料整理：収蔵庫の資料
整理と目録デジタルデータ化
②調査研究：ボランティア活
動、博物館実習生受入れ
③教育普及活動
・夏季企画展「浮世絵と絵図
からみる箱根七湯」
・秋季企画展「国重要無形民
俗文化財指定記念：箱根の
湯立獅子舞」
・体験学習：町内小学校や町
民等を対象とした「わらじ作り
と箱根旧街道石畳の歩行」や
「お正月飾り作り」などを実施

文化遺産の保護活用
や郷土の歴史を学べ
る機会を提供するた
め、常設展示の充実を
図り、定期的に企画展
の開催を企画する必
要がある。また、箱根
の歴史や文化への理
解を深めるための体験
学習の充実や計画的
なボランティア育成を
さらに推進する必要が
ある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

生涯学
習課

生涯学
習課

生涯学
習課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

13 4

13 5

13 6

13 7

計画通
り実施
（予定）

郷土資料館整備事
業

自治事
務（任
意）

郷土資料館設備の適正な管
理を行うため、不具合箇所の
改修を行った。
・浄化槽越流堰交換修繕、郷
土資料館エレベーター改修
工事、教育長室絨毯張替工
事

施設の経年劣化により
修繕箇所が多くなって
いるため、適切な維持
修繕を行う必要があ
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

箱根探訪推進事業
自治事
務（任
意）

箱根の自然、文化を紹介す
る「ワンコインシリーズ」のガイ
ドブックの発行や箱根の豊か
な自然や古くから営まれてき
た人々の暮らしについて、残
された文化等の理解を深める
ために箱根探訪会を開催し、
箱根教育の推進を図った。
・箱根探訪会
①鎌倉時代と江戸時代の箱
根路をめぐる　※雨天中止
②宮城野湯立獅子舞を訪ね
る
　R4.7.15　参加者12名
③国指定名勝　神仙郷見学
会
　R4.9.13　参加者9名
④松の茶屋探訪会
　R4.11.21　参加者18名
・ワンコインシリーズ
　（既刊）5巻「箱根の歴史と
文化　箱根温泉の歴史」印刷

ワンコイン全シリーズを
活用した箱根探訪会
の開催について準備
の必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

文化遺産情報発信
事業

自治事
務（任
意）

郷土資料館資料や町内文化
遺産のデータベースの整備
及び公開を行い、情報発信
の推進を図った。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

近代化遺産調査・
活用事業

自治事
務（任
意）

戦後建築の優れた遺産（近
現代建造物）をリストアップ
し、将来の文化財登録・指定
ならびに現在検討中の文化
財保存活用地域計画に活か
すことを目的に、町内の戦後
建築物の抽出調査を行った。
・近現代建造物緊急重点調
査（建築）実施報告書、かな
がわ建築ガイド、日本建築学
会図書館所蔵建築雑誌掲載
県別作品リストの文献から町
に建設された作品を抽出して
重複を整理し、現存状況の
確認を行った。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

生涯学
習課

生涯学
習課

生涯学
習課

生涯学
習課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

13 8

13 9

13 10

14 1

14 2
計画通
り実施
（予定）

地域スポーツ施設
等整備事業

自治事
務（任
意）

施設の整備を行い、恒久的
に使用可能な状態の維持を
図った。
・弓道場矢場ネット補修、湯
本地域スポーツ施設フェンス
法面草刈り、仙石原テニス
コートトイレ改修工事、宮城
野テニスコート給水管引き換
え工事

設備の経年劣化により
修繕箇所が多くなって
いるため、修繕計画の
見直しが必要である。

概ね計
画通り
実施で

きた

生涯学
習課

計画通
り実施
（予定）

総合体育館整備事
業

自治事
務（任
意）

総合体育館恒久的に使用可
能な状態に保つため、施設
の改修や環境整備等を行っ
た。
・ガス消火設備二酸化炭素
容器交換工事、メインアリー
ナ大型扉改修工事

設備の経年劣化により
修繕箇所が多くなって
いるため、修繕計画の
見直しが必要である。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

箱根関所誘客宣伝
事業

自治事
務（任
意）

箱根関所の魅力を知ってもら
うため、ホームページやツイッ
ターなどのSNSの活用や町内
宿泊事業者等にパンフレット
を配布し誘客に努めた。
　また、ガイドツアーや時代演
目など各種イベントを展開
し、箱根関所の歴史や魅力
をより深く学んでもらう事業が
実施できた。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

箱根関所歴史文化
推進事業

自治事
務（任
意）

　箱根関所の歴史などを分か
り易く伝えるための展示改良
を行った。また、教育施設とし
て活用してもらえるよう、首都
圏域等の学校施設（小学校）
に対し、関所利用促進情報
資料である「関所deできます
プログラム」を送付し誘致を
図った。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

箱根関所整備事業
自治事
務（任
意）

　箱根関所復元施設などの
美観維持、建物の耐久性の
強化を図ることや観覧者の安
全性にも配慮した計画的な
整備（維持管理）を実施した。
　また、復元施設の維持ととも
に長寿命化も踏まえた再整
備を行うことから、学識経験
者の意見を反映した箱根関
所復元施設再整備基本計画
の策定を行うことができた。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

生涯学
習課

生涯学
習課

生涯学
習課

生涯学
習課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

14 3

14 4

15 1

15 2

16 1

計画通
り実施
（予定）

ホストタウン交流事
業

自治事
務（任
意）

令和5年1月に箱根幼稚園に
ホストタウンの一国であるエリ
トリア留学生6名を招待し、園
児、保護者と交流会を行った

オリンピアンとの交流
が出来ないことから、
今後も留学生との交流
に変更していく必要が
ある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

人権意識啓発事業
自治事
務（任
意）

・各種人権団体主催の研修
会等に積極的に参加し、人
権意識の向上に務めた。
・啓発物品の配布をとおして
町内の生徒児童に対する人
権啓発意識の向上に務め
た。
・行事時にアンケートを実施
するとともに啓発物品を配布
し意識啓発に務めた。
・人権団体に負担金を支出し
た。

いじめや虐待、LGBT
等、人権問題に対する
社会的関心が高まる
中、引き続き各種人権
団体等との連携を強
化し、啓発活動等によ
り人権尊重理念の正し
い理解と人権尊重意
識の普及高揚を図っ
ていく必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

福祉課

企画課

計画通
り実施
（予定）

男女共同参画推進
事業

自治事
務（任
意）

・男女共同参画推進プラン取
組状況調査
・女性活躍推進法に資する
推進計画の実施
・男女共同参画講演会の実
施
・啓発紙や広報はこね、町
ホームページ等による情報提
供
・女性活躍セミナ推進セミ
ナーの実施

・講演会について、集
客に苦慮している。特
に、子育て世代や町
内事業所からの参加
が少ない。各団体への
周知依頼以外にも、事
業所の参加を促す方
法を検討したい。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

生涯スポーツ推進
事業

自治事
務（任
意）

健康の維持と体力の促進並
びに自主活動の促進を図り、
生涯スポーツの推進を図っ
た。
①箱根路森林浴ウォーク
　コースコンディション悪化の
ため中止
②グラウンドゴルフ大会
　雨天のため中止
③ニュースポーツ大会
　R4.10.20実施、参加者48名
④ソフトバレーボール大会
　新型コロナウイルス感染症
の影響により中止

特になし

計画通
り実施
できな
かった

箱根町文化・ス
ポーツ財団運営補
助事業

自治事
務（任
意）

箱根町文化・スポーツ財団の
運営に対して補助を行い、町
民の文化・スポーツ活動の推
進を図った。

箱根町文化・スポーツ
財団の目的は、住民
の自発的な文化、ス
ポーツ活動の推進に
努めることであるが、主
な活動が文科系であ
り、スポーツ系は大会
運営の補助に留まっ
ている。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

生涯学
習課

生涯学
習課

町民課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

16 2

16 3

17 1

17 2

17 3

17 4

17 5
計画通
り実施
（予定）

町道仙96号線道路
整備事業

自治事
務（任
意）

・アスファルト舗装工
　L=226.3ｍ　Ａ＝629㎡
・アスカーブ設置工
　L=166ｍ

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

都市整
備課

計画通
り実施
（予定）

町道仙3号線道路
整備事業

自治事
務（任
意）

・アスファルト舗装工
　L=95ｍ　Ａ＝416㎡

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

町道宮185号線道
路整備事業

自治事
務（任
意）

・測量委託
・アスファルト舗装工
　L=130m　A=654㎡

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

町道温37号線道路
整備事業

自治事
務（任
意）

・排水管改修工　L=10.6ｍ 特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

町道湯71号線道路
整備事業

自治事
務（任
意）

社会資本整備総合交付金交
付額の減により、事業実施で
きなかったもの。

国等の補助金を活用
し、事業推進を図る必
要がある。

計画通
り実施
できな
かった

都市整
備課

都市整
備課

都市整
備課

都市整
備課

計画通
り実施
（予定）

姉妹都市親善交流
事業（観光費）

自治事
務（任
意）

新型コロナウイルスの影響に
より箱根大名行列は規模を縮
小して行われたため、物産店
の開催は行えなかった。しか
し、姉妹都市洞爺湖町の魅
力をPRするため、コロナ禍に
適応した形で物産販売を
行った。

特になし

計画通
り実施
できな
かった

計画通
り実施
（予定）

姉妹都市親善交流
事業（教育費）

自治事
務（任
意）

・新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止のため、相
互訪問はせず、オンライン交
流を実施した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

学校教
育課

観光課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

17 6

17 7

17 8

17 9

17 10

17 11

17 12

計画通
り実施
（予定）

林道整備事業
自治事
務（任
意）

茶屋林道、長尾林道の整備
を行った。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

仙石原町有道路整
備事業

自治事
務（任
意）

・アスファルト舗装工
　L=45.9ｍ　Ａ＝155㎡

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

橋りょう長寿命化改
修事業

自治事
務（任
意）

・橋梁点検　N=54橋 特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

町道箱１号線道路
改良整備事業

自治事
務（任
意）

・道路改良工事　L=157.8ｍ
・排水構造物設置工　Ｌ＝55
ｍ
・ブロック積工　Ａ＝277㎡

国等の補助金を活用
し、事業推進を図る必
要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

都市整
備課

都市整
備課

都市整
備課

観光課

計画通
り実施
（予定）

町道湯２号線道路
改良整備事業

自治事
務（任
意）

・不明管調査
・路線測量委託　L=100ｍ

橋りょう架け替えに伴う
協議（河川管理者、地
元自治会等）を進め、
事業着手に向けた調
整が課題となってい
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

町道箱12号線道路
整備事業

自治事
務（任
意）

・アスファルト舗装工
　L=250ｍ　Ａ＝1,219㎡

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

町道箱１号線道路
整備事業

自治事
務（任
意）

・アスファルト舗装工
　L=55ｍ　Ａ＝299㎡

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

都市整
備課

都市整
備課

都市整
備課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

17 13

17 14

17 15

17 16

18 1
計画通
り実施
（予定）

住みたいまち箱根
推進事業

自治事
務（任
意）

・はこねっこ誕生祝金は、周
知徹底を図り、第2子以降の
子に交付することができた。
・トライアルステイ事業では、
認知度も高まり、、募集に対
し約5倍の応募があったなか
から10組の移住希望者が参
加し、移住意欲の向上につ
ながった。
・トライアルオフィス体験事業
では、新たに滞在施設を借
上げ、整備を行い、4組のグ
ループの参加があった。
・空き家バンクの運営を民間
委託した結果、きめ細やかな
相談体制が築け、多くの相談
があった。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

企画課

計画通
り実施
（予定）

宮ノ下駐車場整備
事業

自治事
務（任
意）

・宮ノ下駐車場の建物や設備
の老朽度を診断し、今後の長
寿命化改修工事に向けた調
査を実施した。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

町道路面性状調査
事業

自治事
務（任
意）

・路面調査委託
　7路線　L=3.5㎞

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

道路施設保守点検
事業

自治事
務（任
意）

・道路パトロールを実施した
ほか、各種道路施設台帳を
作成し総点検を実施した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

道路後退用地整備
事業

自治事
務（任
意）

・道路解体用地の整備
　用地測量：１件
　用地買収：3件

本事業は、町が率先し
て整備を推進するもの
ではなく、あくまで建築
行為等を行う建築主
等からの申請により始
まるものであるため、
町民には当制度を利
用してもらい、道路後
退するよう誘導してい
く必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

都市整
備課

都市整
備課

都市整
備課

都市整
備課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

18 2

18 3

18 4

18 5

18 6

計画通
り実施
（予定）

ＬＥＤ街灯整備事
業（総務費）

自治事
務（任
意）

借上料の支払及び修繕等移
管に関する準備をした。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

ＬＥＤ街灯整備事
業（観光費）

自治事
務（任
意）

LED照明機器借上料につい
て支払いを行った。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

観光課

町民課

計画通
り実施
（予定）

観光街路灯整備補
助金交付事業

自治事
務（任
意）

自治会等が管理する観光街
路灯の電気料に対して
85％、支柱の建て替えや塗
装などの改良工事、修繕料
に対しては70％の補助を実
施した。また、R4年度に限り
電気料の差額補助金を支出
した(R4年度に自治会が負担
した電気代とR3年度に負担し
た電気代の差額を補助を実
施した。

補助対象経費の見直
しをしていく必要があ
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画変
更し実
施（予
定）

公園整備事業
自治事
務（任
意）

・公園施設の維持管理のた
め、いこいの家の建物修繕、
老朽化した遊具の更新等を
行うとともに、大平台地区の
公園遊具等の再配置に向け
て地域との協議を開始した。
・宮ノ下緑地をはじめとする
公園内において、高木化した
樹木等の選定や伐採を実施
した。

老朽化した公園施設
の更新及び長寿命化
対策が課題となってい
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

町営住宅整備事業
自治事
務（任
意）

・適正な入居者の居住環境と
住宅管理の向上のため、各
町営住宅の維持補修を行っ
た。

建物の老朽化が進ん
でいるが、町の財政状
況等を考慮すると、大
規模な改修を行うこと
は非常に困難であるた
め、当面は、既存入居
者の利用に対応した
維持保全を図ってい
き、居住性の向上や住
居ニーズに応じた改
修をおこなうことしかで
きない。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

福祉課

都市整
備課

観光課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

18 7

18 8

18 9

19 1

19 2

19 3

19 4
計画通
り実施
（予定）

有害鳥獣対策事業
自治事
務（義
務）

・有害鳥獣による生活被害及
び農作物等被害の防止を図
るため、イノシシ、シカ等の捕
獲・駆除を行った。
　また、ニホンジカ捕獲のさら
なる推進のため、環境省及び
神奈川県と打合せを行った。

　ニホンジカ対策につ
いて、生息範囲が広
がっている傾向にある
ことを鑑み、更なる捕
獲の強化等対策の拡
充が求められる。

概ね計
画通り
実施で

きた

環境課

計画通
り実施
（予定）

合併処理浄化槽設
置整備費補助事業

自治事
務（義
務）

広報はこね4月号、町ホーム
ページで周知したが、補助申
請がなかった。

現行の国・県・町の補
助制度では、住民の
高齢化等もあり、合併
浄化槽への転換件数
の増加は見込めない。

計画通
り実施
できな
かった

計画通
り実施
（予定）

花いっぱい事業
自治事
務（任
意）

・町フラワーボックス等への花
の植栽や花いっぱい運動実
践団体に対する季節の花の
配付を行い、花いっぱい運動
を推進した。
・町が管理する大平台花壇の
改修工事を実施した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

散乱ごみ・不法投
棄対策事業

自治事
務（義
務）

・自然環境の保全と環境美化
の推進を図るため、散乱ご
み、不法投棄物の撤去・回収
を実施した。

反復、継続して不法投
棄が発生する箇所が
あることから、効果的な
防止対策が必要であ
る。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

都市計画基礎調査
事業

法定受
託事務

・都市計画法第6条に基づ
き、県との協力体制のもと、土
地利用の現況、建物の現況
及び都市基盤施設の整備状
況等についての実態調査を
実施した。

特になし
計画通
り実施
できた

都市整
備課

環境課

環境課

環境課

計画通
り実施
（予定）

地籍調査事業
自治事
務（任
意）

湯本字後山地区0.08㎢の街
区境界調査を実施した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

ＬＥＤ街灯整備事
業（土木費）

自治事
務（任
意）

電気料金の値上げもあった
が、
LED照明灯への交換により、
平成29年度と比較して電気
料金が約47％減少した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

都市整
備課

都市整
備課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

19 5

20 1

20 2

20 3

20 4

計画通
り実施
（予定）

管路施設建設改良
事業（公共下水道
事業会計）

法定受
託事務

・未供用地区解消の工事を
実施。2件35,112,000円。
・管路改築工事（更生）により
下水道管の長寿命化が図れ
た。1件11,275,000円。
・管路施設改築工事により鉄
蓋交換を実施し、長寿命化
が図れた。2件1,232,000円

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

水道統合整備事業
（水道事業会計）

法定受
託事務 特になし

町営水道給水区域内
における未給水区域
等の解消に関する取り
組みにおいては、候補
地域の住民等との交
渉があまり進んでいな
い

概ね計
画通り
実施で

きた

上下水
道温泉

課

上下水
道温泉

課

計画通
り実施
（予定）

送配水管整備事業
（水道事業会計）

法定受
託事務

湯本地内配水管改良工事
（第57工区）13,970千円
大平台地内配水管改良工事
（第19工区）7,645千円
小涌谷地内配水管改良工事
（第20工区）19,690千円
湯本地内配水管改良工事
（第58工区）
12,067千円
箱根地内配水管改良工事
（第30工区）
19,151千円

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

一般建設改良事業
（水道事業会計）

法定受
託事務

箱根第1配水池法面整備工
事　4,543千円
小涌谷第1配水池電動弁更
新工事
2,860千円

コロナ禍において、水
道収益が大幅に減少
したため、事業を抑制
する必要が生じた。

概ね計
画通り
実施で

きた

スズメバチ対策事
業

自治事
務（任
意）

・営巣したスズメバチの巣を
業者に依頼して駆除した者
に補助金を交付した。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

環境課

上下水
道温泉

課

上下水
道温泉

課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

20 5

20 6

20 7

20 8

20 9
計画通
り実施
（予定）

ストックマネジメント
計画策定（公共下
水道事業会計）

自治事
務（義
務）

下水道施設の現状把握、施
設管理の目標設定、長期的
な改築事業量の検討を行っ
た。
　契約額    39，980千円
　前払金額　13,980千円
　（国交付金対象：繰越のた
め未収入）
　翌年度繰越額 　26,000千
円

国交付金の配分確定
に遅れが生じ、事業を
繰越して令和5年10月
まで継続することに
なった。令和5年度事
業分と併せ、進捗を早
めるものとする。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

第３号公共下水道
事業面整備事業
（公共下水道事業
会計）

法定受
託事務

・湯本地区の公共下水道早
期供用開始のための面整備
基本計画を策定した。8,140
千円

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

第３号公共下水道
事業（公共下水道
事業会計）

法定受
託事務

・箱根小田原幹線工事延長
1706ｍ（4年間の債務負担の
４年目工事675ｍを実施）
・流域下水道建設負担金
286,661千円

推進掘削作業中に岩
盤にあたり工事が難航
し、事業を繰越して令
和5年度も工事を継続
することとなった。

概ね計
画通り
実施で

きた

上下水
道温泉

課

上下水
道温泉

課

上下水
道温泉

課

計画変
更し実
施（予
定）

ポンプ場建設改良
事業（公共下水道
事業会計）

自治事
務（義
務）

計画に基づき施設の更新等
事業、その他維持管理工事
を実施。
（改築・更新事業）
・防ヶ沢ポンプ場機械電気設
備改築工事（130,010千円）
・樹木園ポンプ場電気設備改
築工事（115,000千円）
（その他維持管理工事）
・強羅橋ポンプ場汚水ポンプ
更新工事（2,750千円）
・樹木園ポンプ場無停電電源
装置設置工事（693千円）

主財源である国の交
付金が削減となり、優
先度の高い案件から
執行し、R4新規発注
改築工事については
執行延期とした。次年
度以降は国が重視す
る耐震化、耐水化事
業と平行して次期スト
マネ計画に基づく改築
事業の交付要望を行
う。

計画の
半分程
度実施
できた

計画変
更し実
施（予
定）

処理場建設改良事
業（公共下水道事
業会計）

自治事
務（義
務）

実績なし

主財源である国の交
付金が削減となり、優
先度の高い案件から
執行し、R4新規発注
改築工事については
執行延期とした。次年
度以降は国が重視す
る耐震化、耐水化事
業と平行して次期スト
マネ計画に基づく改築
事業の交付要望を行
う。

計画通
り実施
できな
かった

上下水
道温泉

課

上下水
道温泉

課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

20 10

21 1

22 1

22 2

22 3

22 4

22 5

計画通
り実施
（予定）

清掃第１プラント運
転管理事業

自治事
務（義
務）

・清掃第１プラント(焼却施設)
を効率的に運転・維持管理
するため、施設の保守点検
業務及び運転操作・監視業
務等の一部の委託を行った。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

ごみ処理広域化推
進事業

自治事
務（任
意）

可燃ごみ中継施設への転用
及び剪定枝等ストックヤード
の整備工事と長期包括運営
委託を請負う事業者を選定
するために3度の選定委員会
を開催した（令和5年度の第4
回選定委員会で決定）。

令和7年10月の可燃ご
み共同処理開始に向
け、湯河原町、真鶴町
及び湯河原町真鶴町
衛生組合と適正な財
政的負担割合につい
て協議する。

概ね計
画通り
実施で

きた

環境課

環境課

計画通
り実施
（予定）

粗大ごみ選別業務
委託事業

自治事
務（義
務）

・清掃第1プラント(粗大ごみ
処理施設)を効率的に運転・
維持管理するため、施設の
運転及び維持管理、粗大ご
みの選別業務及び剪定枝一
部資源化の業務の委託を
行った。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

ごみ減量化・再利
用推進事業

自治事
務（義
務）

・ごみの発生、排出抑制及び
資源化によるごみ減量化を
住民・事業者・行政が一体と
なって総ぐるみで推進した。
・特に、ごみ減量化事業(家
庭用及び事業者用生ごみ処
理機器購入費補助）、ごみ資
源再利用推進事業（剪定枝
の一部資源化）を実施した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

廃止

スマートエネル
ギー導入促進事業

自治事
務（任
意）

自ら居住する町内の住宅に、
新たにスマートエネルギー設
備を導入した者に補助金を
交付した。

高額な導入費用に対
して補助率が低い。

計画通
り実施
できな
かった

計画通
り実施
（予定）

公共交通事業者燃
料価格高騰対策支
援事業

自治事
務（任
意）

・燃料価格高騰対策支援金
乗合バス　30両
タクシー　13両

特になし
計画通
り実施
できた

都市整
備課

環境課

環境課

環境課

公共下水道事業会
計補助金

自治事
務（任
意）

・繰出基準に従い、一般会計
から補助を受けた

今後、第3号公共下水
道や老朽化施設改築
等に多額の経費が見
込まれることから、基準
の範囲以内において、
一般会計からの補助
が必要となる。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

上下水
道温泉

課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

22 6

22 7

22 8

22 9

23 1

23 2

23 3
計画通
り実施
（予定）

豊かな森林づくり
事業（農林水産業
費）

自治事
務（任
意）

町有林・私有林において、地
域水源林整備計画に基づき
整備を行った。
また、長期受委託制度を活用
し、神奈川県森林組合連合
会に私有林を整備させた。

特になし
計画通
り実施
できた

観光課

計画通
り実施
（予定）

豊かな森林づくり
事業（総務費）

法定受
託事務

・仙石原財産区において、植
栽、植生保護柵補強の森林
整備を実施した。
・蛸川財産区において、下刈
り、植栽、枯損木撤去等の森
林整備を実施した。

植栽の実施後に下刈
り等の保育を実施して
いるが、シカなどによる
食害等もあり、生育が
あまり良くないことが継
続した課題である。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

箱根トラスト推進事
業

自治事
務（任
意）

4，150千円の箱根町資源保
全基金に指定した寄付、募
金を受けるとともに、資源保
全基金の一部を、地下水保
全対策事業、仙石原すすき
草原保存事業、箱根ジオ
パーク推進事業および史跡
整備事業に繰入を行い、町
の貴重な資源を保全する事
業等に役立てることで、自然
環境の保全に寄与することが
できた。

基金の残高が減って
いるため、町の広報等
でトラスト活動を周知
し、基金への賛同者増
加、シンボルマーク利
用促進を図る。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

清掃第２プラント施
設維持管理事業

自治事
務（義
務）

・清掃第２プラント（し尿処理
施設）の機能保持のため、機
械設備等の定期的な維持補
修工事等を行った。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

清掃第２プラント運
転管理事業

自治事
務（義
務）

・清掃第2プラント（し尿処理
施設）を効率的に維持管理
するため、施設の運転操作
及び保守管理等の業務の委
託を行った。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

環境課

環境課

企画課

財務課

計画通
り実施
（予定）

最終処分場施設維
持管理事業

自治事
務（義
務）

・最終処分場を効率的に維
持管理するために、浸出水
処理施設の運転管理及び水
質分析等を委託するととも
に、施設の定期的な補修工
事及び第1・第2最終処分場
の測量を行った。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

清掃第１プラント施
設維持管理事業

自治事
務（義
務）

・清掃第1プラントの施設機能
保持のため、焼却施設及び
粗大ごみ処理施設等の定期
的な維持補修工事等を行っ
た。

施設の老朽化に伴い
想定外の補修工事が
発生する。

概ね計
画通り
実施で

きた

環境課

環境課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

23 4

23 5

23 6

24 1
計画通
り実施
（予定）

景観まちづくり推進
事業

自治事
務（任
意）

・景観セミナー開催（1回）
・景観フェイスブック等による
情報提供

景観まちづくりに関す
る制度が住民等に十
分浸透していないた
め、住民等の主体的
かつ積極的な取り組
みが促進されるよう意
識啓発や助言等、必
要な措置を講じていく
必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

都市整
備課

計画通
り実施
（予定）

地下水保全対策事
業

自治事
務（任
意）

・地下水モニタリング調査・分
析、水質検査、降水量資料
の収集・分析、温泉観測井の
モニタリング調査について、
継続的な調査を実施し、耐用
年数を迎えた水位計の更新
を行った。
・普及啓発活動として地下水
の重要性や有効活用につい
てチラシを作成し、周知を図
るとともに、町ホームページに
地下水位・水収支調査結果
を掲載した。

地下水の保全に関す
る要綱等の策定が必
要となっている。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

森林病害虫防除対
策事業

自治事
務（任
意）

カシノナガキクイムシ（病害
虫）によるナラ枯れの被害拡
大を防ぐため、被害を受けた
樹木の整理（伐倒整理等）を
実施した。
また、「ナラ枯れ防除処理業
者」へナラ枯れ防除に必要な
機材の貸出や薬剤等を提供
した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

間伐材搬出促進事
業

自治事
務（任
意）

町有林3箇所（①仙石原片平
地区、②畑引山地区、③お
玉が池地区）から県林業セン
ターに間伐材を搬入し、売却
した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

観光課

観光課

企画課

－134－



施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

25 1

25 2

25 3

25 4

25 5

計画通
り実施
（予定）

水道事業会計補助
金

法定受
託事務

災害対策用備品購入（組立
式給水タンク）6基購入
2,824千円の内、購入費用の
1/2の補助を、「令和4年度神
奈川県市町村地域防災力強
化事業費補助金」より受けた
もの。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

災害時応急給水タ
ンク整備

法定受
託事務

災害対策用備品購入（組立
式給水タンク）6基購入
2,824千円

災害時の応急給水は
本来、自治体の責務と
されていることから、県
営水道給水エリアの備
品調達は、一般会計
にて行ってもらう（令和
5年度）

概ね計
画通り
実施で

きた

上下水
道温泉

課

上下水
道温泉

課

計画通
り実施
（予定）

被災者生活再建支
援事業

自治事
務（任
意）

対象となる大規模災害が発
生しなかったため、執行な
し。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

震後建物応急判定
業務整備事業

自治事
務（任
意）

・大規模地震が発生した直後
において、被災した建築物の
被害状況調査（応急危険度
判定業務）を実施するための
機材等を役場本庁舎及び各
出張所に備え、災害時の対
応体制を整備した。

応急危険度判定の認
知度が低いことから、
町民に対して判定活
動についての広報活
動の充実を図る必要
がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

地震等災害対策事
業

自治事
務（義
務）

・各避難所・防災倉庫の備蓄
食料や医薬品、ガソリン等を
更新すると共に、職員用腕
章・ヘルメットを購入した。
・コミュニティ助成金を活用
し、自主防災組織の資機材
を整備した。
・仙石原浄水センターを会場
として総合防災訓練を3年ぶ
りに実施した。
・防災士フォローアップ研修と
して防災出前講座を延べ22
回実施した。
・町内32ヵ所に土のうステー
ションを設置した。
・感染症対策用物資としてテ
ント等を購入・配備した。

災害対策は地方自治
体の義務であるため、
今後とも継続していく
必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

総務防
災課

都市整
備課

総務防
災課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

25 6

25 7

25 8

25 9

25 10
計画通
り実施
（予定）

ブロック塀等撤去
改修補助事業

法定受
託事務

・危険なブロック塀等の撤去
等に要する費用に対し補助
を行った。
撤去費補助（3件）
改修費補助（3件）

耐震性に問題があるこ
とについて認識不足
が見られるため、本制
度により耐震化の経済
的な負担の軽減を図
るとともに、地震に備え
るという防災意識の向
上を図る必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

木造住宅耐震化補
助事業

自治事
務（任
意）

・無料耐震診断相談会を年7
回開催した（相談者9名）。
・令和4年度より耐震診断士
の派遣型の簡易診断を実施
した。（4名）
・対象建築物について、耐震
化の促進を図るため、耐震診
断等に要する費用に対し補
助を行った。
耐震診断費補助（2件／5件）
耐震改修費補助（0件／2件）

家主の高齢化や経済
的余裕がないことから
耐震化が進みにくい
傾向があるが、本制度
により耐震化の経済的
な負担の軽減を図ると
ともに、地震に備えると
いう防災意識の向上を
図る必要がある。

計画通
り実施
できな
かった

計画通
り実施
（予定）

要緊急安全確認大
規模建築物耐震化
補助事業

自治事
務（任
意）

・事業主の事情による事業延
期により予定していた事業実
施ができなかったもの。

国等の補助金を活用
し、事業推進を図る必
要がある。

計画通
り実施
できな
かった

都市整
備課

都市整
備課

都市整
備課

計画通
り実施
（予定）

緊急輸送道路沿道
建築物耐震化補助
事業

自治事
務（任
意）

・対象建築物へ制度をPRした
（36件）。
・対象建築物について、耐震
化の促進を図るため、耐震診
断等に要する費用に対し補
助を行った。
耐震診断費補助（1件／2件）
耐震設計費補助（1件／1件）
耐震改修費補助（0件／1件）

耐震性に問題があるこ
とは認識しているもの
の診断費用の負担が
大きく耐震診断が実施
できない建築物もある
ことから、本制度により
耐震化の経済的な負
担の軽減を図るととも
に、地震に備えるとい
う防災意識の向上を図
る必要がある。

計画通
り実施
できな
かった

計画通
り実施
（予定）

大涌谷火山対策事
業

自治事
務（任
意）

・防護マスク等消耗品の購入
やポータブルガス検知器の
保守により、監視員の使用す
る物品を整備した。
・火山活動の活発化に備え、
火山ガス観測設備及び警報
装置等の維持管理を行った。
・監視員による入口規制・監
視業務に加え、監視責任者
補佐を雇用し、観光客等の
安全を図った。
・大涌谷園地の5ヶ所の事業
所内に警報回転灯を設置
し、緊急時の避難誘導体制
の強化を図った。

大涌谷の安全対策は
今後とも継続していく
必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

総務防
災課

都市整
備課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

26 1

26 2

26 3

26 4

26 5

計画通
り実施
（予定）

消防施設等整備事
業

自治事
務（任
意）

・第2分団第3部詰所(仲町)車
庫入口スロープ改修工事を
実施した。
・第2分団第4部詰所(湯本茶
屋)・第9分団詰所(温泉荘)・
第11分団詰所(箱根)のエアコ
ン設置工事を実施した。
・消防本部庁舎のばい煙濃
度監視機器等の改修工事を
実施した。
・箱根分署の仮眠室の改修
工事を実施すると共にカーテ
ン付二段ベッド等を購入し
た。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

消防水利等整備事
業

自治事
務（任
意）

・大平台地区及び小涌谷地
区の町営水道管敷設替えに
伴い、当該区域内に存する
老朽化した消火栓を計画的
に更新し、消防水利を整備し
た。

・消火栓については、
今後も町営・県営水道
配管敷設時に、当該
区域内に存する老朽
化した消火栓を計画
的に更新するととも
に、必要に応じて新設
していく必要がある。
・防火水槽の整備につ
いては、候補地の確保
に苦慮しているのが現
状である。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

消防・救助業務推
進事業

自治事
務（任
意）

・小型動力ポンプ(第10分団
第1部配備用)等及び成人型
訓練人形(更新)を購入し資機
材の充実強化を図った。

・今後、更に複雑多様
化する火災・救助事案
に対応していくため、
計画的に消火・救助
資機材を整備し、消防
活動の充実強化を継
続していく必要があ
る。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

消防車両整備事業
自治事
務（任
意）

・新型コロナウィルス感染症
の感染拡大及び世界的な半
導体不足に伴い、メーカーの
工場が稼働停止となり、年度
内に納車が不可能になった
ことから、繰り越しとなったも
の。

・第６次総合計画(後
期)で７台の消防車を
更新するが、財源の大
半が起債であることか
ら市町村地域防災力
強化事業費補助金等
を有効に活用し更新
する必要がある。
・世界情勢等の影響か
ら、部品不足等に伴
い、年度内の納入が
難しい場合がある。

計画通
り実施
できな
かった

消防本
部

消防本
部

消防本
部

消防本
部

消防職員被服等整
備事業

自治事
務（任
意）

・消防職員用防火衣等一式
（防火衣、防火帽、防火ズボ
ン、防火長靴、安全帯）を7式
更新した。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

消防本
部
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

26 6

26 7

26 8

26 9

26 10
計画通
り実施
（予定）

救急業務高度化推
進事業（常備消防
費）

自治事
務（任
意）

・救急救命士の教育(就業前
病院研修3人、就業後病院研
修7人、気管挿管病院実習1
人、ビデオ喉頭鏡病院実習1
人)を計画どおり推進できたこ
とにより、救急救命士の知識
と技術の向上が図れ、救急
活動の全体的なレベルアップ
が図れた。
・町民等に対する応急手当
普及講習会を59回開催し、
408人の受講者が心肺蘇生
法等の応急手当を習得し、
救命率の向上に寄与すること
ができた。

・日進月歩で高度化し
ていく救急医療に対応
するため、今後も引き
続き救急救命士の教
育を計画的に推進し、
知識と技術の維持向
上を図る必要がある。
・応急手当普及講習
会については、受講者
の知識と技術を維持し
ていくために２～３年ご
との受講が推奨される
ことから、定期的な受
講を推進していく必要
がある。

計画通
り実施
できた

消防本
部

計画通
り実施
（予定）

地震等災害対応資
機材整備事業（常
備消防費）

自治事
務（任
意）

・長手袋、インナー手袋、保
護メガネ、剣スコップ(穴あ
き)、胴長靴、検索棒等を配
備し、大規模災害発生時に
おける消防活動の充実強化
を図った。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

地震等災害対応資
機材整備事業（非
常備消防費）

自治事
務（任
意）

・剣スコップ(穴あき)、切創防
止用保護衣及びチェンソー
を配備し、大規模災害発生
時における消防団活動の充
実強化を図った。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

消防団員被服等整
備事業

自治事
務（任
意）

・消防団員用のアポロキャッ
プ(110個)、防火衣等一式(34
着)、編上げ靴(110足)を購入
した。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

消防情報機器等整
備事業

自治事
務（任
意）

・箱根分署の気象観測装置
のデータロガーを更新した。
・消防指令システム設備の更
新に関わる仕様書等の精査
を行った。
・署活系無線機10基(各署)を
更新した。

特になし
計画通
り実施
できた

消防本
部

消防本
部

消防本
部

消防本
部
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

26 11

27 1

27 2

27 3

28 1

計画通
り実施
（予定）

箱根線整備事業
（温泉特別会計）

自治事
務（任
意）

・箱根線改良工事として、老
朽化した管路の更新工事を
実施した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

消費生活相談支援
事業

自治事
務（任
意）

小田原市消費生活センター内
の相談窓口運営費を負担すると
共に相談窓口の周知を行った。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

町民課

上下水
道温泉

課

計画通
り実施
（予定）

くらしの安全推進
事業

自治事
務（任
意）

防犯カメラ設置補助に関して
は自治会等に周知をしたが
申請には至らなかった。
迷惑電話防止機能付電話機
購入費補助は2件の申請が
あったもの。

防犯カメラ設置補助は
設置後にかかる維持
管理費などのランニン
グコストは補助対象外
となっているため設置
のハードルが高くなっ
ていると考えられる。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

交通安全対策推進
事業

法定受
託事務

・各季等交通安全キャンペー
ンとして、年間６回のキャン
ペーンを開催した。
・児童、園児を対象に交通安
全教室を７回開催した（目標
７回）。
・高齢者を対象に交通安全
啓発物品の配布を行ったも
の。

交通安全対策の推進
にあたり、町内の交通
関係団体等の地域コ
ミュニティと連携を図り
ながら、地域主体の活
動を促す必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

火災予防推進事業
自治事
務（任
意）

・防火ポスターコンクール用
画用紙(250枚)及び入賞者記
念品(25個)を購入するととも
に、防火ポスター(600枚)を印
刷した。
・幼年消防クラブ育成消耗品
(反射シール240個)を購入し
た。
・火災予防広報用品(ポケット
ティッシュ1,000個、懸垂幕2
本)を購入した。
・少年少女消防体験は新型
コロナウイルス感染症の感染
拡大防止のため中止とした。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

消防本
部

町民課

町民課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

28 2

29 1

29 2

29 3

29 4

29 5

計画通
り実施
（予定）

森のふれあい館整
備事業

自治事
務（任
意）

事務室内の電話機更新及び
複合機の導入した。

森のふれあい館とや
すらぎの森との利活用
について、展示コンセ
プト、改修の方向性に
ついて再度検討する。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画変
更し実
施（予
定）

ジオミュージアム誘
客宣伝事業

自治事
務（任
意）

箱根ジオパークのジオサイト
のきれいな景色、箱根火山の
形成史や現在の火山活動に
ついて、臨場感あふれる360
度の全天周映像で紹介する
イベント「箱根ジオパークドー
ムフェスタ」を開催し、誘客宣
伝に務めた。なお、多くの方
に参加してもらうため、他の
周辺施設にも出向き実施し
た。
全6日　延べ参加人数476人

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

箱根湿生花園整備
事業

自治事
務（任
意）

仙石原植生復元区の維持管
理(除草及や木道及び境界
柵の改修工事等）、園内樹名
札の改修、園内主要植物の
生育に適した地域での栽培
（新潟県）、受水槽改修工
事、イノシシ柵設置工事、用
水路の漏水及び土留め板設
置工事などを行った。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

箱根湿生花園特別
展等開催事業

自治事
務（任
意）

企画展として、あじさい展、食
虫植物展、秋の山野草展、
春の山野草展を開催し、ミニ
イベントとして、シクラメン展、
水彩画と盆栽展、王者香展を
開催した。また、企画展等の
パンフレットを作成、配架し、
誘客宣伝に努めた。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

観光課

観光課

観光課

観光課

計画通
り実施
（予定）

観光施設整備事業
自治事
務（任
意）

畑宿寄木会館1階講習室ｴｱ
ｺﾝ設置工事、外部擁壁・手
摺塗装工事、　内部階段仕
切扉設置工事を行った。
箱根園地内観光案内板建替
工事を行った。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

湯之花線整備事業
（温泉特別会計）

自治事
務（任
意）

・湯之花分譲地内において、
（株）西武ﾘｱﾙﾃｨｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ
との施工計画合意書に基づ
き更新工事を実施した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

上下水
道温泉

課

観光課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

29 6

29 7

29 8

29 9

29 10

29 11

30 1
計画通
り実施
（予定）

誘客宣伝事業
自治事
務（任
意）

小田急TV（車両窓上液晶）
の動画放映や東京駅八重洲
南北通路デジタルサイネージ
の動画放映など各種媒体に
より町への誘客に努めた。
また、町内で開催されたイベ
ント等に対し補助金を支出し
た。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

仙石原すすき草原
保存事業

自治事
務（任
意）

臨時駐車場や仮設トイレの設
置及びすすき草原の環境整
備を行った。
また、山焼きを実施し、すす
き草原の景観の保護を行っ
た。

臨時駐車場及び仮設
トイレの設置の必要性
について検討する。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

ハイキングコース等
整備事業

自治事
務（任
意）

臨時職員2名を雇用し、コー
スの草刈・倒木処理・危険個
所の調査や簡易な補修等を
実施した。
業者発注により、コースのス
ズメバチ駆除や落石危険岩
処理・案内板等の改修を行
い、４コースの草刈りを実施し
た（①明神・明星コース、②長
尾峠コース、③湯坂路コー
ス、④金時山コース）。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

観光課

観光課

観光課

計画通
り実施
（予定）

公衆トイレ整備事
業

自治事
務（任
意）

公衆トイレ清掃委託では委託
先と些細な情報でも密に連
絡を取ることで、利用者に快
適にトイレを利用してもらえる
よう維持管理を図った。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画変
更し実
施（予
定）

森林セラピー推進
事業

自治事
務（任
意）

体験ツアー・「森林セラピープ
チ体験」の開催やホームペー
ジの運営を実施した。
また、職員の森林セラピーガ
イド資格取得講座での受講
料補助を行い、人材育成を
行った。

将来的には、現在の
事業委託先の自立
（自主運営）を目指
す。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

やすらぎの森整備
事業

自治事
務（任
意）

園内管理人雇用を雇用し、
利用者が快適に過ごせるよう
にやすらぎの森の管理を行っ
た。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

森のふれあい館特
別展等開催事業

自治事
務（任
意）

生きた昆虫展及びクリスマス
企画等の特別展や企画展、
楽習教室を開催した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

観光課

観光課

観光課

観光課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

30 2

30 3

30 4

30 5

30 6

30 7

30 8

計画通
り実施
（予定）

観光産業融資利子
補給事業

自治事
務（任
意）

廃止 ―

計画通
り実施
できな
かった

廃止

信用保証料補助事
業

自治事
務（任
意）

町内事業者に対し、県信用
保証協会への振込保証料の
一部を補助した（実績16件）。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

水産業振興事業
自治事
務（任
意）

釣り客の増加と観光資源の振
興を図るために重要な芦之
湖漁業協同組合及び早川河
川漁業協同組合の魚族放流
事業に対して、補助金を支出
した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

農地実態調査事業
自治事
務（義
務）

農地台帳に基づいて、町内に
存する農地の実態調査を実施
し、現状の把握等に努めた。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

観光情報推進事業
自治事
務（任
意）

観光客に対して積極的な情
報提供を行うため、WEBカメ
ラによる映像配信や、観光案
内所の管理運営を行った。
宮ノ下観光案内所の柱補修
工事を行った。

利用者の少ない観光
案内所のあり方につい
て、チャットボットや総
合観光案内所への直
通電話の導入等の検
討を行う。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

箱根駅伝歓迎事業
自治事
務（任
意）

往路優勝校へ記念品（寄木ト
ロフィー、寄木メダル）を贈呈
した。
沿道各所で歓迎事業を実施
した。
往路ゴール付近に観客用仮
設トイレを設置した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

観光課

観光課

はこね親善大使事
業

自治事
務（任
意）

ＦＭヨコハマ公開イベントへ
はこね親善大使に出席しても
らい、幅広い世代へ向けた箱
根のＰＲを実施し、町の誘客
を図った。

特になし

計画の
半分程
度実施
できた

計画通
り実施
（予定）

観光課

観光課

観光課

観光課

観光課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

30 9

30 10

30 11

30 12

30 13

30 14

計画通
り実施
（予定）

省エネ設備等更新
促進事業

自治事
務（任
意）

町内中小企業者が事業の用
に供している設備等を省エ
ネ、電力や燃料等の高効率と
なる設備等へ更新する際に
要した経費の一部を補助し
た。
（補助実績37件）

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

中小企業等設備投
資促進事業

自治事
務（任
意）

町内中小企業者の設備投資
意欲の向上及び経営基盤強
化を図り、固定資産税の賦課
が見込まれる設備投資に要
した費用の一部を補助した。
（設備投資補助実績3件）

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

廃止

人材確保等支援事
業

自治事
務（任
意）

町内中小企業者の人材確保
や人材定着、従業員の働き
がい、資質向上につながる事
業に対して掛かる費用の一
部を補助した。（人材確保事
業補助実績11件・人材育成
事業補助実績2件）

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

中小企業者等災害
復旧支援事業

自治事
務（任
意）

令和元年度の台風19号の影
響により、経営状況が悪化し
た事業者に対して融資を実
施した。
（令和4年12月全事業者完済
につき事業終了）

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

観光課

観光課

計画通
り実施
（予定）

経営安定緊急融資
事業

自治事
務（任
意）

新型コロナウイルスの流行や
物価高騰の影響により経営
状況が悪化している事業者
に対して融資を実施した。
資金預託額230,000千円（①
さがみ信用金庫201,871千
円、②横浜銀行13,646千円、
③スルガ銀行14,483千円）
上記融資を受けている事業
者に対して、県信用保証協
会への振込保証料の一部を
補助及び償還時の利子補給
を実施した（信用保証料補助
実績89件・利子補給305件）
令和4年7月より開始（物価高
騰）

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

中小企業者等アド
バイザー派遣事業

自治事
務（義
務）

中小企業者向けの小冊子を
作成し中小企業者への事業
周知を促した。
希望する中小企業経営者に
対し、専門的知識や実務経
験のあるアドバイザーを派遣
した（実績7件）。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

観光課

観光課

観光課

観光課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

30 15

30 16

30 17

30 18

30 19
計画通
り実施
（予定）

ふるさと納税促進
事業

自治事
務（任
意）

広告の効果的な実施やダイ
レクトメールの発送、イベント
への参加等を行い、当町の
ふるさと納税の取り組みを広
く周知した。

寄付による収入のた
め、税や交付金のよう
に安定的な収入源と
することが難しい。
また、経費や返礼品等
に係る基準が見直さ
れ、適切な対応が求
められている。

概ね計
画通り
実施で

きた

財務課

計画通
り実施
（予定）

中小企業等感染症
対策事業

自治事
務（任
意）

新型コロナウイルス感染症の
影響を受けた中小企業・小規
模事業者が、同影響にかかる
公的融資を受けた場合に、
支払った利子の一部を補助
した。（信用保証料補助実績
1件・利子補給補助実績69
件）

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

勤労者生活資金融
資事業

自治事
務（任
意）

勤労者の生活の安定と向上
に必要な資金融資を行うため
金融機関に資金を預託した
（実績なし）。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

退職金共済制度加
入奨励事業

自治事
務（任
意）

共済契約を締結している町
内に事業者を有する事業主
に対して、共済掛金の一部
補助を行った（実績37件）。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

インバウンド観光推
進事業

自治事
務（任
意）

外客向けパンフレット（御箱
マップ）を2,000部作成した。
（御殿場市と共同）
台湾市場へのセールスプロ
モーションを実施した。（現
地、オンラインの2回）

特になし
計画通
り実施
できた

観光課

観光課

観光課

観光課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

31 1

32 1

32 2

32 3

32 4

計画通
り実施
（予定）

地域観光行事特別
助成事業

自治事
務（任
意）

町内主要観光行事に補助金
を交付した。
箱根大名行列
太閤ひょうたん祭り
宮城野虫送り火まつり
強羅大文字焼
芦ノ湖湖水祭り
湖尻龍神祭
鳥居焼祭り
芦ノ湖夏祭りウィーク
仙石原すすき祭り

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

大名行列衣装等整
備事業

自治事
務（任
意）

箱根大名行列衣装等の一部
更新をした。

購入計画の見直しを
検討する。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

伝統文化継承事業
自治事
務（任
意）

箱根湯本芸能組合が実施し
た箱根をどり、大名行列、新
年祝賀会等に対し補助した。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

箱根物産振興事業
自治事
務（任
意）

地場産業の振興と伝統的工
芸品に指定されている箱根
寄木細工の伝統技術の保存
等の事業に補助をした。（偶
数年につき「木・技・匠の祭
典」開催）

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

箱根ジオパーク推
進事業

自治事
務（任
意）

・ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ等に基づき、ﾌｫ
ﾄｺﾝﾃｽﾄやｵﾝﾗｲﾝｼﾞｵﾂｱｰな
どの「普及啓発」やｼﾞｵｻｲﾄに
おける多言語対応などの「環
境整備」、保全計画策定のた
めの「ｻｲﾄｶﾙﾃ作成」等、ｼﾞｵ
ﾊﾟｰｸ活動を推進した。
・二市三町における地域課題
等に対するﾋｱﾘﾝｸﾞや意見交
換会、ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ等の実施
により「箱根ｼﾞｵﾊﾟｰｸとして目
指す姿＝ﾋﾞｼﾞｮﾝ」を策定し
た。
・ｼﾞｵﾊﾟｰｸ認定10周年の記念
行事として、「夏休み子どもｼﾞ
ｵ講座」を規模（予算額・募集
人数等）を拡大し実施。ｺﾛﾅ
の影響を受け、参加人数は
61名に留まったものの、参加
者ｱﾝｹｰﾄでは満足度が高い
結果となった。

「夏休み子どもジオ講
座」への町内児童の参
加率が低いことから、
参加を促す働きかけな
ど検討の必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

企画課

観光課

観光課

観光課

観光課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

33 1

33 2

33 3

33 4

33 5

33 6

計画通
り実施
（予定）

町政モニター事業
自治事
務（任
意）

・インターネットアンケートの
実施
・謝礼品の送付
・広報紙での周知

モニター募集は、継続
して行っているが、登
録者数が伸び悩んで
いる。更なる周知と募
集を図っていく。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

大学連携推進事業
自治事
務（任
意）

・星槎大学とのインクルーシ
ブコミュニティ事業推進
・横j浜国立大学との地域経
済循環研究、買い物アン
ケートに関する報告会、大学
生による仙石原小学校での
授業実施

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

活力あるまちづくり
支援事業

自治事
務（任
意）

・新規３件、継続２件の応募
があり、５件に補助をした。

・活動の継続が困難に
なり、申請取り下げや
継続未申請の団体が
ある。

計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

コミュニティ助成事
業

自治事
務（任
意）

湯本山崎自治会に対して、コ
ミュニティ活動に必要な備品
の購入への助成を行った。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

集会所等整備事業
自治事
務（任
意）

令和3年10月から令和4年9月
まで元箱根集会所周辺の地
下水推移を観測し、集会所
へ及ぼす影響を調査した。

調査期間内に浸水が
発生しなかったため、
直接的な原因は判明
しなかった。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

箱根ＤＭＯ支援事
業

自治事
務（任
意）

ＤＭＯ活動支援補助金とし
て、出向者の人件費相当分
の補助の他、ユニバーサル
ツーリズムにおける車いすで
巡る箱根旅冊子の作成や箱
根DMO公認観光ガイドの育
成、観光DXにおけるマーケ
ティングデータの蓄積、調査
を実施し、観光経済の推進を
図った。

令和６年度からのHOT
２１観光プラン実施計
画（後期）が策定され
るが、どのように箱根
DMO支援を継続して
いくのか課題である。

概ね計
画通り
実施で

きた

観光課

町民課

町民課

町民課

企画課

企画課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

33 7

34 1

34 2

34 3

34 4

34 5

計画通
り実施
（予定）

個人情報保護推進
事業

自治事
務（義
務）

個人情報保護法の改正に対
応するため、関連例規の整
備、職員研修、手引きの作成
等を行った。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

廃止

償却資産実態調査
事業

自治事
務（任
意）

・償却資産実態調査（大規模
2社含む4社）を実施し、公
正・公平な課税が図られた。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

電子計算処理推進
事業

自治事
務（任
意）

庁内システムの安定した運用
のため、各種システムの管理
を行った。また法改正や機器
更新に合わせてシステムの
改修や業務の効率化を図っ
た。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

デジタル化推進事
業

自治事
務（義
務）

DXについて、意識醸成に取
組むとともに、DX推進計画の
柱となる方針として「はこねデ
ジタル未来宣言」を公表し
た。
　また、出張スマホ教室を開
催し、デジタルデバイド対策
に取組むなどDXの推進を
図った。

デジタルに対する苦手
意識の払拭、職員の
デジタルスキルの向上
が今後の課題である。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

地方公会計整備事
業

自治事
務（任
意）

・専門業者に委託し、新たな
基準による財務書類の作成・
公表等を行った。
・次期財務会計システムの更
新に伴い、公会計システムの
機能を追加することを決定し
た。

公会計システム導入
後、財務書類の作成
がどの程度できるか検
討が必要である。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

仙石原交差点周辺
まちづくり事業

自治事
務（任
意）

・地域住民等が参加するワー
クショップを開催し、まちづくり
に関する協議や情報交換を
行った。
・まち歩きイベントを開催して
商店街の新たな顧客獲得等
に一定の効果をあげることが
できた。
・公園等においてマルシェイ
ベントが活発に行われるよう
になった。

地域内の若者等、まち
づくりに関係する人材
を増やしていく必要が
ある。
交差点改良計画の実
現に向けて、沿線土地
所有者や県との調整
を進める必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

都市整
備課

財務課

企画課

企画課

税務課

総務防
災課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

34 6

34 7

34 8

34 9

35 1

36 1

計画通
り実施
（予定）

新型コロナウイルス
ワクチン接種体制
確保事業

法定受
託事務

・集団接種を52日実施した。
・高齢者の集団接種の予約
の割り振りを行った。

特になし
計画通
り実施
できた

計画通
り実施
（予定）

ＳＤＧｓ推進事業
自治事
務（任
意）

町民、事業者等にSDGｓを周
知するため、「箱根町SDGs推
進計画」を策定を進めた。

町民、事業者等へ効
果的に周知するには
どうしたらよいか検討
が必要である。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

箱エールクーポン
券事業

自治事
務（任
意）

町内登録店舗で利用できる
クーポン券を全町民に配付
し、新型コロナ感染症に加
え、物価高騰等の影響を受
けている町民生活を支援する
とともに、地域経済の回復を
図った。

特になし

概ね計
画通り
実施で

きた

廃止

公共施設等総合管
理計画策定事業

自治事
務（義
務）

平成28年度に策定した「公共
施設等総合管理計画」につ
いて、その後策定した関連計
画の内容を反映させるととも
に、国から新たに必須記載事
項として示された７項目を網
羅するための改訂を行った。

社会情勢の変化等の
状況に応じた見直しを
図っていくもの。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

出張所整備事業
自治事
務（任
意）

経年劣化している箱根出張
所の改修等を行い、出張所
機能の維持を図った。
・箱根出張所トイレ及び露出
排水管修繕
・箱根出張所アスベスト調査
委託
・箱根出張所電気配線改修
工事

施設の老朽化が著し
く、計画的に改修して
いく必要がある。

概ね計
画通り
実施で

きた

計画通
り実施
（予定）

庁舎施設等整備事
業

自治事
務（任
意）

本庁舎及び車庫耐力度調査
委託、本庁舎・分庁舎エレ
ベーター改修工事等を行
い、庁舎等を適切に維持する
ための整備を行った。

施設の老朽化に伴
い、今後、施設の維持
管理工事や解体工事
に対する経費が増加
していくことが継続した
課題である。

概ね計
画通り
実施で

きた

財務課

町民課

企画課

保険健
康課

財務課

町民課
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施
策

№ 事務事業名
事務
区分

主な取組みの実績 課題
事業の
進捗度

今後の
事業の
方向性

担当課

36 2

36 3

36 4

廃止

新型コロナウイルス
感染症自宅療養者
支援事業

自治事
務（任
意）

食料や衛生用品を自宅療養
者へ55回支給した。

特になし
計画通
り実施
できた

保険健
康課

新型コロナウイルス
感染症緊急対策事
業（教育総務費）

学校教
育課

自治事
務（任
意）

概ね計
画通り
実施で

きた

・学校・園で必要な感染症対
策用の消耗品を購入した。
・小学校の修学旅行時に看
護師を同行させた。

・新型コロナウイルス感
染症をはじめとした感
染症の防止対策に、
引き続き取り組んでい
く必要がある。

計画通
り実施
（予定）

町内経済活性化事
業

観光課
自治事
務（任
意）

概ね計
画通り
実施で

きた

コロナ禍で落ち込んだ地域
経済を活性化することを目的
に、町内登録店舗で利用可
能な特別クーポン「箱いこ」を
発行した。

特になし 廃止
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